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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「……あー、あんたとラジオやるの、ぜんぜん慣れないわ」

「……そうね。わたしもそう思うわ。ぜんぜん慣れない」

「だいたいさぁ、根暗な渡わた辺なべと夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひでキャラが違ちがいすぎるんだって。『そんなことないよぅ』なんてよく言えるね。ふわふわーっとしたしゃべりを聞くたびに、ぞわっとするんだけど」

「それはお互たがい様でしょうに。どうして佐さ藤とうみたいな頭の悪そうなギャルから、歌うた種たねやすみの元気でかわいい声が出るのよ。ちょっとしたホラーなんだけど」

「は？　それを言ったら……、ん？　はぁー、へぇー？　ふーん？」

「……なによ、気持ちの悪い声を出して」

「あたしみたいなギャルから、歌うた種たねやすみの元気でかわいい声が出るのがホラーだって？」

「そう言ってるんだけど？」

「あたしの声は、元気でかわいい？」

「──。言ってないわ。そんなこと。断じて。あぁ、かわい子ぶってるって言ったんだけど、聞こえなかったかしら。都合よく解かい釈しやくしたいなら、お好きにどうぞ」

「こいつ……。最初の挨あい拶さつで噛かんでリテイク入れたくせに、随ずい分ぶんはしゃぐじゃない」

「っ。あなたそれ本当にいい加減にしなさいよ。人がミスしたあとに『その挨あい拶さつも慣れてきたね』って、よくもそんな性しよう悪わるな嫌いや味みを入れられるわね。普ふ段だんはあなたの方がミスだらけなのに」

「今あたしの話関係ないから。渡わた辺なべの話だから。あと普ふ段だんもそんなにミスしてないんで。人に押おし付つける前にちゃんと反省したら？」

「出たわ。あなたのそういうところ、本当に嫌きらい。自分のことは棚に上げるくせに人のミスばかりグチグチと。あぁもう、なんであなたみたいな野や蛮ばん人じんとラジオをやってるのかしら」

「それはこっちのセリフだっつーの。根暗丸出しの女といっしょにラジオだなんて、あたしだけ難易度高すぎなんだけど。だいたいさぁ……！」

「……ふたりとも、盛り上がってるところ悪いけど。もう再開するって。えー、三、二、一」





「はぁい！　というわけで～、今回は新コーナーがあります～。やっちゃん、説明をどうぞ！」

「はーい！　任せて！　ええとですね、今回やすみたちが挑いどむのは！　なんと……！」






　人間、どうしたって合わない相手はいるものだ。

　そりが合わない。気に喰くわない。相あい容いれない。見ているだけで腹が立つ。

　プライベートなら近付かなければいいけれど、仕事となるとそうはいかない。

　ましてやそれが、ラジオのパーソナリティ同士なら。

　合わない相手であっても、それをリスナーに気付かれてはいけない。

　そんな相あい性しようの悪い相手と、ラジオ番組をやっていくとして。

　果たして、どこまで耐たえられるものでしょうか──。
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　佐さ藤とう由ゆ美み子こはギャルである。

「んー……、よし」

　メイクを確かく認にんしたあと、ぱちんとコンパクトミラーを閉じた。

　今日もばっちり、と頷うなずく。

　アイロンをかけた髪かみはゆるく巻かれ、長さは背中に届く程度。顔には化け粧しようをしっかり乗せて、つけまつ毛は長さ重視のストレートタイプ。耳たぶには銀色の飾かざりが光っていた。

　ブラウスのボタンをふたつ開けて、ハートのネックレスを覗のぞかせる。

　キャラメル色のカーディガンを着き込こみ、スカートの長さは限界まで短く。

　これが由ゆ美み子この、学校で過ごすときの格好だ。楽しい学校生活を送る高校二年生。

　教室ではいつもだれかと話し、明るく笑っている。

「ねー、由ゆ美み子こ。今週の土日、どこか行かない？」

「うん？　若わか菜な、バイトないの？」

「そなのー。暇ひまなのー。ね、どう？　服とか見てさー、遊ぼうよぉ」

　今だってそう。クラスメイトの川かわ岸ぎし若わか菜なに、前の席から話しかけられている。若わか菜なはにへへ、と気の抜ぬけた笑えみを浮うかべ、つられて由ゆ美み子こも頬ほおを緩ゆるめる。

　遊びの誘さそいは大だい歓かん迎げいだ。しかし。

「……あー、ごめん。店の手伝い入るかも」

「あ、そうだったね。お母さんとこのスナック、今も人足りないの？」

「そうそう。当日、急に手伝って、って言われることもあるからさ」

「大変だねえ。んー、じゃあ、土曜日に空いてたら行こっか」

　若わか菜なはにっこり笑い、穏おだやかに言う。良心がじくりと痛んだ。

　さっきの言葉は半分本当で半分噓うそだ。

　急に行けなくなるかもしれない。それは本当だが、店の手伝いではない。

　親友である若わか菜なにも秘密の仕事を、由ゆ美み子こはしている。

　それは、前日だろうが当日だろうが、するりとスケジュールが埋うまる仕事だった。

「えー、なになに。どっか行くの？」

「土日？　遊びに行くなら連れてってよー」

　周りにクラスメイトが集まってくる。

　彼かの女じよたちの声に紛まぎれ込こませるように、そっと息を吐はいた。




「ん？　由ゆ美み子こ、もう帰るの？」

「あぁうん、ちょっと用事があるから。また明日ね」

　若わか菜なに別れを告げて、由ゆ美み子こは学校をあとにする。

　鼻歌交じりで駅に向かい、そのまま電車に飛び乗った。

　今日は仕事があるのだ。

　だからこうして張り切っていたのだが……。

「……早く着きすぎちゃったな、こりゃ」

　時計を見て、思う。新人は余よ裕ゆうを持って現場に到とう着ちやくしなさい、なんて口くち酸すっぱく言われるが、さすがに早すぎだ。予定の時間まで二時間以上ある。仕方なく、ファミレスで時間をつぶす。

　テーブル席に座すわってドリンクバーを注文し、ミルクティーで一息。

「……よし」

　メイク直しを終わらせてから、スマホを取り出す。

　差しっぱなしだったイヤホンを耳に着け、手早く操作した。少し前に、新しい動画が投とう稿こうされたのを見つける。既すでに再生数とコメント数がすごいことになっていた。

「おー……、さすが」

　感かん嘆たんの声を上げて、再生ボタンをタップする。

『桜さくら並なみ木き乙おと女めのまるでお花見するように』

　人気女性声優のラジオ動画番組だ。

　桜さくら並なみ木き乙おと女め。二十一歳さい。声優事務所トリニティ所属。華はなのある容姿と魅み力りよく的てきな声帯、それに確かな演技力を持つ女性声優だ。

　番組ではコメントが絶え間なく流れ、盛り上がっているのが見て取れた。

　普ふ段だんは乙おと女めがひとりでトークを展開している。しかし、この回は違ちがう。

　彼かの女じよは手をいっぱいに広げ、明るくこう言った。

『それでは、今日のゲストをご紹しよう介かいします！　歌うた種たねやすみちゃんです、どうぞ！』

『あ、どうも、こんばんは！　う、歌うた種たねやすみです！』

　乙おと女めの隣となりにやってきたのは、いかにも新人の女性声優だ。

　大きくて澄すんだ瞳ひとみは落ち着きなく動き、やわらかそうなほっぺたは強こわ張ばっている。背中に届くさらりとした髪かみは、さっきから忙せわしなく撫なでられていた。

「……んふ」

　ついにやけてしまい、慌あわてて口元を手で隠かくす。歌うた種たねやすみが登場すると、『かわいい』『かわいい子きた』『めっちゃ緊きん張ちようしてるのかわいい』といったコメントが流れ始めたのだ。

　しかし、次に流れてきた多くの『だれ？』というコメントに肩かたを落とす。

「む……、いや、まぁ。そうだよね……」

　仕方ない、と無理矢理に納なつ得とくするものの、ため息が漏もれてしまう。

　遅おくれて、『プラガのマリーゴールド』『マリーゴールドちゃん』『プラガの子かぁ』とやすみを特定するコメントも流れた。

　そうそう。プラスチックガールズのマリーゴールド役、歌うた種たねやすみだぞ、と心の中で呟つぶやく。……それ以外のキャラ名が出ないのは、悲しくはあるけれど。

「ううー……。知名度が欲ほしい……」

　机に突つっ伏ぷし、小声で呻うめく。ハートのネックレスが、テーブルに当たってかつんと音を立てた。のろのろと外して小物入れに仕し舞まう。

　代わりに鞄かばんからカバー付きの本を取り出した。

『にゃんこ部！』

　深夜に流れるショートアニメの台本だ。ぺらりと開くと、出演者の欄らんには『にゃむにゃむ役：歌うた種たねやすみ』と書かれていた。

　歌うた種たねやすみのセリフには、すべてマーカーが引かれている。

　そう、佐さ藤とう由ゆ美み子こは声優である。

　芸名、歌うた種たねやすみ。芸能事務所チョコブラウニー所属。デビュー作は『プラスチックガールズ』のマリーゴールド。芸歴は三年目に入った──まだ、新人声優だ。

　今日は、『にゃんこ部！』のアフレコの仕事がある。

　久しぶりのアニメだから、と気合を入れたが、少なめのセリフはすぐ頭に入ってしまった。電車の中でも台本を読んだし、家でも散々練習した。今いま更さら復習するところもない。

　かといって、別作品の仕事があるわけでもない。

「オーディション、受かればなぁ……」

　色んなオーディションに行っては落ちてを繰くり返かえしている。『にゃんこ部！』はようやくもぎとった仕事だけれど、出番はこれきりで次はなかった。

「……結局、がんばるしかないんだろうけどさ」

　呻うめいたところで仕事は増えない。唇くちびるを尖とがらせ、スマホに視線を戻もどす。

　動画では差し入れのお菓か子しが投入されるところだった。

『わぁー！　おいしいですねぇ、このクッキー！　幸せ～……』

　画面の中のやすみがお菓か子しを食べて、顔をほころばせていた。

　ぱたぱたと手を動かし、明るく笑い、感情を力いっぱい表現するやすみに対し『かわいい』のコメントが次々に流れていく。

　……やった、嬉うれしい。

　そう思う反面、騙だましていて申し訳ない、という気持ちにもなる。

　歌うた種たねやすみは、佐さ藤とう由ゆ美み子このアイドル声優としての顔だ。普ふ段だんなら、「幸せ～……」なんて絶対に言わない。可か愛わいらしい仕草だってしない。仕事のためにかわいい女の子を演じている。

　歌うた種たねやすみと佐さ藤とう由ゆ美み子こは真逆の人物だ。

　騙だましている自覚はある。罪悪感もある。けれど、仕方がなかった。ギャルの新人声優では人気は出ない。今の自分に求められているのは、きっと初うい々ういしさや清純さだからだ。

　しかし、自分を偽いつわってキャラを作っても、歌うた種たねやすみの知名度はそれほどない。

　このラジオに呼んでもらえたのも、乙おと女めと仲が良いい後こう輩はい声優だからだ。

　番組が終わりに近付くと、『俺おれこの子応おう援えんするわ』『やすみちゃんのファンになります』『ツイッターフォローしよ』なんてコメントが流れるのが見えた。乙おと女めには頭が上がらない。

「姉ねえさーん。ありがとー」

　画面内の彼かの女じよに両手を合わせる。そうしてから、よし、と立ち上がった。

　収録がんばるぞ。







　スタジオから出て空を見上げると、すっかり夜になっていた。

　春の夜風は少し肌はだ寒ざむく、無意識に腕うでを擦さする。

「よっと」

　小物入れを取り出し、外していたネックレスを付け直した。

　収録中は、音が鳴るものは身に付けない。マイクにノイズが乗れば録とり直なおしになるからだ。音を立てずに台本のページを捲めくるのも、今では慣れたものだった。

　遅おそい時間になったが、収録にはそれほど時間は掛かかっていない。

　音おん響きよう監かん督とくからの説明。

　一回通しでのテスト収録。

　微び調ちよう整せいをしてからの、本番の収録。

　ミスした箇か所しよや、演出意図の異なる部分の細かいリテイク。

　それだけやっても、雑談の時間の方が長かったくらいだ。もっと演やりたかったな。

「けどまぁ……、こんなものなのかな……、ん？」

　駅の方からやってくる、ひとりの女の子に目が留まった。

　由ゆ美み子こと同じ高校の制服だ。

　オフィス街の中で、制服姿は自分と彼かの女じよだけ。

　すれ違ちがいざま、そちらに視線が吸い寄せられる。

　けれど、彼かの女じよの目は由ゆ美み子こを捉とらえることなく、そのまま歩いて行った。由ゆ美み子こが来た道をなぞるように進んでいく。

　由ゆ美み子こはつい足を止めて、振ふり返かえった。

「あの子、こんなところで何やってんだろ」

　学生服でひとり、夜のオフィス街を歩く理由がわからない。いやまぁ。それは自分にも当てはまるのだけど。

　……まぁいっか。由ゆ美み子こは再び、駅に向かって歩き始める。

　──そう。この時点では、全く気が付いていなかった。

　彼かの女じよがある意味で、運命の相手であることを。







　朝の通学路。由ゆ美み子こはカーディガンのポケットに手を突つっ込こみ、のんびり歩いていた。

　信号が赤になったのを確かく認にんしてから、スマホを取り出す。

「メールは……、来てないよねぇ……」

　仕事の連れん絡らくはなく、自然とため息が漏もれた。

　オーディションに合格すれば事務所から連れん絡らくが来るため、何度もスマホの確かく認にんをしてしまう。けれどここ最近、さっぱり受からない。

「やー……、この前のは自信があったんだけどなぁ」

　虚むなしく呟つぶやき、青信号になったので歩き出す。その瞬しゆん間かんである。

「ひゃうっ!?」

　後ろから突とつ然ぜん抱だき着つかれ、変な声が飛び出した。

「おっはよぉーん」という緩ゆるい声が聞こえ、身体からだから力が抜ぬけていく。

「……おはよ。若わか菜な、あんた朝から元気ね」

　挨あい拶さつを返すと、若わか菜なはにへへと笑った。

　川かわ岸ぎし若わか菜な。彼かの女じよとは高校からの友人だが、妙みように馬が合う。

　彼かの女じよのスカートは由ゆ美み子こと同じくらい短く、メイクもしっかり乗っている。手入れが行き届いた長い髪かみは、今日も綺き麗れいだ。

　手にはスタバのカップ。それをこくり、と飲んでから、こちらを覗のぞき込こんでくる。

「どしたん、由ゆ美み子こ。今日、なんか元気ないね」

　どきりとする。顔には出ていないと思ったが、若わか菜なにはお見通しだったらしい。

　聞いてもらいたい。相談に乗ってもらいたい。きっと話せば楽になる。

「うん、まぁちょっとね」

　そうは思いつつもごまかした。

　若わか菜なはふうん？　と言うだけで深くは聞いてこない。

　かわりに表情をパッと明るくさせ、腕うでを組んできた。口元にずい、とカップが差し出される。

「まぁまぁ。じゃあこれを飲みなさいな」

　蓋ふたを開けると、キャラメルソースのかかったクリームが見えた。下はホットのカフェラテ。

　遠えん慮りよなく口に含ふくむ。ふわっとした甘あまみが口の中で溶とけて、幸せな気持ちになった。

「ん。おいしい。ありがと、若わか菜な」

「いやいや。こういうときは甘あまいものが一番ですからな」

　若わか菜なはおどけて笑う。そんな彼かの女じよに笑えみを返しつつ、内心で謝あやまった。

　自分が声優であることは、家族と学校以外には話していない。マネージャーから「絶対に口外しないこと」と言われている。芸能活動の許可を得るために学校には話す必要があったが、念を押おして口止めした。周りにバレるわけにはいかない。

　ただ。

「ん？　どしたん」

　由ゆ美み子この視線に気付くと、若わか菜なが首を傾かしげた。

　こちらの事情をすべて話したとしても、きっと彼かの女じよなら秘密を守ってくれる。

　けれど、それで楽になるのは自分だけだ。

　彼かの女じよには余計な負担を強しいてしまう。それは望むことではなかった。

　由ゆ美み子こは手をひらひらさせると、ゆっくりと答える。

「いや。若わか菜なは今日もかわいいなって思っただけ」

「え、ほんと？　いやぁ、わたしも同じこと思ってた」

　からから笑う若わか菜なを見て、由ゆ美み子こもつられて笑えみをこぼした。







　教室に入り、自分の席に着く。前の席の若わか菜なは、椅い子すをくるりと回転させた。

　由ゆ美み子この机に肘ひじを乗せ、真しん剣けんな声こわ色いろで言う。

「次の服装チェック……わたしは今の格好のまま行こうと思うんだけど、由ゆ美み子こはどう思う？」

「絶対止められるし、結構ガチめに怒おこられると思う。中やん先生チェック厳しいし」

「……スカートも折っちゃダメ？」
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「膝ひざ下したでしょ。顔はドすっぴんね」

「やだぁ、眉まゆ毛げ！　眉まゆ毛げだけは許して！」

　賑にぎやかに話を続け、ほかの生徒が通とおり掛かかれば挨あい拶さつを交かわす。二年に進級したばかりではあるが、クラスにはすっかり馴な染じんでいた。

　そこに、ひとりの男子生徒が通りかかる。

　彼かれは挨あい拶さつを口にせず、若わか菜なの隣となりの席に腰こしを下ろした。

「うん？　ねぇ、木き村むら。その子だれ？　かわいいね」

　視線を隣となりに向けた若わか菜なが、さらりとそんなことを言う。

　若わか菜なは彼の下した敷じきを指差していた。

　突とつ然ぜん話しかけられた男子──木き村むらは、びくっとして目を白黒させる。

「え、あ、う……、か、かわいいって……、あ、こ、この下した敷じきの子……？」

　木き村むらは若わか菜なと目も合わせず、あたふたとしている。

「そうそう。だれなのかなーって」

「え、ええと……、な、なんて言えばいいかな……」

「んー。あ、アイドル？」

　若わか菜なが無む邪じや気きに言うと、さっきまでしどろもどろだった木き村むらがぴたりと動きを止めた。

「アイドル？」

　ふぅー、と鼻から息を吐はく。

　やれやれ、と言わんばかりに演技がかった手て振ぶりをし、熱っぽく答えた。

「アイドル……、そうだね、そういう側面も大いに含ふくんでいる。けれど、彼かの女じよはそれに留まらないんだ。アイドルでありながら声優！　そうアイドル声優と呼ばれている存在だ！　彼かの女じよの何が素す晴ばらしいかと言うと今や世界に誇ほこる日本のアニメ文化を支える文化人として活かつ躍やくしていておっと話が逸それちゃうなまぁでもここは間ま違ちがえてほしくはないんだけど彼かの女じよたちは……」

　へたくそか？

　異様な早口で捲まくし立たてる木き村むらを見て、心の中でおいおい、と突つっ込こむ。女子から「この子かわいいけどだれ？」と訊きかれて、その答え方はまるきりダメなお手本だ。そういうとこやぞ。

「え、あ、ん、んん？」

　案の定、若わか菜なは戸と惑まどいの表情を浮うかべた。一方、由ゆ美み子こはさして驚おどろかない。

　木き村むらがオタクなのは前から気付いていたからだ。

　ちらりと木き村むらの鞄かばんに目を向けると、アニメキャラのラバーストラップが見える。

　あれは『プラスチックガールズ』の『アジアンタム』だ。

　プラスチックガールズ。通つう称しようプラガ。

　二年前に放送された深夜アニメで、たくさんの新人女性声優が投入されている。この作品への出演から、由ゆ美み子このアイドル声優としての人生が始まった。

　イベントや特番が多く、ライブだってやったことがある。とても思い出深い作品だ。

　……それだけに、木き村むらのラバストが自分の演じたマリーゴールドではなく、アジアンタムなのは悔くやしいけれど。

「いやいや言いたいことはわかるよ作品に声を吹ふき込こむ声優という職業に対してアイドル扱あつかいをするのはどうかってことなんだけどでもまぁ待ってほしいんだそもそもコンテンツに縛しばられること自体がこの時代にはナンセンスだしあらゆる視点からもっと彼かの女じよたちをだね……」

「めっちゃ語るじゃん」

　なおも語り続ける木き村むらに対し、若わか菜なはけらけら笑っている。若わか菜なが楽しそうで何より。

　木き村むらはアニメグッズをよく持もち込こんでいるが、中には女性声優のグッズもあった。今回は下した敷じきで、それがたまたま若わか菜なの目に留まったのだろう。

　その結果、こんなことになっているけど。このままでは埓らちが明かないので、一言投げ込む。

「あー。とりあえず、その子は声優なんでしょ？」

　まさか由ゆ美み子こに突つっ込こまれるとは思っていなかったようで、木き村むらに急ブレーキが掛かかった。

「ま、まぁそうだね……、うん、はい」

「へぇー、声優！　わたしジブリなら結構観みるよ。あとは金曜ロードショーでやってるやつとか。その声優さんは何に出てるの？」

　フランクに問いかける若わか菜なに、木き村むらは再び固まった。うん。これは答えづらい。

「え、えぇとあの……、い、『異い世せ界かいから戻もどった妹いもうとが最さい強きようの勇ゆう者しやになっていた』とか……」

　なんでそんなあからさまなタイトルを言うかな！

「え？　いも……、なんて？　なんだか長いタイトルだねぇ。ごめん、もっかい言って？」

　若わか菜なは困ったように笑い、木き村むらの顔には汗あせが流れるのが見えた。いたたまれない。

　若わか菜なに悪気はないし、木き村むらにだって悪意はない。ただ単に、質問の内容が悪いだけだ。

　……いや、木き村むらの回答も悪いかも。ほかにもっとあっただろ。

「……えーと、若わか菜な。多分、深夜アニメとかに出てる声優だから、若わか菜なは知らないんじゃない？」

　思わず助たすけ舟ぶねを出す。

　相手がアイドル声優なら、若わか菜なの言うアニメとは方向性が違ちがう。

　木き村むらは何も言わない。代わりに、『へぇ。意外とわかってんじゃんこいつ』みたいな目を向けてきたので無視した。そういう目が一番嫌きらわれることを自覚してほしい。

　若わか菜なは意外そうに目を見張る。

「え、由ゆ美み子こってアニメ好きだっけ？　声優さんとか詳くわしいの？」

「ん……、いや、まぁ、うん。ほら、スナックのお客さんで好きな人がいてさ……」

「あぁ、お客さん繋つながりかぁ。じゃあ由ゆ美み子こならわかるかな？　ねぇ木き村むら。その声優さんってなんて名前なの？」

　再び若わか菜なが問いかけると、彼かれはふふん、と自じ慢まんげに鼻を鳴らす。

　下した敷じきをこちらに見せながら、まるで自らの功績を語るように口を開いた。

「この人は夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひ。通つう称しよう、『夕ゆう姫ひめ』。まだ二年目だけど、今人気上じよう昇しよう中の声優だよ。僕ぼくはメジャーどころより、こういうちょっとマイナーな人の方が好きなんだよね」

　──なんと。由ゆ美み子こは慌あわてて、その下した敷じきを凝ぎよう視しする。

　確かに下した敷じきには、見たことのある少女が写っていた。

　彼かの女じよの顔立ちはとても可か愛わいらしく、明るい印象を与あたえる。

　目はぱっちり開き、唇くちびるには気持ちのいい笑えみ。アイドルっぽい衣い装しように身を包んでいて、綺き麗れいな脚あしが目を惹ひいた。代わりに胸の膨ふくらみは薄うすいが、この美び脚きやくの前には些さ細さいなことだろう。

　彼かの女じよの名前は、夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひ。もちろん知っている。

　由ゆ美み子こと同じ高校二年生のアイドル声優だ。

「むぅ……」

　下した敷じきをまじまじと見つめてしまう。これには見覚えがあった。声優雑誌の付録だ。

　確かライブに出たときの衣い装しようだったか……、あぁ、くそ。かわいいなぁ。いいなぁ。そりゃ人気も出るよなぁ……。

「どしたん、由ゆ美み子こ。そんな睨にらんじゃって」

　若わか菜なの声にはっとする。熱い視線を送りすぎたらしい。

「ん。や、綺き麗れいな顔だな、って思っただけ」

　軽く手を振ふってごまかす。

　夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひは出演作を着実に増やす、勢いのある新人だ。

　鈴すずのような綺き麗れいな声こわ色いろを持ち、演技はもちろん歌も上う手まい。

　歳としは変わらないが、由ゆ美み子ことはかなりの差がついている。だから意識してしまう。比べてしまう。羨うらやましい、と思ってしまう。

　当然ながら、そんな羨せん望ぼうに若わか菜なは気付かない。

「ねー、美人さんだよね。木き村むら、ちょっと下した敷じき貸して？　もっとよく見たい」

「え？　あ、あぁ、はい……、ど、どうぞ」

　若わか菜なが下した敷じきを受け取ろうとすると、木き村むらの手に若わか菜なの指が軽く触ふれた。

「あ、あふっ！　ご、ごめんっ！」

　木き村むらが妙みような声を上げ、勢い良く手を引ひっ込こめる。そのせいで下した敷じきが手からこぼれ落ちた。

「あ、ごめん。落としちゃった」

「あ、あぁ、ご、ごめんごめんごめん……。さ、触……、いや、ちょっと焦あせって……」

「いや、そんな謝あやまらんでも」

　木き村むらの焦あせりっぷりに苦く笑しようしつつ、若わか菜なは下した敷じきを拾い上げようとした。椅い子すに座すわったまま身体からだを乗り出し、床ゆかに手を伸のばす。

「でもさー、この子ってこれだけかわいいのにマイナーなんでしょ？　どして？　あんまり演技は上う手まくないとか？」

　若わか菜なの口から、そんな言葉がつるりと滑すべり落おちる。

「いやいや若わか菜な、違ちがう違ちがう。木き村むらが言うマイナーって、超ちよう人気声優に比べるとってだけで、知名度も人気も普ふ通つうにあるよ。演技が上う手まくてかわいいから、下した敷じきになるほど人気なの」

「──へ？」

「……あ」

　由ゆ美み子この突とつ然ぜんの擁よう護ごに、若わか菜なはきょとんとした目を向けてきた。はっとして口を押おさえる。

　慌あわてて言い訳しようとしたところで──、どん、と音が鳴った。

「わっとと、ごめん！」

　若わか菜なが身を乗り出したせいで、ちょうど通りかかった人とぶつかってしまった。

「──とっとと、あぶな……っ、あっ！」

　若わか菜なは体勢を戻もどそうとして、身体からだを机にぶつけてしまう。

　その拍ひよう子しに机の上から、カフェラテ入りのカップが床ゆかに落ちていった。

　床ゆかにカフェラテがぶちまけられる。

　下した敷じきはもちろん、ぶつかった相手の上うわ靴ぐつまでかかり、若わか菜なは慌あわてて立ち上がった。

「あ、あぁ、ご、ごめんね！　上うわ靴ぐつ汚よごしちゃった……！　す、すぐ拭ふくから！」

「あぁもう、若わか菜な。ティッシュあるから、ハンカチじゃなくてこれ使いな」

　あたふたする若わか菜な、おろおろするだけの木き村むらを尻しり目めに、由ゆ美み子こも床ゆかの掃そう除じに加わる。

　そこで気付く。若わか菜なにぶつかられ、カフェラテを掛かけられたその人は、一言も発していない。立ち止まったまま、何も言わないのだ。

　不ふ審しんに思い、由ゆ美み子こは彼かの女じよの姿をしっかりと見た。

「……ん。あのときの」

　由ゆ美み子こは小声で呟つぶやく。

　このあいだ、収録帰りに見み掛かけたクラスメイトだ。

　暗い印象を与あたえる少女だった。下を向いているから、余計そう思う。

　頭の丸みが綺き麗れいで、ショートボブがよく似合っている。けれど、前まえ髪がみの長さが魅み力りよくを相そう殺さいしていた。前まえ髪がみで目が見えづらい。小こ柄がらで身体からだは細く、胸も薄うすい。ブレザーの下に白いカーディガンを着き込こんでいて、スカートは長めだ。

　暗くて地味で、とにかく印象が薄うすい。クラスメイトなのに名前も思い出せなかった。

　由ゆ美み子こは、一度話した相手の顔と名前はそうは忘れない。彼かの女じよとは一度も話したことがなかった。それどころか、彼かの女じよが人と話しているところを見たことがない。

「汚よごれ、残っちゃうかな……、本当ごめんね。ええと……、なにさんだっけ……？」

　若わか菜なは気が動転しているせいか、何気に失礼なことを口にしていた。

　彼かの女じよは若わか菜なにじろりと目を向け、そこで初めて口を開く。

「……渡わた辺なべ。渡わた辺なべ千ち佳か」

　見た目に反比例するような、綺き麗れいで透すき通とおった声だった。

「あ、あぁ、渡わた辺なべさん。ごめんね、今拭ふくから……」

　かがみこむ若わか菜なに、千ち佳かは何も言わない。なぜか、彼かの女じよの目は違ちがうものを見ていた。

　カフェラテまみれになった夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひの下した敷じきを、じっと見つめている。

「あ、そうだ木き村むら！　木き村むらもごめん！　これ、大事なものなんだよね？　その……、アイドル声優、だっけ。すぐ綺き麗れいにするから。ほんとごめんね」

「え、あ、あぁ……、い、いや、大だい丈じよう夫ぶ……、ただの下した敷じきだし、き、気にしなくても」

　若わか菜なと木き村むらがそんなやり取りをしている間も、千ち佳かは床ゆかの夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひを見下ろしていた。

　そこで信じられないことが起きる。

「────ちっ」

　千ち佳かが舌打ちをしたのだ。強い音が鳴なり響ひびき、空気がぐっと重くなる。

　湧わいて出た悪意に、頭の奥おくが痺しびれそうになった。

　固まってしまった若わか菜なを置いて、千ち佳かはそのまま歩いて行こうとする。

「──ちょっと待ちなよ」

　反射的に由ゆ美み子こは立ち上がっていた。千ち佳かの背中に声を掛かける。

「今のはさぁ、確かに若わか菜なが悪いよ。でもさ、謝あやまってる人にその態度はないんじゃないの？」

「い、いいって由ゆ美み子こ。これはわたしが悪いよ」

「いや、これは若わか菜ながどうっていうより、あたしがむかついてるだけ」

　止めようとする若わか菜なを抑おさえ、千ち佳かを睨にらむ。

　さっきのはさすがにカチンときた。何様のつもりだ。

　千ち佳かはこちらにゆっくりと向き直り、由ゆ美み子こを見る。真っ向から睨にらみ返してくる彼かの女じよの眼めを見て、由ゆ美み子こは初めて気が付いた。

　なんと鋭するどく、凶きよう悪あくな眼めだろうか。髪かみに隠かくれて見えづらいが、まるで猛もう禽きん類るいのような眼めだ。

　彼かの女じよは不ふ愉ゆ快かいそうに口を開く。

「──品のない連中が騒さわいでいるだけでも鬱うつ陶とうしいのに、人様に迷めい惑わくまで掛かけて。そのうえ突つっかかってくるなんて、随ずい分ぶんと人間の文化をお忘れのようで。ご出身は森の奥おくかしら？」

　滑かつ舌ぜつがよく、聞き取りやすい声で謳うたうのはたっぷりの嫌いや味み。

　地味な見た目に反して攻こう撃げき的てきだ。

　いや、あの眼めを見たあとでは、こちらの方がしっくりくる。

「文化を知らないのはそっちでしょうが。あんたの国では、『ごめんなさい』には舌打ちを返せって習うわけ？　さぞかし素す敵てきな幼少期を過ごしたんでしょうね。根暗なのはそれが理由？」

　言葉を返すと、千ち佳かの頬ほおがぴくりと引ひき攣つる。

　眼光がより強いものに変わる。

「……そういうあなたは随ずい分ぶんとすくすく自由に育ったんでしょうね。そうでなきゃ、そんな頭の足りない格好をして平気なわけがないわ。裸はだかの方がまだマシだもの」

「あ？　人の格好をバカにするのはいいけど、自分の身なり整えてから言いなさいよ根暗女が。久しぶりに口を開いたからってはしゃぎすぎなんじゃないの？　いくら上うわ靴ぐつを汚よごされたからって、そこまでキレなくてもいいでしょうよ」

「上うわ靴ぐつ……、あぁ」

　由ゆ美み子この言葉に、千ち佳かの眉まゆがぴくりと動く。自分の上うわ靴ぐつを見下ろして、鼻を鳴らした。

「どうでもいいわ」と首を振ふり、指差したのは床ゆかに落ちた下した敷じきだった。

　彼かの女じよは心底軽けい蔑べつしたような顔で、吐はき捨すてるように言う。

「鬱うつ陶とうしいの。声優だか何だか知らないけれど、そんな物で騒さわいでバカみたい。何が良いいのか全くわからないわ。どうせあなたたちもバカにしていたんでしょう？　そのグッズも、持ち主も、声優自身も」

　話が見えずに困こん惑わくする。

　彼かの女じよが苛いら立だっているのは、この下した敷じきのせい？

「それに、声優っていう割には見た目を売りにしてるんでしょう。歌ったり、踊おどったり、アイドルの真ま似ね事ごとをして何が良いいのかしら。何にせよ、見ていて不快。それだけ」

　滑すべるように言葉が出てくる。

　木き村むらは肩かた身みが狭せまそうに俯うつむくばかりで、何も言い返さない。

　千ち佳かが怒おこっている理由が若わか菜なに無関係なら、これ以上突つっかかる必要はない。

　ないのだけれど。

「──よく知りもしないで、勝手なこと言うなよ。夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひはかわいいよ。だから見た目も売りになるけど、それの何が悪いの。言っておくけど、見た目だけじゃないから。演技だって歌だって一級品で、そのうえ容姿もいいからこういう売り出し方されているだけ。わかる？」

　由ゆ美み子この口からは、そんなストレートな反論が飛び出していた。

　若わか菜なが貶おとしめられたと思ったときとはまた違ちがう、別の怒いかりが湧わいてくる。

　バカにするんじゃない。そう言いたくなる。

「……な、何よそれ。あなたこそ、よく知りもしないで適当なこと言わないで頂ちよう戴だい。どうせにわか知識でしょう？　あなたみたいな蛮ばん族ぞくに、何がわかるっていうの」

　千ち佳かは虚きよを突つかれたような顔をしたが、眉まゆを顰ひそめて言葉を返してきた。

「おーおー、蛮ばん族ぞくだろうが何だろうが好きに言えばいいよ。でも、そのにわかでもわかるくらい、夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひはいい声優だっつってんの。アイドルの真ま似ね事ごとだって？　それで人の心を震ふるわせるなら、熱を与あたえられるなら、それは本物でしょうが。大体、人が夢中になっているものに対して、その言い草は失礼じゃないの？」

　考える前に言葉を吐はき出だしていた。自分の思いを一気に捲まくし立たて、彼かの女じよの出方を待つ。

　さぁ、どう来る。由ゆ美み子こが身構えていると、急に千ち佳かの勢いが萎しぼんだ。

「む、ぐ……。……け、けほっ」

　何か言いたげに唇くちびるをむにむにと動かし、眉み間けんに皺しわを寄せて顔を赤くしている。

　挙句、顔を逸そらして咳せき込こみ始めた。

「……アホらしい。口では何とでも言えるわ。付き合いきれない」

　こちらを一ひと睨にらみすると、千ち佳かは踵きびすを返かえす。まるで捨すて台詞ぜりふだ。

　思わず、その背中に言い返そうとする。が、腕うでをぐっと引き寄せられた。

「や、やめなよ、由ゆ美み子こ。わたしは本当に大だい丈じよう夫ぶだから……」

　若わか菜なに心配そうにそう言われ、急速にクールダウンする。

　……確かにこれ以上続けても、不毛な争いになるだけだ。

　大人しく由ゆ美み子こが矛ほこを収めると、若わか菜なは腕うでを組んだまま、ほっと安あん堵どの息を吐はく。そうしてから、感心したような声を出した。

「にしても……由ゆ美み子こって、この声優さんそんな好きなんだね。意外。アニメとか観みるっけ？」

「え？　あ、ん、んんー。い、いやぁ？　そ、そういうわけじゃないんだけど……。あ、ほら。お客さんの受け売りだから。ね。うん。ていうか木き村むら、あんたの好きな声優がバカにされたんだから、あんたが言い返しなよ」

　若わか菜なの言げん及きゆうを無理やりごまかし、話の矛ほこ先さきを変える。

「え、あ、言おうとはしたよ……た、タイミングがさ……」

　木き村むらは戸と惑まどいながら下した敷じきと由ゆ美み子こを見比べ、ごにょごにょと言っている。

　由ゆ美み子こはため息を吐つくと、立ち去る千ち佳かの背中を一いち瞥べつした。

　こいつとはもう関わりたくない。心の底からそう思った。







　放課後。

　由ゆ美み子こはひとり収録スタジオに向かっていた。

『はぁい、どうもー、こんばん……は？　こんばんはであってます？　あってます～。琉りゆう球きゆうみりも役の夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひですー。やぁー、今日は傘かさを忘れちゃいまして、走ってきたんですよぉ』

　イヤホンから聴きこえてくるのは、穏おだやかな声。

　ゆっくりとしたテンポで聴ききやすく、ほわっとした空気を感じられた。

　テレビアニメ『超ちよう絶ぜつ伸しん縮しゆくまりもちゃん』のラジオ番組、『超ちよう絶ぜつラジオまりもちゃん』。それに夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひが出ていると知り、こうして聴きいている。

　声が良いいうえに人の好よさがよくわかる。そりゃ人気も出るってものだろう。

　この子相手に、釣つり合あうのかな。

　……釣つり合あわないだろうなぁ、と由ゆ美み子こは頭を掻かく。

『いやぁ、詳くわしくないですないです。わたしなんて、にわか仕じ込こみのにわか知識ですよぅ』

「……ん？」

　引ひっ掛かかりを覚える。なぜかあのむかつく女の顔が頭をよぎった。

　似ても似つかないはずなのに、なぜ急に思い出したのだろう。

「……あぁ。あいつもにわか知識がどうのって言ってたっけ」

　納なつ得とくしつつも、あの腹の立つ口上を思い出して勝手にむかむかする。

　そうしているうちに、何度か使ったことのある馴な染じみのスタジオに着いた。

「おはようございまーす」

　挨あい拶さつをしながら、指定された会議室の扉とびらを開く。まずは打ち合わせだ。

　真ん中には長テーブルが置いてあり、その前に四十代半ばの男性が座すわっていた。

　アフロと見み紛まがうほどにくせ毛の男性だ。大きめのチノパンにＴシャツというラフな格好で、ノートパソコンをイジっていた。彼はこちらを向くと、ぎょっとした顔で固まる。

「あぁおは……よう？」

　だれ？　という文字が顔面に張り付いている。まぁこの反応にも慣れっこだ。

「チョコブラウニーの歌うた種たねやすみです。すみません、普ふ段だんはこんなカッコなんですよ」

「あ、あぁ、歌うた種たねさんね。あ、ディレクターの大おお出いでです。よろしく。いや、聞いてはいたんだけど、実際に見るとびっくりしちゃって。君、本当に普ふ段だんはそういう格好なんだねぇ」

「初対面だと結構びっくりされますね。おかげで覚えてもらいやすいですけど」

「そりゃあねえ。まぁオンオフに差がある子はいっぱいいるけど……、あ、座すわって座すわって」

　言われて席に着く。すると、机の上にある資料に目がいった。

　番組の企き画かく書しよと出演者のプロフィールだ。事前にもらっていたので目は通してある。

　企き画かく書しよにはこう書かれていた。





　番組名：夕ゆう陽ひとやすみのコーコーセーラジオ！

　メインコンセプト：現げん役えきの女子高生声優ふたりによるラジオ番組

　コーナーコンセプト：学校に関連付けたコーナーを予定（※検討中・放送作家から当日提出）

　出演：夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひ（ブルークラウン）／歌うた種たねやすみ（チョコブラウニー）






　この春から始まる、週一収録、週一放送の新番組である。

　なんとあの夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひの相方として由ゆ美み子こ──歌うた種たねやすみが抜ばつ擢てきされたのだ。

「……なんで夕ゆう暮ぐれさんの相手が、あたしなんでしょう」

　つい、そんなことを呟つぶやいてしまう。

　夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひの相方に選ばれたのは嬉うれしい。大だい抜ばつ擢てきだと思う。

　けれど、その理由がわからない。

　女子高生だから、という理由ならば、もっと人気のある女子高生声優はいくらでもいる。

　少なくとも、自分がディレクターだったら、夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひの相方に歌うた種たねやすみは選ばない。

　大おお出いでは、悪いた戯ずらが成功した子供のように笑った。企き画かく書しよを指でとんとんと叩たたく。

「歌うた種たねさんは、夕ゆう暮ぐれさんとは会ったことないんだよね？」

「へ？　あ、あぁ、はい。そうですね。現場でもいっしょになったことはないです」

「だよね」

　大おお出いでは満足そうに笑い、由ゆ美み子こは首を傾かしげる。

　彼かれは「あぁごめん」と手を振ふった。

「このラジオには実は秘密があってね。君たちには大きな共通点があるんだ。それがわかれば、歌うた種たねさんを選んだ理由がわかるよ」

「大きな共通点……？　女子高生声優以外で、ですか？」

「うん。もう少し踏ふみ込こんでみよう」

　踏ふみ込こむ？　どういうことだ？

　プロフィールを並べても、答えは全くわからない。

「この共きよう通つう項こうに気付いたときの驚きったらなかったけどね。それを知ったとき、既すでに頭の中にはこの企き画かく書しよが浮うかんでいたよ。……わからない？　んー、どうしよっかな。仕方ない！　教えてあげよう！　実はね、君たちふたりは──」

「おはようございます。夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひです、よろしくお願いします」

　静かな声とともに、扉とびらが開いた。

　夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひだ。

　あの人気上じよう昇しよう中でありながら、ラジオの相方になる夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひが、この部屋に入ってきた。

　ドキドキしながら視線を上げる。

「……ん？」

　目の前の少女と、記き憶おくにある夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひの姿に大きな差異があった。

　髪かみ型がたのせいか、印象がぜんぜん違ちがう。

　明るく可か愛わいらしい夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひの姿はなく、暗くて地味な少女がそこにいた。

　彼かの女じよと、目が合う。

「……え？」

　目つきが、違ちがう。前まえ髪がみの奥おくに見える瞳ひとみは、鋭するどい光を放っていた。

　──いや、待て。この眼めには、この姿には見覚えがある。こいつは──。

「な、なんであんたがここにいんのッ!?」

　そこには、佐さ藤とう由ゆ美み子このクラスメイト、渡わた辺なべ千ち佳かが立っていた。

　なぜ。なぜこの場所にこの女が。

　混乱した頭は全く働かず、ただただ彼かの女じよを見つめることしかできない。

　そして、千ち佳かも由ゆ美み子こと同様に、困こん惑わくの表情を浮うかべていた。

「そ、それはこっちのセリフよ。なんで、なんであなたみたいな人がここにいるの」

「質問してるのはこっち！　ど、どういうこと？　ゆうぐ……、え？　いや、だってあんた、今朝は下した敷じきのことで……、え？」

「そ、それは……、そ、それよりあなたこそなんで……、ここは佐さ藤とうみたいな人種が来るような場所じゃ……、待って、確かあなた今朝……、妙なことを……」

　互たがいに指差し、ぽかんとした顔を浮うかべる。

　何が何だかわからない。

　唯ゆい一いつ、事態を把は握あくしている大おお出いでが、身体からだを揺ゆらしながら楽しそうに言った。

「あぁやっぱり、ふたりとも素の方は知り合いだったみたいだね。同じ高校だもんな。では、答えを明かそう。そう、歌うた種たねやすみと夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひは同じ学校だったんだよ！　マネージャーと話していたときに偶ぐう然ぜん知ったんだけど、すごく痺しびれたよ──現げん役えき女子高生同士っていうだけじゃなく、同じ学校の生徒ふたりの声優ラジオ！　これはいけるよ！」

　大おお出いではぱんと手を鳴らし、そんなとんでもないことを言い出した。

　ようやく、状じよう況きようがわかってくる。

　そうだ、さっき彼かの女じよは言ったではないか。

　自分のことを、「夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひです」と。

　彼かの女じよを指差す手が震ふるえる。

　つまり、つまりそれは。

「あ、あんたが夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひで、ラジオでのあたしの相方……？」

「……あなたが歌うた種たねやすみで、わたしといっしょにラジオをやっていく人……？」

　その意味を理解して、ふたりの口が大きく開く。

「はぁぁぁぁぁぁ────ッ!?」

　そんな大だい絶ぜつ叫きようが響ひびき渡わたった。







「いやぁ、実は始まる予定だった番組が突とつ然ぜん飛んじゃってねえ。急きゆう遽きよこの企き画かくを立ち上げたんだけど、突とつ貫かんとは思えないほどに良いい企き画かくだよねえ。やっぱ人間、追いつめられたときに真価が発揮されるっていうかさぁ」

　大おお出いではさっきからこの調子だ。

　夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひ──渡わた辺なべ千ち佳かは不本意そうに由ゆ美み子この隣となりに座すわっており、仏ぶつ頂ちよう面づらを隠かくそうともしない。

　由ゆ美み子こも同じように、ぶすっと黙だまり込こんでいる。

　空気が悪い。

　そんなふたりに気付かず、大おお出いでは機き嫌げんよく自分の話を続けていた。
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　……ていうか、あたしたちはほかの番組の補欠かよ。どうりでスケジュールがタイトだと思った。それわざわざキャストに伝えなくてもよくない？

　千ち佳かではないが、舌打ちのひとつでもしたくなる。

　けれど由ゆ美み子こが何かを口にする前に、大おお出いでに電話が掛かかってきた。

「あぁ、ごめん。ちょっと出るね。多分、作家がすぐに来ると思うからさ」

　そう言い残すと、さっさと出ていってしまった。

　沈ちん黙もくが降り、部屋に重苦しい空気が流れた。隣となりをそっと見やる。

　彼かの女じよもまた、こちらを窺うかがっていた。その表情は、まるで胡う散さん臭くさいものを見るようだ。

　きっと自分も、似たような表情をしているのだろう。

「あんた……、本当に、あの夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひ？　イメージと実物が違ちがいすぎるんだけど……」

　自然と疑うような口調になる。

　由ゆ美み子この知る夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひは、もっとぽやぁっとした育ちが良さそうな女の子で、顔つきだって明るい。千ち佳かとは全くの正反対だ。

　……そりゃもちろん、メディアに載のるキャラと本人は別物だ。大たい抵ていの声優は大なり小なり、みんなキャラが違ちがう。制作陣じんも、それにいちいち突つっ込こんだりしない。

　見た目に関してもいくらでもごまかしが効く。

　化け粧しようが上う手まければ別人になれることは、何より由ゆ美み子こ自身がわかっている。

　それにしても、これは違ちがいすぎではないか。

　この根暗女が人気上じよう昇しよう中の女性声優、夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひだって？

　ただ、そう思うと、今朝彼かの女じよがキレていたのも納なつ得とくがいく。

　ギャルふたりが自分の下した敷じきをなぜか手にしていて、しかも片方は「この人あんまり演技上う手まくないの？」なんて口にする始末。

　さらに床ゆかに落とされ、カフェラテをぶっかけられる。

　そりゃ舌打ちもしたくなるだろう。

「……あなただって完全に別人じゃない。佐さ藤とうが歌うた種たねやすみだなんて、とても信じられない」

　無ぶ遠えん慮りよに観察する由ゆ美み子こに対し、千ち佳かは不ふ愉ゆ快かいそうに言う。

「あぁ……、マリーゴールド……、プラガで一番好きだったのに。中身がこんな品のない人だったなんて……」

　嘆なげくように言う。

　夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひが自分の演じたキャラを知っている……、それ自体は嬉うれしい。

　が、どうも目の前の少女と夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひは一いつ致ちせず、今のもただの悪口としか受け取れない。

「あーあ。あたしだって、『指先を見つめて』とか好きだったんだけどなー。こんな性しよう悪わるな奴やつがあんな清純ヒロインやるなんて、色んなことに幻げん滅めつしそう」

「その理り屈くつなら、あなたこそ清純ヒロインなんて絶対できないわね。知性のないお猿さるさんだけ演じてれば？　普ふ段だんから役作りしてるじゃない」

「そういう渡わた辺なべは、教室の隅すみで黙だまり込こむ根暗女を演じるわけ？　セリフなくて楽でいいね。オーディションいらずなんじゃない？　ていうか、あんた後こう輩はいでしょ。あたし芸歴三年目、あんた二年目。先せん輩ぱいに対する口の利きき方を教えてあげようか？」

「声優としては二年目だけど、わたしは劇団に入っていたから役者の芸歴は四年目なの。その言葉、そっくりそのままお返しするわ、後こう輩はい」

「は？　声優としての芸歴を語りなさいよ。劇団の役者なんて前職みたいなもんでしょ」

「あなた、劇団出身のベテランに同じこと言える？　もう少し頭を使って話しなさいな」

　互たがいに睨にらみ合あい、口早に煽あおり合あう。

　あわや教室でのリベンジマッチか──というところで、がちゃりとドアが開いた。

「どもども、おはようございます。遅おくれてごめんね、ふたりとも」

　扉とびらを開けたのは、二十代中ごろの女性。

　小こ柄がらな身体からだにグレーのスウェットという格好で、ノートパソコンと紙の束を胸に抱かかえている。

　髪かみの長さは肩かたに届かない程度。寝ね癖ぐせのままでぼさぼさだ。前まえ髪がみはゴムで留めて、上にぴょこんと跳はねている。

　丸見えのおでこには、冷えピタがぺたんと貼はり付つけてあった。

「放送作家の朝あさ加か美み玲れいです。よろしくお願いします」

　かなりの童顔なうえにノーメイクなせいで、放送作家どころか学生にしか見えない。ただ、目の下には濃こいクマが刻まれており、顔は疲つかれ切きっていた。

　しかし、これが彼かの女じよの平常運転。

　女子力という言葉を鼻で笑うような、その容姿には見覚えがある。

「朝あさ加かちゃん！　なんだ、作家さんって朝あさ加かちゃんだったの」

　由ゆ美み子こは立ち上がり、彼かの女じよの元に駆かけ寄よる。

　朝あさ加かは疲つかれた顔のまま、力のない笑えみを浮うかべた。

「うん、そう。番組やるのは久しぶりだね。やすみちゃん、またご飯作りにきてよ」

「いいけどさぁ。朝あさ加かちゃんち、汚きたないじゃん？　人を呼べるようになってから呼んでよ」

「それじゃあ、いつまで経たっても呼べないじゃない」

　久しぶりに会ったせいで、ついきゃいきゃいと盛り上がってしまう。

　すると、千ち佳かが恐おそる恐おそる近付いてきた。朝あさ加かを上から下まで眺ながめ、

「初めまして……、よろしくお願いします」とこわごわ挨あい拶さつする。

「はい、よろしくお願いします。悪いね、こんな格好でね」

「いえ……」

　言いつつ、千ち佳かは引いている。気持ちはわかる。由ゆ美み子こも初めて会ったときは、「やべー奴やつが来た」と感じたものだ。

　しかし、彼かの女じよは千ち佳かのそんな視線を気にせず、マイペースに窓へ指を向けた。

「わたしの家、すぐ近くなんだよ。だから、こそこそやってきてこそこそって帰るの。いやぁもう服選ぶのも面めん倒どうくさいっていうか……、しんどいっていうか……」

　朝あさ加かは虚うつろな目でふふふ、と暗い笑えみを浮うかべる。

　放送作家は随ずい分ぶんと激務らしく、昼も夜も家も会社もない状態で走り続けている。

　そんな生活は、彼かの女じよから色々なものを奪うばい取とっていた。

「朝あさ加かちゃん、相変わらず女子力が枯こ渇かつしてるね」

「あんなもの、過労の前にはあっという間に蒸発するもんさ」

「うちのマネージャー、めっちゃ忙いそがしいけどいつもバッチリ決めてるよ」

「だからわたし、あの人苦手なんだよ。パワフルすぎるでしょ。マネージャーだって激務だろうに……、というか、わたしの話はいいからさ。打ち合わせしよっか。どうせ大おお出いでさん、しばらく戻もどってこないだろうし。さ、ふたりともどうぞご着席」

　千ち佳かとともに座すわり直しながら、由ゆ美み子こは尋たずねた。

「作家が朝あさ加かちゃんってことは、このヘンテコなキャスティングしたのも朝あさ加かちゃん？」

　自分を指差し、そのあとに千ち佳かへ指を向けた。むっとした千ち佳かがこちらに手を伸のばしてくる。

「指を差さないで頂ちよう戴だい」

　そう言って指を握にぎってきた。ちょっとびっくりする。

　声の刺とげ々とげしさとは裏腹に、握にぎる手の力は優やさしい。そっと指を包つつみ込こむ赤あかん坊ぼうの姿を想像させた。恨うらみがましく上うわ目め遣づかいで、こちらを睨にらむ姿は残念なことに可か愛わいらしい。

　それに少しだけ、動どう揺ようしてしまう。

「ちょっと。なんで急にかわいいアピールしてくんの。意味不明すぎるからやめてくんない？」

「……？」

　思わずキレのない文句を吐はき出だすが、当人は眉まゆを顰ひそめるばかりでわかっていない。どうやら天然らしい。それはそれで、こちらが恥はずかしくなるのだが……。

　何も言えずにいると、朝あさ加かが小首を傾かしげる。

「ん。なにふたりとも。もしかして、結構なかよしだったり？」

「あり得ません。文ぶん化か圏けんが違ちがうので」

「右に同じ。ここ鎖さ国こくしてるから」

「あぁそう……。えっと、やすみちゃんの質問に答えると、キャスティングしたのはわたしじゃないよ。大おお出いでさん。キャスティングをするだけして、あとはこっちに企き画かくごと丸投げ。嫌いやになるよ、もう。だから、この台本もさっきできたばっか」

　どっこいしょ、と椅い子すに座すわり、彼かの女じよは台本をひらひら揺ゆらした。

　ということは、番組の構成はすべて朝あさ加かが担になったのか。

　放送作家、または構成作家と呼ばれる彼かれらは、番組の企き画かく、構成を行う。

　番組が面おも白しろくなるかどうかはキャストの腕うでに掛かかっているが、キャストの良さを引き出すのが放送作家の仕事だ。収録時はともにブースに入り、細かい指示や進行をする。ラジオ番組でキャスト以外の笑い声が聞こえたら、放送作家のものと思っていい。

「はい、これ台本ね。第一回だから、内容は大分変則になるけど」

　台本はコピー用紙をホッチキスで留めただけだが、ラジオならこれが普ふ通つうだ。

　千ち佳かと並んでぱらぱらと捲めくる。

　タイトルコールやオープニングトークなどの指示、由ゆ美み子こたちが収録時に話す内容が台本形式で並んでいる。しかし、すべてが指定されているわけではなく、「ここからフリーで」「関連する話題があれば」「よきところで」と書かれた箇か所しよもあった。

　朝あさ加かは台本を開くと、オープニングトークの部分を指で叩たたく。

「わかっていると思うけど、このラジオはふたりが同じ学校であることを推おすから。なるべく、意識して話してほしい。節々に『あぁやっぱりこのふたりは同じ学校なんだ』ってリスナーが思えるトークを混ぜて欲ほしいの。あ、事務所のＯＫは取ってるからね」

「ふうん……、まぁ同じ学年、同じ学校の声優なんて、そうそういないもんね」

「そう。確かにレアなんだよね。その点を強調できれば、ほかのラジオと差別化できるから。大おお出いでさんの見立ては実際そう悪くないよ」

　なるほど。納なつ得とくはできるが……、問題もある。

　その問題の人物が仏ぶつ頂ちよう面づらで口を開いた。

「わたしはこの人と仲良くはないですし、仲良くしたいとも思ってないですが大だい丈じよう夫ぶですか？」

「は？　そんなの、あたしも同じ思いなんですけど？」

「あら奇き遇ぐうね。なら、今のわたしの気持ちもわかるかしら。喧やかましいな、と思ってるんだけど。ちょっと静かにできる？」

「黙だまり込こむのはあんたの領分でしょ。教室で静かにするのが仕事みたいな奴やつが。根暗女の子守りなんて頼たのまれてもやらないからね」

「こも……、出たわ。あなたのそういうところ、本当に嫌きらい。騒さわぐだけしか能がない連中って、なんでこうも上から目線なの？　見た目が派手であれば偉えらいの？　鳥か獣けものみたいよね」

「こいつ……。つーか、場に馴な染じめない自覚があるから、そうやって否定しようとするんじゃないの？　人とお話するのが苦手なあんたこそ、鳥か獣けものじゃない」

「キーキーうるさいお猿さるさんね」

「猿さるよりコミュ力ない奴やつがなに言ってんの？」

「は？」

「あ？」

「……ええと。ふたりとも、そんな空気絶対に収録で出さないでね。別に収録外で仲良くする必要はないし、プライベートを切り売りしろ、とも言わないけど、普ふ通つうにはして？　学校での話が時々あれば、あとはほかのラジオと同じでいいから。ときに訊きくけど、君たち同じクラス？」

　ボールペンを向けられ、由ゆ美み子こはこくりと頷うなずく。

「おー、それは僥ぎよう倖こう。いいね、そこも強調しよっか。あぁちなみに、少しでも学校が特定されそうな情報は放送に載のせられないから。気を付けてね。で、番組の流れなんだけど、それほど突とつ出しゆつした構成ではなくてね……」

　再び台本に意識を戻もどす。

　彼かの女じよの言う通り、変わった内容はなさそうだ。

「基本はオープニングトーク、メール、コーナー、エンディングっていうオーソドックスな流れになります。コーナーはまだ考えてないけど、何かしら学校に関係したものにするから。今回はまぁ、メールもないし番組の紹しよう介かいと自己紹しよう介かいのコーナーに時間使うね」

　朝あさ加かがページをぱらりと捲めくる。由ゆ美み子こと千ち佳かも同じように、次のページを開く。

　コーナー企き画かく、『お互たがいのことをよく知ろう！　一問二答！』という文字が書かれていた。





　やすみ「これからいっしょに番組をやっていくために、お互たがいのことをよく知って、仲良くなっちゃおうというコーナーです」

　夕ゆう陽ひ「わたしたちが交こう互ごにくじを引きます。そこに質問が書かれているので、わたしたちふたりがそれに答えていきます」






　それほど珍めずらしい企き画かくではないが、第一回ならちょうどいいだろう。

「収録のときはくじ引きの箱を用意するから。どんな感じか見たいから、軽くでいいからやってみてくれる？」

「軽くやるって、どーすんの？」

「わたしが適当に質問振ふるから、声優の自分として答えて」

　ちょっとしたリハーサルだ。

　収録時にどう答えるかを朝あさ加かは見たがっている。ならば、と声の調子を整えた。

　こほんと咳せき払ばらい。

　すると、全く同じタイミングで千ち佳かも同じことをした。視線が重なる。

「なによ」

「なんだよ」

「はい、すぐ喧けん嘩かしない……。さ、今わたしがくじを引いてみました。質問は、『好きな食べ物は？』。はい、やすみちゃん」

　朝あさ加かがこちらに右手を向ける。すぅ、と息を吸ってから、ゆっくりと答えた。

「やっぱり一番は、ママの作ったカレーかな？」

　語ご尾びにハートマークがつくくらい、丁てい寧ねいに可か愛わいらしい声を出した。

　ちなみにママはカレー得意じゃないし、何なら由ゆ美み子この方が上う手まく作れる。

　だがまぁ、若い子がこういうことを言うと大たい概がいは刺ささるのだ。

「出たわ……、わざわざ母親を引っ張ってきて、食べ物ひとつで好感度を上げようとするインスタント商法」

「は？　上げられるところで好感度を上げて何が……」

「はーい、次は夕ゆう陽ひちゃんいこっか」

　朝あさ加かが指示を出すと、千ち佳かは瞬しゆん時じに顔をぱっと明るくさせた。

　手を胸の前でぎゅっと握にぎり、「えっと～」と口を開く。

「わたしはねぇ、パンケーキかなぁ。お休みの日とかにね、よくお店に食べに行くんだぁ」

「はいダウト」

「は？　なに。おかしなことは言ってないわよ」

「いやいや。あんたみたいな根暗女に、店にいっしょに並ぶ友達がいるとは思えないし、ひとりで並ぶ度胸もないでしょ。せいぜいファミレス？　パンケーキの話なら、あたし専門店の話をバンバン振ふるけど大だい丈じよう夫ぶ？　ファミレスのでパンケーキを語れる？」

「ぐ、ぬ……」

　千ち佳かは何も言えずに口ごもり、悔くやしそうに由ゆ美み子こを睨にらんだ。

　めちゃくちゃ図星っぽい。

　しかし、助たすけ舟ぶねを出すように朝あさ加かが「次ね」と話を進めてしまった。

「次は、そうだなぁ。好きなアニメってある？」

「あ、それならあたし、普ふ通つうにあるわ。魔ま法ほう使つかいプリティア。あれに出るのが夢なくらい好き」

　つい素で答えてしまう。

　魔ま法ほう使つかいプリティアシリーズ。日曜朝に放送している女児向けアニメで、何年も続く人気シリーズだ。この作品に憧あこがれる女性声優はたくさんいるが、由ゆ美み子この思い入れは人一倍強い。

　この業界に入るきっかけになったからだ。

　そんな由ゆ美み子こをじろじろ眺ながめ、千ち佳かは鼻を鳴らす。

「佐さ藤とうがプリティア？　そうなったら世も末ね」

「喧やかましい。その世を救うためにプリティアになるんでしょうが」

「あなたはどちらかと言えば敵側でしょうに。敵幹部ヤバンバーンみたいな」

「こいつ……。そういう渡わた辺なべは、さぞかし立派なアニメが好きなんでしょうね」

　由ゆ美み子この問いに、千ち佳かはすぐには答えない。

　眉まゆ根ねを寄せて、言いにくそうに身体からだを動かす。

　しばらくしてから、ぼそりと言った。

「……メカとロボ。神かみ代しろアニメなら大体好き。『鉄てつのゴルド・ラ』とか」

「うーわ。意外過ぎて好感度上がるやつだこれ。なんか腹立つな……」

「だからあまり言いたくないのよ、これ……。意外だのキャラ作りだの言われるから」

「ツイッターで面めん倒どうくさいガチ勢に絡からまれればいいのに」

「よくもそんな恐おそろしいことを言えるわね。人の心がないの？　嫌いやすぎる呪のろいをかけないで」

「ていうか、本当にそっち系が好きなわけ？　パンケーキみたいなブラフじゃなく？」

「人の好みをブラフって言うのやめなさいよ」

「じゃあ訊きくけど。例えば、『鉄てつのゴルド・ラ』ならどこが好きなのよ」

「まぁ何が一番いいかっていうのはなかなか難しいから言えないところだけど、例えば、そうね、『鉄てつのゴルド・ラ』の魅み力りよくのひとつにメカデザインの緻ち密みつさが挙がるわよね。第四話まで主人公が乗る機体、『トワイライト』の鮮せん麗れいさ、あれは見るたびにため息が漏もれるわ。まずエンジンの形からして素す晴ばらしい。第一話でエンジンに点火しピストン運動が始まるシーン──あぁこれは後の出しゆつ撃げきバンクにも使われているんだけどこのシーンは本作の作画的には最さい高こう峰ほうと言っていいわここは作さつ監かんの田宮さんが描かいてるんだけどいや本当に田宮さんが描かくと躍やく動どう感かんが」

「面めん倒どうくさいガチ勢はあんただった、っていうオチじゃん！」

「は？　作品の魅み力りよくを訊きいたのは佐さ藤とうでしょう。それを言うに事欠いて面めん倒どうくさい？　上等じゃない、あなたの足りない頭でも理解できるように、まずは作品の成り立ちから……」

「それ絶対時間かかるやつでしょ！　あたしはロボットにはあんまり興味ないんだから、話されても困るっつーの！」

「ちょっと待ちなさい、『鉄てつのゴルド・ラ』にロボットは登場しないわ。厳密に言うとあれはロボットじゃなくて、古代遺い跡せきから発はつ掘くつされた……」

「やめろやめろやめろ！　設定の話をするな！　ろくなことにならないんだから！」

　いつの間にか、打ち合わせなどそっちのけだ。

　話が合わない。相あい容いれない。口を開けばすぐに喧けん嘩かだ。

　本当にこんな奴やつとラジオなんてやっていけるんだろうか……。

　止めてくれるはずの朝あさ加かに至っては、いつの間にか船を漕こいでいた。

　もはやこの場は無法地帯だ。

「おー、いいねえ。賑にぎやかな声が外まで聞こえているよ。やっぱり女の子が揃そろうと、盛り上がるねぇ。仲良いねぇ。ラジオもこの調子で頼たのむよ！」

　戻もどって来きた大おお出いでが、そんな見けん当とう違ちがいなことをにこにこ顔で言う。

　呆あつ気けに取とられ、由ゆ美み子こも千ち佳かも「はぁ……」と気の抜ぬけた返事しかできなかった。







「ただいま……」

　自宅に帰った由ゆ美み子こは、力なくそう口にした。家の中は真っ暗で、ただいまへの返事はない。鍵かぎをしっかり掛かけ、軋きしむ廊ろう下かをとてとて歩く。

　由ゆ美み子こはこの古い一いつ軒けん家やに、母親と二人で暮らしている。ここは母の実家だ。

　物心がついたときは祖母、母、由ゆ美み子この三人で暮らしていた。

　自室に向かう途と中ちゆうで仏間の襖ふすまを開き、仏ぶつ壇だんに「ばーちゃん、ただいま」と声を掛かける。部屋着に着き替がえてからキッチンへ。

「今日はカレーでいっかな」

　カレーの話をしたら食べたくなった。ストックももうないので、作り置きしておこう。

　打ち合わせのあとに第一回の収録を行い、スタジオを出たらすっかり夜になっていた。

　どっと疲つかれた。あれを毎週繰くり返かえすかと思うと、今からげんなりする。

　本当にあの番組は上う手まくいくんだろうか……。

　せっかくもらった仕事だから、もちろんちゃんとやるけれど。

『これがわたしの能力……、すべての能力を、〝ひとつ前の段階に戻もどす〟能力ッ！』

「これが渡わた辺なべの声ねぇ……」

　スマホで今季放送のアニメ『黒こつ剣けんの宣言者』を流していると、夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひの声が聴きこえてきた。凛り々りしい声だ。主人公の敵対勢力で、物語に重要なキャラクター。これを千ち佳かが演じている。

「うーん……」

　首を捻ひねる。何とも想像しづらい。あの口の悪い少女と、このキャラの声が直結しない。

　アニメに集中できないなぁ……、と思いながら、切った野菜を炒いためる。鍋なべに移したところで、にんにくチューブって残ってたっけ？　と冷蔵庫を開いた。

「あ、やば。もう牛乳ないじゃん。ママに買ってきてもらお」

　あとでスマホにメッセージを飛ばしておこう、と頷うなずく。

　由ゆ美み子この母は近所のスナックで働いている。一応、雇やとわれママだ。小さいながらも繁はん盛じようしていて、評判もいい。以前はよく、遊びに行きついでに店を手伝ったものだった。

『こんな……、こんな、ところで……。わ、わたしには、野望が……、ゆ、め、が……』

「え、うそ。渡わた辺なべ死んでるじゃん」

　トマト缶かんを探すのに夢中になっていたら、その間に千ち佳かの演じるキャラが死んでいた。ううん。あとでちゃんと観み直なおそう……、と再生を止める。

　そうしているうちに、カレーライスとサラダができた。

　母の分はサラダだけ冷蔵庫に入れておけば、あとは温めて食べるだろう。

　料理をテーブルに運ぶ。ひとりきりの晩ばん御ご飯はんもすっかり慣れた。

　母は仕事で夜いなくとも以前は祖母がいっしょにいてくれた。しかし、二年前に天国へ旅立ってからというもの、こうしてひとりで食べている。

　カレーは我ながら見み栄ばえがいいし、味も保証できる。スマホで写真を撮とっておいた。

「……いい出来、なんだけどな」

　スマホには、由ゆ美み子こが作った料理の写真がたくさん入っている。プロフィールの特とく技ぎ欄らんに料理と書きたいくらいには、上う手まく作れていると思う。

　声優・歌うた種たねやすみとしてツイッターに写真を上げれば、好感度が上がるかもしれない。

　そう思うものの、これらの写真をＳＮＳに上げるのは勇気が必要だった。

『高校生の自分がひとりで晩ばん御ご飯はんを作り、ひとりで食べている』という状じよう況きよう。これがどう取られるかが読めない。

「同情されたら目も当てられないしなぁ……。あたしが耐たえられない」

　昔から、条件反射で「可哀想かわいそうにねぇ」と由ゆ美み子こに同情する大人はたくさんいた。

　由ゆ美み子こが物心つくまえに、父親が事故で他界しているせいだ。

　同情される謂いわれはないのに。祖母がいないのは今でも寂さびしいけれど、辛つらいのはその一点だけだ。毎日充じゆう実じつしているし、楽しくやっている。

　楽しく過ごすことに関して、ギャルの右に出る者はいないのだ。

　結局、由ゆ美み子こは写真を上げなかった。

　代わりに若わか菜なへ写真を送ってみると、すぐに返信がくる。

『おいしそう！　食べたぁい。今度作ってよぉ』

　無む邪じや気きに笑う若わか菜なの顔を思おもい浮うかべ、頬ほおを緩ゆるめる。

　カレーを口に運んだ。程ほどよい辛からさとさっぱりした風味が、上う手まく混ざって舌に広がる。にんにくが良いい。トマト缶かんをぶち込こんだのでくどくなく、さくさく食べられた。

「んまい」

　満足の出来に、ひとり頷うなずく。祖母のカレーの味だった。







　ギャルの朝は早い。化け粧しようを念入りに行い、完かん璧ぺきな状態で家を出る。寝ね坊ぼうなど論外だ。早起きしなければギャルにあらず。

　あくびをしながら居間に行くと、母がご飯を食べていた。部屋にカレーの匂においが漂ただよっている。

「おはよう、ママ。お仕事お疲つかれ様さま……、ってママ？」

　声を掛かけたが返事がない。

　彼かの女じよの両耳にイヤホンがついていることに気付き、後ろから覗のぞき込こんだ。

　卓上のスマホに由ゆ美み子この姿が映っている。

　いや、由ゆ美み子こというよりは歌うた種たねやすみだ。

　つい先日出演した、『桜さくら並なみ木き乙おと女めのまるでお花見するように』を観みている。

「う、うげぇ……。ちょっと、ママぁ」

「あら？　おはよう、由ゆ美み子こ」

　後ろから肩かたを揺ゆする。母はイヤホンを外し、何事もなかったかのように挨あい拶さつしてきた。

　由ゆ美み子こは顔が熱いのを感じながら、スマホを指差す。

「娘むすめの恥はずかしい姿を観みるのやめてよ。そのキャラ家族に見られるの、相当きついんだけど」

「んー？　あぁごめんねぇ。でも、どうしても気になっちゃうから」

　母はスマホを操作して動画を止める。……あとで続きを観みるつもりだ。

　どれだけ恥はずかしくとも、芸名を知られている時点で観るのを止めるなんてできやしない。

　それに声優になるために、母には随ずい分ぶんと協力してもらった。文句も強くは言えない。

　母は由ゆ美み子こが声優になることに、全く反対しなかった。

　好きなように生きなさい、と言ってくれている。

　おそらく、父の死が影えい響きようしている。人なんてあっさり死ぬことを、母はよく知っている。

「声優で失敗したら、うちの店に来ればいいから。ね？」

　冗じよう談だんめかしてそう言うのだ。

　ぼさぼさの髪かみを撫なでつけながら、由ゆ美み子こは朝食の準備を始める。

　サラダをもそもそ食べている母に、声を掛かけた。

「最近、お店の方はどうなの？　繁はん盛じようしてる？」

「してるしてるぅ。昨日も忙いそがしくてね。もうお客さんに自分でお酒入れてもらってた。山やま口ぐちさん覚えてる？　あの人、ほかのお客さんのお酒も作ってくれて、助かっちゃったなぁ」

「山やま口ぐちさんって、確かどっかのお偉えらいさんでしょ……。偉えらい人をこき使うのやめなよ、ほんと……。言ってくれたら、あたしも手伝いに行くからさぁ」

「いいってばぁ。由ゆ美み子こは声優業に集中しなさい。ね？　あ、でもお客さんもスタッフも由ゆ美み子こに会いたがってるから、また顔出してあげて？」

　へい、と返事しつつ、パンを焼く。

　昨日のサラダの残りを冷蔵庫から出して、いっしょに卵も取り出した。

　目玉焼きかスクランブルエッグか。どっちにしようかな、と卵片手にしばし考える。

「やすみちゃん」

「芸名で呼ぶのやめて？」

「昨日は新しいラジオの仕事って言ってたけど、上う手まくいった？」

　フライパンを温めながら、うーん、と首を傾かしげる。

　上う手まくいった……、か？

　収録自体は滞とどこおりなく終わったが、それ以外の部分で相当揉もめている。この先も正直不安だ。

　自分たちはあの番組を成功させることができるだろうか……？

　由ゆ美み子この沈ちん黙もくを否と受け取ったらしく、母は慌あわてたように声を上げた。

「えぇ、上う手まくいきそうにないの？　ママもちゃんと聴きくよー？　……ふつおただって送るよ？」

「それだけは本当にやめて」

　実母からのふつおたって嫌いやすぎるでしょ、と由ゆ美み子こは顔を顰しかめた。




　　　※　※　※




「……ちょっとカフェラテの匂においがする」

　木き村むらは自室でひとり呟つぶやいた。夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひの下した敷じきに鼻を近付け、ふんふんと嗅かぐ。

　大事な下した敷じきではあるし、あの夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひのグッズに何たる無礼なことを、と本来なら怒おこるところだが、自分は心が広い。仕方なく許してやったのだ。

「でも、渡わた辺なべはちょっと許せないな……」

　カフェラテが掛かかる原因にもなった、渡わた辺なべ千ち佳かのことだ。

　彼かの女じよは声優という崇すう高こうな職業をバカにした。

　失礼なことを……。よりによって、あんな地味な女に言われたことが腹立たしい。

「全く……、夕ゆう姫ひめを見習ってほしいもんだよな」

　下した敷じきの可か愛わいらしい少女を見つめる。

　彼かの女じよと千ち佳かとでは雲うん泥でいの差さ、月とスッポンだ。

　夕ゆう姫ひめの素のしゃべりを聞いていると、性格の良さがすごくよくわかる。千ち佳かのような暴言は絶対に吐はかないだろう。悪口を言ったこともないんじゃなかろうか。

「逆に佐さ藤とうは見所があったな……。今度いろいろと教えてやってもいいかも」

　派手なギャルは好みではないが、布教は大切だ。業界のために一ひと肌はだ脱ぬぐのも大事だろう。

「じゃあ今日も、彼かの女じよたちの情報収集といきますか」

　そう言ってから木き村むらはパソコンを立ち上げ、ツイッターを開く。

　タイムラインを眺ながめていると、何やら気になるツイートがあった。

　木き村むらが推おしている声優のひとり、桜さくら並なみ木き乙おと女めのツイートだ。

『やすみちゃんたちの新しいラジオが始まりました！　ふたりとも同じ学校、同じクラスなんだって！　すっごいぐうぜん！』

　歌うた種たねやすみ。通称やすやす。『プラスチックガールズ』のマリーゴールドを演じていた、新人女性声優だ。ぱっとしない印象だが、桜さくら並なみ木き乙おと女めと仲が良いいことは知っている。見た目もそこそこ良いい。

「同じ学校で同じクラス……？　本当かねぇ」

　半信半疑ながらも、貼はられたアドレスをクリックしてみる。すると、『夕ゆう陽ひとやすみのコーコーセーラジオ！』というロゴが目に飛とび込こんできた。

　おっ、と声が出る。夕ゆう陽ひ。夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひだ。

「夕ゆう姫ひめ出てんじゃん……」

　これは迂う闊かつだった。推おしている声優のラジオ番組を見み逃のがすとは。

　ふたりは同じ学校、同じクラスで、だからこそラジオが始まった……、らしい。

　そんな偶ぐう然ぜんあり得るのだろうか。

　とても信じられないが、聴きいてみようという気にはなった。

「それにしても……、夕ゆう姫ひめが高二ってのは知ってたけど、やすやすも同い年だったのか」

　同い年の女性声優というのは、良いい。

　ひょんなことがきっかけで、もし知り合うことができれば、きっと盛り上がるだろう。特に夕ゆう姫ひめとは趣しゆ味みが合う。ロボットアニメも好きだし、性格の相あい性しようもいいはずだ。

　……もし、付き合えたら、絶対上う手まくいくと思う。

　人生何があるかわからないし、そんな万が一があるかもしれない。そのためにも、彼かの女じよをよく知らなければ。

　木き村むらはこのラジオを聴きき始めることにした。
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「聞いてません」

　千ち佳かの硬かたい声がブース内に響ひびく。

　ラジオの収録が終わった瞬しゆん間かん、彼かの女じよは立ち上がり、朝あさ加かに対して前のめりで主張していた。

『夕ゆう陽ひとやすみのコーコーセーラジオ！』も第３回に突とつ入にゆうし、徐じよ々じよに手慣れてきた。

　互たがいにキャラを崩くずすことなく、表面上は問題なく収録を行えている。

　……はずだった。

「公開録音をするのなら、なぜ打ち合わせのときに言ってくれなかったんですか」

　淡たん々たんとした様子ながら、声に熱を込こめて千ち佳かが抗こう議ぎしている。

　それを困こん惑わく気味に受けているのが朝あさ加かだ。

「そ、そんなに引ひっ掛かかることかな……？　企き画かく決定を収録中にサプライズ発表するのはそんなに珍めずらしいことじゃないよ？　大おお出いでさんがそういうの好き、っていうのもあるけど……」

　朝あさ加かはちらりと調整室に目を向ける。

　白で統一された壁かべは一面だけガラス張りで、調整室がここから見える。様々な音おん響きよう機材の中をスタッフが動いていた。

　本番中にノリノリでカンペを持ってきたのは大おお出いでだ。

　それらのくだりを見終わったあと、いつの間にかどこかへ行ってしまったけれど。

　だから、朝あさ加かが代わりに抗こう議ぎを受ける羽目になっている。

「ていうか渡わた辺なべ、なんであんなに衝しよう撃げき受けてたわけ？　フォロー入るの大変だったんだけど。公こう録ろくだなんて、別におかしなイベントってわけでもないのに」

　朝あさ加かに助たすけ舟ぶねを出すように、今度は由ゆ美み子こが抗こう議ぎの声を上げる。

　実際大変だったし、録とり直なおしまで覚かく悟ごした。

「それは……」

　千ち佳かの勢いはすぼみ、答えることなく口を閉じる。

　そのまま、すとんと椅い子すに座すわり直した。

「フォロー入るの大変だったんだけど？」

　繰くり返かえすと、千ち佳かはキッと睨にらみつけてくる。

「恩着せがましいわね。大したフォローでもなかったくせに」

「は？　人に迷めい惑わくかけておいてそれ？　もっと言うことあるんじゃないの？」

「佐さ藤とう。目に虫がついてるから取った方がいいわよ」

「つーけーま！　つけまつ毛！　何よ虫って。もしかして知らない？　お化け粧しようってわかるかなぁ？　オシャレって言葉、聞いたことあるかな？　ないよねぇ、ごめんねぇ」

「本当にうるさいわね、キャンキャンと……。はいはい、お礼を言えばいいの？　ドーモ。はい、満足？　今大事な話をしているから、ちょっと黙だまってて頂ちよう戴だい」

「こいつ……」

　千ち佳かは面めん倒どうくさそうに由ゆ美み子こから視線を外すと、再び朝あさ加かに向き直る。

「このラジオは始まったばかりで、人気が出るかわからないのに。公開録音なんてやって大丈夫なんですか？」

　それに関しては由ゆ美み子こも同じ思いだ。

『夕ゆう陽ひとやすみのコーコーセーラジオ！』は始まったばかりで、滑すべり出だしはそれなりに良いい。けれど、決して爆ばく発はつ的てきな人気はなかった。

　そんなラジオが公開録音をやって、果たして人が来てくれるのか。

　朝あさ加かは少しだけ首を傾かしげ、微び妙みような表情を浮うかべていた。

「うーん。まぁ最近だと、始まったばかりのラジオ番組がとりあえず公こう録ろくやるっていうのは、ままあることだし。何より、大おお出いでさんがやりたがっているから……。まぁ小さな会ハ場コだからさ、夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひと歌うた種たねやすみがいれば大だい丈じよう夫ぶだよ」

　朝あさ加かの言葉を聞いても千ち佳かの表情は暗い。

　けれど由ゆ美み子こは「まぁそれなら」と納なつ得とくする。

　朝あさ加かは気を遣つかって、「ふたりなら会場は埋うまる」と言ってくれているが、正しくは夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひがいれば、だ。

「イベント形式じゃなくて、収録ブースでの公こう録ろくだよね？」

「そうそう。収録ブースに大きな窓があって、お客さんが周りから観みられるやつ」

「だよね。んー……、まぁハコが小さくても、公こう録ろくでリスナーを増やせたらいいよね」

　ラジオを聴きいてなくても公こう録ろくに来る人はいるし、公こう録ろくによってラジオの存在を知る人もいる。少なくとも、番組にとってマイナスにはならないはずだ。

　頑がん張ばらないといけない。

　由ゆ美み子こはそっと意い気き込ごむ。何より仕事だ。仕事がもらえるのはありがたい。

「…………………………。今日の収録は、もう終わりですよね。お疲つかれ様さまでした」

　千ち佳かは力ない声でそう言うと、ブースから出て行ってしまった。

　朝あさ加かと顔を見合わせる。

「……どうしちゃったの、夕ゆう陽ひちゃん」

「さぁ。あたしに訊きかれてもわかんないよ。あいつの考えていることは、さっぱり」

　そう言って肩かたを竦すくめる。

　どうにも彼かの女じよとは相あい性しようが悪い。

　お互たがい、何を考えているかなんてわかりっこないだろう。

　由ゆ美み子こが投げやりに答えると、朝あさ加かはそんな由ゆ美み子こをじぃっと見つめていた。頬ほお杖づえを突つきながら、そっと尋たずねてくる。

「夕ゆう陽ひちゃんってさ、学校ではどんな感じの子なの？」

「えぇ？　いや、どうだろ。ぜんぜんしゃべらなくて、教室の隅すみっこで大人しくしてる奴やつ……？　とにかく根暗、としか」

「あぁ。たまにやすみちゃん言ってるね。でも、大人しいだけで何もしてないわけじゃないでしょ？　夕ゆう陽ひちゃんにもきちんと学生の顔があるわけでさ。何が好きとか嫌きらいとか、成績がどうとか。それを知りたいんだけど、どうかな」

　突とつ然ぜん尋たずねられても、さっとは答えられない。

　同じクラスではあるし、今では意識してしまうこともあるけれど、基本的に関わらない。

　交流はないし、問われても困る。

　なぜそんなことを。その問いに、朝あさ加かは腕うでを組んで答える。

「いや、実はね。ふたりの収録中の会話って、あんまりクラスメイトって感じがなくてさ。ちょっと物足りないんだよね。仲良くしろ、とは言わないけど、せめてもうちょっと相手の情報を知っていた方がありがたいね。せっかく同じクラスなんだし」

「……………………」

　千ち佳かとプライベートで仲良くしようとは、欠片かけらも思わない。学校では話したくもない。

　けれど、仕事の話を持ち出されると、由ゆ美み子ことしては弱かった。

　そんな胸中を悟さとったのか、朝あさ加かは苦笑いする。

　由ゆ美み子この肩かたをぽんぽんと叩たたいたあと、表情はやわらかく、諭さとすように口を開いた。

「どうだろう。もうちょっと、相手のことを知ってみようとするのは」

　こういうとき、朝あさ加かは大人びた表情になる。子供っぽい顔立ちでぼさぼさ頭のスウェット姿だというのに、年上の女性であることを意識させられる。

「……まぁ。朝あさ加かちゃんがそう言うなら」

　由ゆ美み子この口からは、自然とそんな言葉がこぼれ落ちていた。







「あ、おっはよう、渡わた辺なべ！　今日の調子はどう？」

「…………………………………………………………………………」

　朝の昇しよう降こう口ぐちで千ち佳かを見み掛かけ、元気よく挨あい拶さつしてみたら完全に引かれた。

　うん。確かにちょっと爽さわやかすぎる挨あい拶さつではあったが、そこまですごい顔をすることはないじゃないか。

「……おはよう」

　ぼそりとそれだけ呟つぶやき、千ち佳かはそそくさと下げ駄た箱ばこに向かう。まるで逃にげるようにだ。

　……こっちが歩み寄ったのだから、少しくらい愛あい想そを見せてもいいではないか。

「おはよう由ゆ美み子こ。どしたん、こんなところで」

「あぁ、おはよう若わか菜な……。いや、なんでも」

　立たち尽つくしているところを若わか菜なに声を掛かけられ、ぐったりしながら歩き出した。

　教室に入ればほかの子とも挨あい拶さつを交かわす。ごく自然にだ。

　なぜこれが千ち佳か相手にはできないのだろう。

「おはよー、木き村むら」

「おはよ」

「え、あ、お、おはよう……」

　若わか菜なの隣となりの席にいる、木き村むらにも声を掛かけた。

　きょどった様子ではあるけれど、彼かれでさえ普ふ通つうに挨あい拶さつを返して来る。

　席に着くと、周りにクラスメイトが寄ってきた。おしゃべりしながら、そっと千ち佳かの席を窺うかがう。

　彼かの女じよが学校ではどんな様子なのか、観察しようと思ったのだ。

「ん？」

　すると、千ち佳かとばちっと目が合った。しっかりと視線が重なる。

　明らかにこっちを見つめていたし、偶ぐう然ぜんではなさそうだ。

　その証しよう拠こに、千ち佳かは慌あわてて目を逸そらし、まるで「意識していませんよ」とでも言いたげに、鞄かばんから筆記用具を取り出し始める。

「………………？」

　なんだろうか。用があるようには思えないけれど……。

　しばらく時間を置いてから再び彼かの女じよを見ると、普ふ段だん通りの千ち佳かに戻もどっていた。

　自分の席でひとり、だれとも会話せずにスマホを見つめている。

　思えば、彼かの女じよが学校でだれかと雑談している姿は見たことがない。

　話しかける相手も、かけられる相手もいない。

　売り言葉に買い言葉で、由ゆ美み子こもそこを罵ば倒とうしたことがある。

　けれど、今の千ち佳かの姿を見てしまうと、ぎゅっと手に力が入ってしまう。

「……………………」

　千ち佳かはスマホを見つめながら、メモ帳に何かを書かき込こんでいた。時折考かんがえ込こむように手が止まり、やがて動き出す。それの繰くり返かえし。

　詳しよう細さいは、由ゆ美み子こにはわからない。

　けれど、彼かの女じよの真しん剣けんな表情が語っている。

　あれは、声優の仕事に関係することだ。空いた時間を活用して、今できることを進めている。クラスメイトがおしゃべりに興じる中、彼かの女じよだけは大事な仕事のことを考えていた。

　ほかのだれもが気付かなくとも、由ゆ美み子こにだけはわかる。

「ねぇ、由ゆ美み子こ。由ゆ美み子こもそう思わない？」

「え？　あ、ご、ごめん。何が？」

　クラスメイトに突とつ然ぜん話を振ふられ、視線を戻もどす。

「もうー、ちゃんと話聞いててよー」と彼かの女じよたちは笑った。

　何となく後ろめたさを覚えながら、その会話に戻もどっていく。







　爆ばく弾だんが落とされたのは、二時間目が終わったあとの休み時間。

　教室がにわかに騒さわがしくなる。椅い子すを引く音と声が重なり、喧けん騒そうが教室を満たしていた。

「ねー、由ゆ美み子こ」

　前の席の若わか菜なが、こちらに振ふり向むいたときだった。

　同時に、自分のそばにだれかが立っていることに気付く。

　顔を上げると、そこには千ち佳かがいた。まずそれに驚おどろく。

　そして、それ以上に衝しよう撃げき的てきな言葉を、彼かの女じよは口にした。

「さ、佐さ藤とうさん！　よかったらわたしといっしょにトイレ行かない!?」

　調子っぱずれな声と引きつった笑えみを浮うかべながら、千ち佳かがそんなことを言った。

「──は？　……は？」

　意味がわからなすぎて口をあんぐり開けてしまう。何言ってんだこいつ。何でトイレに誘さそわれてるのあたし。謎なぞすぎる行動に返事ができないでいると、すっと千ち佳かの表情が戻もどった。

「……ちっ」

　舌打ちをこぼすと、彼かの女じよはそそくさと教室から出て行ってしまう。

　え、なに。

　なに今の。

「……えっと。今の渡わた辺なべさん、なに？　やたらハイテンションだったけど……」

　大たい抵ていのことは受け流せる若わか菜なでさえ、ぽかんとしていた。由ゆ美み子こにも何が起きたか理解できず、「わ、わかんない……」と答えるしかない。

「……あ、由ゆ美み子こ。トイレ行かない？」

「あ、うん。行く」

　整理がつかないまま、ふたりしてトイレに向かう。そこで気が付く。

　……もしかして、千ち佳かがしたかったのは若わか菜なと同じことではないか。

「いっしょにトイレ行こ」と誘いたかったのではないか。

　いやしかし、あんな力いっぱいトイレに誘さそう奴やつがどこにいる。

　慣れてないにも程ほどがあるでしょ……、と由ゆ美み子こはそうひとりごちた。







「やっと昼休みだー。お腹なか空いたー」

　昼休みを知らせるチャイムが鳴ったあと、若わか菜なが気の抜ぬけた声を上げる。

　くるりと椅い子すを回転させると、由ゆ美み子この机にお弁当を載せた。

「聞いて由ゆ美み子こ！　今日わたし、お弁当作るの手伝ったから！」

「お、偉えらいじゃん。どうりで今日の若わか菜な、女子力滲にじみ出でてると思ったわ」

「へへー、やっぱわかる？　ご飯にふりかけをかけてきたんだよね」

「女子力引ひっ込こんだわ。そんなんで手伝ったって言ったらお母さん腰こし抜ぬかすよ」

　そんな話をしながら、ちらりと千ち佳かの様子を窺うかがった。

　ほかの生徒が鞄かばんからお昼ご飯を出す中、彼かの女じよはスクールバッグごと掴つかみ、さっと教室を出て行く。その迷いのない動作に、彼かの女じよの日常を見た。

「ん？　どしたん、由ゆ美み子こ」

　お弁当を嬉うれしそうに開ける若わか菜なに言われ、自分が固まっていることに気付く。あぁうん。そう返事をし、自分も普ふ段だん通りお弁当を開けようとしたが、ダメだった。

「ごめん、若わか菜な。ちょっと用事できたわ」

「ほ？　んーふふ。あいよぅ」

　なぜかふにゃふにゃ笑う若わか菜なを置いて、弁当箱を持ったまま教室を飛び出した。

　廊ろう下かで左右を見回すと、奥おくに小こ柄がらな背中を見つけたので追いかける。

　昼休みの廊ろう下かは人が多く、追うのに苦労した。

　彼かの女じよは下げ駄た箱ばこで靴くつを履はき替かえ、外に出ていく。

「……あれ？」

　靴くつの履はき替かえに手間取ったせいで、途と中ちゆうで見失った。

　彼かの女じよが向かった方に歩きながら、辺りを見回す。ほかの生徒は見かけない。この先には特に何もなく、わざわざ休み時間に来る理由がないからだ。

「あ」

　千ち佳かの姿を見つけた。

　校舎の端はしの陰かげだ。木々と建物のおかげで、周りから死角になる場所に彼かの女じよは座すわっていた。

　千ち佳かの手にはサンドイッチがあり、目を向けることなくかじっている。

　そして、もう片方の手にはうすい本があった。

　カバーで表紙は見えないが、大きさと彼かの女じよの目の熱量から何の本かは察する。

　きっと台本だ。

　淡たん々たんと台本を読む姿に、少しばかり見み惚とれた。

　春の陽気らしい風に吹ふかれ、彼かの女じよの髪かみが揺ゆれる。

　そこで千ち佳かはこちらに気付いた。びくりと肩かたを揺ゆらし、慌あわてて台本を隠かくそうとする。

「……なんだ。あなただったの」

　由ゆ美み子こだとわかると、ほっと息を吐はく。

　しかし、すぐに警けい戒かいの目を向けてきた。

「何の用？　わざわざ追いかけてきて。その頭の悪そうな容姿らしく、カツアゲしに来たの？」

　すぐさま憎にくまれ口ぐちを叩たたいてくる。

　由ゆ美み子こはむっとして言い返した。

「そういう渡わた辺なべは、ぼっち飯を見られないためにこんなところにいるわけ？　普ふ段だんは周りを気にしないあんたでも、ぼっち飯を見られるのは恥はずかしいんだ？」

「そうね。あなたたちみたいな、群れれば偉えらいと勘かん違ちがいしてる人たちのせいでね。狂くるった価値観を押おし付つけるのは楽しい？　嗤わらいたければ嗤わらえばいいわ」

　ふん、と鼻を鳴らしてから、サンドイッチを口に含ふくむ。

「……これであたしが笑ったら、声優としてどうかっていう話になるでしょ。学校に台本なんてこれ見よがしに持もち込こんで、やらしい」

　由ゆ美み子こが指し摘てきすると、う、と千ち佳かの手が止まる。

　気まずそうに目を逸そらした。

「だ、だからこうして隠かくれて読んでるんじゃない。……わたしだって、学校に台本を持もち込こむのはどうかと思うけれど。時間があるなら、読よみ込こんでおきたいのよ」

　微び妙みような表情を浮うかべ、言い訳のようにぼそぼそと言う。

　それに対して、由ゆ美み子こは複雑な感情を抱いだいた。これは、劣れつ等とう感かんかもしれない。

　自分が友達と遊んでいる間にも、千ち佳かは声優として研けん鑽さんを積んでいる。

「ふん……」

　由ゆ美み子こは千ち佳かの隣となりに腰こしを下ろした。

　弁当箱を開き始めると、千ち佳かの表情が怪け訝げんなものに変わっていく。

「ちょっと。なんでわざわざここで食べるの」

「せっかく外に出たんだから、外で食べたくなっただけ。それとも、渡わた辺なべの許可がないとこの辺じゃご飯も食べられないって？　ここあんたの私有地？」

「…………。好きになさいな」

　千ち佳かはむきになって言い返そうとしたが、由ゆ美み子この言うことは間ま違ちがってはいない。ダメとは言えないので、大人しく引き下がっていた。

　千ち佳かは台本に視線を戻もどし、再びサンドイッチを口にする。

「……あたしも、学校で台本チェックしようかな」

　そんな千ち佳かを見ていたら、ぽつりとこぼしてしまった。瞬しゆん時じに後こう悔かいする。

　そんなことを言えば、「真ま似ねをするな」「人の影えい響きようを受けすぎ」といったようなことを、嫌いや味みったらしく言われると思ったのだ。

　けれど千ち佳かは、とてもさらりと言葉を返してくる。

「あなたは友達がいるんだからいいでしょうに」

「へ？」

　最初、嫌いや味みかと思った。

　けれど、千ち佳かの表情にそんな感情は見えず、ただただ素す直なおに口にしただけのようだった。

　台本から目を離はなさず、ぽつぽつと呟つぶやく。

「わたしは学校でやることがないから、空いた時間を使っているだけ。声優と普ふ通つうの学生を両立できるのなら、それが何よりだと思うけれど」

　そう言って、また一口サンドイッチをかじる。

　……そういうふうに考えるのか。

　彼かの女じよの気持ちは意外だったし、ある意味、由ゆ美み子こと同じとも言えた。

　相手に自分の足りないものを見て、それについて想おもう。

　少なくとも、由ゆ美み子こが勝手にコンプレックスを抱いだく必要はなかったようだ。

　案外、そういうものかもしれない。

　千ち佳かは千ち佳かで、楽しく学生生活を送る由ゆ美み子こを見て、思うところがあるのだろう。

　そこで会話は終わった。

　ふたりして無言でお昼ご飯を食べ進めていたが、千ち佳かはこの状じよう況きようをさすがに不ふ審しんに思ったらしい。そういえば、と口を開く。

「なんであなた、わざわざこんなところにまで……。……あ」

「え？　それは……、あっ。あー……、なるほど。そういうことね……」

　お互たがいに気付き、違い和わ感かんが消えていく。

　千ち佳かの謎なぞのトイレに行こう発言。

　教室で感じた千ち佳かからの視線。

　千ち佳かは千ち佳かで、由ゆ美み子こがこうして千ち佳かを追いかけてきたこと、朝の挨あい拶さつのことを思い出しているのだろう。

　普ふ段だんのふたりなら絶対にやらないであろう行こう為い。

　それを指示したのは。

「……朝あさ加かちゃんか」

「……朝あさ加かさんね」

　なんてことはない。由ゆ美み子こが朝あさ加かに「もっと相手のことを知ってみれば？」と言われたように、千ち佳かも同じことを言われていたのだ。

　だからこそ、互たがいにぎくしゃくとおかしな動きをしていた。

　けれど、朝あさ加かの言う通りにしてよかったかもしれない。

　多少は相手のことがわかった。多少は、だが。

「……今日のこと。ラジオで話すのもいいかもしれないわね」

「元気いっぱいトイレに誘さそう話はやめた方がいいと思うけど」

「するわけないでしょう……、バカね。お昼ご飯をいっしょに食べた、っていう話」
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「そういえば、そろそろ公こう録ろくの打ち合わせもしなくちゃいけないんだよね」

　普ふ段だん通りのラジオ収録前の打ち合わせ中、朝あさ加かがふっとそう言った。

　由ゆ美み子この向かいには朝あさ加かが座すわっており、今は台本から顔を上げたところだ。

　先日発表された公開録音の日程は、徐じよ々じよに近付いている。

　少し気にかかり、由ゆ美み子こは隣となりに座すわる千ち佳かを見やる。

「公こう録ろく……」

　千ち佳かは力なく呟つぶやく。

　思えば公こう録ろくが発表されたときから、千ち佳かの言動には引ひっ掛かかるものがあった。

「……あの。公こう録ろくって、一体何をするんですか？」

　千ち佳かは浮うかない顔のまま、朝あさ加かにそっと尋たずねる。

　朝あさ加かは少し意外そうな表情を浮うかべたあと、ええと、と顎あごに指を当てた。

「そんなに特別なことはしないよ？　今回は収録ブースでの公こう録ろくだし。お客さんの前で普ふ通つうにトークして、コーナーやったり、メール読んだり。その辺りの進行は追おい々おい作っていくけど」

「そうですか」

　千ち佳かは素っ気ない返事をするが、顔の陰かげりはより濃こいものになっていた。

　てっきり、彼かの女じよは「客が来るのか、成立するのか」と不安を感じているのかと思っていた。

　けれど、これは違ちがう。

「渡わた辺なべ、もしかして公こう録ろく初めてか」

　どうやらそれは図星だったらしく、千ち佳かはわかりやすく顔を歪ゆがめた。

「そうだけど。あなただって、公こう録ろくなんてやったことないでしょう？」

「いや、あたしはある。『プラガ』のラジオやってたときに、二回はやったかな。収録ブースで一回、イベント形式ので一回」

　指を二本立てて答える。

『プラスチックガールズ』はとにかくイベントが多い番組だったので、ラジオの公開録音も当然のように行っていた。

　千ち佳かは由ゆ美み子この答えにきょとんとして、そのあとに激しい舌打ちを返す。

「出たわ。あなたのそういうところ、本当に嫌きらい。すぐに先せん輩ぱいぶろうとする」

「あたしは訊きかれたことを素す直なおに答えただけなんですが？」

　あまりの理り不ふ尽じんさに、怒いかりを通とおり越こして呆あきれてしまう。

　すっかりふたりの扱あつかいにも慣れてきた朝あさ加かが、「まぁまぁ」と苦笑いを浮うかべた。

「どういうふうに進めていくか、いっしょに決めていこっか」

　朝あさ加かの言葉に、千ち佳かは顔を上げる。瞳ひとみに少しだけ光が戻もどっていた。

　あの、と口を開く。

「何か、普ふ段だんと違ちがうことってできますか。たとえば、歌を歌うことやボイスドラマをやるとか」

「えぇ？　歌うって言っても、このラジオに主題歌はないし。ボイスドラマだって、そもそも題材がないでしょ？」

　千ち佳かの突とつ然ぜんの提案に、朝あさ加かは困こん惑わくした声を出す。

「何でもいいんです。どんな歌でもいいし、絵本の朗読会でもいい」

　千ち佳かはまっすぐに朝あさ加かを見つめ、そんなことを言う。

　何やら変な方向に話が進みそうだったので、由ゆ美み子こは口を挟はさんだ。

「なにそれ。あんまりおかしなことはやりたくないんだけど」

「歌も朗読も声優らしいでしょ。おかしな格好をしているせいで、感覚ズレてるんじゃない？」

「ラジオの公こう録ろくらしくないって言ってんの。感覚ズレてんのはそっちでしょうが。公こう録ろく初めてだからって何はしゃいでんの」

「はいはい出た出た。お得意のマウントが出たわ。嫌きらわれる先せん輩ぱいを地でいくわね、あなた」

　そんなチクチクとした言い合いをしていると、朝あさ加かが困ったような顔をする。

「うーん、ごめんね。難しいかも。やっぱりお客さんは、普ふ段だんのふたりを観みたいと思うし」

「ほら」

「……………………」

　千ち佳かは由ゆ美み子こを一ひと睨にらみするものの、何も言わずに黙だまり込こんでしまった。

　その日は結局、それ以上話が進むことはなかった。







　公開録音、当日。

　由ゆ美み子こは指定されたスタジオの廊ろう下かを歩いていた。

　声優ラジオの公こう録ろくで使われるお馴な染じみのスタジオで、由ゆ美み子こは以前にも来たことがある。

「お、やすみちゃん」

　声を掛かけられたので、そちらに顔を向ける。

　準備に勤いそしむ朝あさ加かが、両手に荷物を抱かかえていた。

　挨あい拶さつしようと手を挙げると、先に朝あさ加かはおかしそうに笑う。

「？　どうしたの、朝あさ加かちゃん」

「いや、やすみちゃんの声優の姿って久しぶりに見たからさ。何だか違い和わ感かんがすごくて」

「えぇ！　やすみは普ふ段だんからこんな感じじゃないですか！　作家さん、おかしなことを言わないでくださいよー！」

　両手を振ふりながら演技がかった声を出す。

　朝あさ加かの笑い声が大きくなり、由ゆ美み子こもそれに合わせて笑った。

　今の由ゆ美み子この格好は、普ふ段だんのギャルっぽい姿とはかけ離はなれている。

　髪かみは綺き麗れいなストレート。メイクは丁てい寧ねいに、けれど濃こくならないように。装そう飾しよく品ひんは何も付けていない。耳には穴もない。普ふ段だん、ピアスじゃなくイヤリングをしているのは、こういうときのためだ。

　上は白いトップスに、下は花はな柄がらのスカートで可か愛わいらしく決めている。

　清せい楚そな見た目の、可か愛わいらしいお嬢じようさんを心こころ掛がけた。

　普ふ段だんの由ゆ美み子こを見慣れた人からすれば、お前だれだよって感じだろう。

　けれど、これが声優・歌うた種たねやすみの姿だ。

「でも、今日は朝あさ加かちゃんもかわいい格好してるね」

　今日の朝あさ加かはきちんと化け粧しようをしていた。

　ぼさぼさの髪かみをきちんと整え、服は白いシャツにワイドデニムパンツ。アクセントに赤ぶちの眼鏡を掛かけている。ラフな格好ながら、とても似合っていて可か愛わいらしかった。

　由ゆ美み子この言葉に、朝あさ加かは苦笑いを浮うかべる。

「さすがにわたしも、会社から離はなれるときはきちんと身なりを整えるよ」

「普ふ段だんからこんなふうにオシャレすればいいのに」

　彼かの女じよの白いシャツに触ふれながら伝えると、露ろ骨こつに嫌いやそうな顔をされた。絶対やだ。今度は由ゆ美み子こが苦笑いをする番だ。

　挨あい拶さつもそこそこに、朝あさ加かは廊ろう下かの奥おくを指差す。

「この先に控ひかえ室しつがあるから、演者の人は一いつ旦たんそこで待ってて。あとで呼びに行くから。夕ゆう陽ひちゃんはもう入ってるよ」

　おや、と思った。

　由ゆ美み子こはだいぶ早めに来たので、千ち佳かよりも先に会場入りすると思っていたのだ。

　早いな、と思いつつ足を向ける。そこを「やすみちゃん」と呼び止められた。

「ちょっと聞いてほしいことがあるんだけど……」

　朝あさ加かは顔を近付け、耳元でこしょこしょと囁ささやく。

「夕ゆう陽ひちゃんなんだけどさ。何だかすごく緊きん張ちようしているみたいなんだよ」

「緊きん張ちよう？」

　その言葉が信じられなくて、訝いぶかるような顔になってしまった。

「言っちゃなんだけど、こんな小さな公こう録ろくで？　あいつ、すごく大きなライブとかイベントも経験してるから、そんなことないと思うけど」

「わたしもそう思ったんだけどね……。難しいこともないし、そんなに緊きん張ちようすることないよって伝えたんだけど、ぜんぜん響ひびいてないみたいで」

　朝あさ加かは悩なやましげに息を吐はく。

　しかし、それでも由ゆ美み子こにはぴんと来なかった。

　夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひはアニメの主題歌を歌っており、大きなアニソン合同ライブに参加している。目も眩くらむような大衆の前で歌ったことだってある。ほかにもゲームやアニメのイベントで人前に出るのは慣れているはずだ。

「何かの間ま違ちがいじゃないの？　もしくは、緊きん張ちようじゃなくて体調が悪いとか」

「いや、あれは緊きん張ちようだよ。何かが不安で仕方がない、って顔だった」

　朝あさ加かはそう言い切ってしまう。彼かの女じよが言うならそうなんだろう。

　どうしたもんか、と腕うでを組むと、朝あさ加かはそっと言葉を続けた。

「ねぇやすみちゃん。ちょっと夕ゆう陽ひちゃんの話を聞いてあげてくれないかな。わたしから言っても響ひびかないけど、やすみちゃんの言葉なら聞いてくれるだろうし」

「朝あさ加かちゃんが言ってダメなら、あたしが言っても無む駄だだと思うけど」

「そんなことないよ」

　朝あさ加かはにこりと微ほほ笑えむと、腕うでをぽんぽんと叩たたいてくる。

「そうかなぁ」と疑問を持ちながらも、由ゆ美み子こは頷うなずいておいた。







　控ひかえ室しつの扉とびらを開く。中はちょっとした会議室のようだった。

　普ふ段だん、ラジオの打ち合わせで使う部屋を大きくした感じだ。

　長方形のテーブルが置いてあり、その上にはペットボトルの飲み物やお菓か子しが並んでいる。

　そんな変へん哲てつのない部屋にひとり、女の子が立っていた。

「────わ」

　由ゆ美み子こは目を見開く。やけに綺き麗れいな女の子だったからだ。

　艶つやのある髪かみを小さく編あみ込こみ、品のあるヘアアレンジがとても洒しや落れている。

　透すき通とおった瞳ひとみ、艶つややかな肌はだ、形の良いい唇くちびる。それらがメイクでより整えられ、花のような可か愛わいらしさ、可か憐れんさが主張されていた。

　着ているのは白色のワンピース。

　それが清せい楚そな見た目によく似合っていて、人の目を惹ひく魔ま力りよくがあった。

　あぁ美少女がいる。こんなところに美少女がいる。

　その光景に一いつ瞬しゆん呆ほうけてしまったが、すぐにはっとして声を上げた。

「おはようございます、歌うた種たねやすみです。本日はよろしくお願いします」

「あ、おはようございます。夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひです。こちらこそ、よろしくお願いします」

　丁てい寧ねいに挨あい拶さつを交かわし合う。相手に聞き取りやすい声量で、頭も下げて。

　そして、互たがいの言葉をきちんと呑のみ込こんでから、「ん？」と顔を上げた。

　目が合う。瞳ひとみがくりっとした綺き麗れいな女の子と。

　しかし、次の瞬しゆん間かん、ふたりとも不ふ愉ゆ快かいそうに顔を歪ゆがめた。

　その表情で、目の前の少女が見知った人物であることがわかる。

「……あんた渡わた辺なべか。初対面の同業者かと思った。普ふ段だんと違ちがいすぎでしょ」

「こちらのセリフよ。あなたこそ、化けるにも程ほどがあるでしょう。完全に別人だわ」

　由ゆ美み子こは呆あきれながら、千ち佳かは肩かたを竦すくめながら、言葉を交かわす。

　疲つかれたような息を吐はいてから、由ゆ美み子こは椅い子すに腰こし掛かけた。

　……横目でちらりと見ると、千ち佳かの端たん正せいな顔立ちが目に入る。

　顔が良いい。普ふ段だんは根暗で目立たないくせに、今の彼かの女じよは本当に可か愛わいらしかった。やはり夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひはかわいい。思えば、声優の姿の彼かの女じよを間近で見るのは、これが初めてだった。

「……なに？」

「ん。いや、なんでも」

　じっと顔を見ていたら、千ち佳かに気付かれてしまったので適当にごまかす。

　あまりにも綺き麗れいだから見ていた、なんて。口が裂さけても言えない。

　そこから先、特に会話はなかった。

「…………………………」

　代わりに、千ち佳かの様子がいやでも気にかかる。

　彼かの女じよは落ち着きなく、部屋の中をぐるぐると歩き回っていた。

　緊きん張ちようしている。それも、とてもわかりやすく。

　朝あさ加かの言っていたことは本当だったらしい。

　そのあと、打ち合わせとリハーサルを行ったが、千ち佳かの様子が変わることはなかった。

「……そんなビビるようなイベントじゃないと思うけど」

　イベント本番で座すわる席に腰こし掛かけ、ぼそりと呟つぶやく。

　今、由ゆ美み子こたちがいるブースは、普ふ段だん収録で使うブースとそれほど違ちがいはない。

　机があり、椅い子すがあり、マイクがある。ラジオの収録で使用する物が揃そろっている。

　大きな違ちがいはひとつだけ。

　ガラス張りになっている部分があり、お客さんはそこから収録風景を眺ながめることができる。

　お客さんに収録風景を観みられることに、多少は緊きん張ちようを覚えるものの、不安はない。

　お客さんと交流があっても、結局やるのはラジオの収録だからだ。

　しかし、隣となりに座すわる千ち佳かは普ふ段だん通りではなかった。

「……やすみちゃん？」

　朝あさ加かは不安そうな目を由ゆ美み子こに向ける。何とも言えない表情を返すことしかできなかった。

　千ち佳かはそんなふたりの様子に気付きもしない。

　千ち佳かが分厚い緊きん張ちようを纏まとったまま、あとは開始の時間を待つばかりになった。

　控ひかえ室しつに戻もどって、出番まで待機だ。

　千ち佳かはもう、控ひかえ室しつを歩き回りはしなかった。

　代わりに座すわり込こんでいる。机に身体からだを預け、手を組んだまま動かなかった。

「…………………………」

　由ゆ美み子こはため息を吐つく。

　朝あさ加かに「話を聞いてあげてほしい」と言われたとき、正直「なんであたしが」と思った。いくらラジオの相方といえど、なぜあんないけ好かない女のケアをしなくちゃいけないんだ、と。

　けれど、そうも言っていられない。

　このままだとイベントに支障が出る。

「……ねぇ、渡わた辺なべ。何をそんなに緊きん張ちようしてるの。あんたらしくもない」

　千ち佳かはゆっくりと顔を上げると、睨にらむような目をこちらに向けた。

　いつもの迫はく力りよくがないのは、化け粧しようで目つきの悪さを隠かくしているからだろう。圧がない。そのおかげで、由ゆ美み子こはするりと次の言葉を口にできた。

「あんた、もっと大きなライブやイベントも経験してるでしょ。小規模の公こう録ろくでどうにかなるほど、肝きもっ玉たまが小さいとは思えないんだけど」

　由ゆ美み子こが言うと、千ち佳かは皮肉気な笑えみを浮うかべた。

　ふん、と鼻で笑う。

「何を偉えらそうに。先せん輩ぱい風かぜを吹ふかしているつもり？　前も言ったけど、役者の年数で言えば、わたしの方が先せん輩ぱいなのだけれど」

　千ち佳かの憎にくまれ口ぐちに、由ゆ美み子こは軽く息を吐はく。

　普ふ段だんならイライラする彼かの女じよの言葉も、明らかな虚きよ勢せいとわかるせいで腹も立たない。

　調子が狂くるう。そんなことを思いながら、由ゆ美み子こは千ち佳かの向かいに座すわった。

「あたしももう一回言うけど、声優としてならあたしの方が先せん輩ぱいだから。ことアイドル声優に関してなら、あたしの方が経験はある。何かあるなら、話してみなよ」

　由ゆ美み子こが大人な対応を見せると、千ち佳かは唇くちびるを噛かんだ。

「あなたのそういうところ、本当に嫌きらい……」と憎にく々にくしく呟つぶやく。しばらく黙だまり込こんでいたが、「アイドル声優」と由ゆ美み子この言葉を繰くり返かえした。

「うん？」

「わたしには、これがよくわからない。ライブは、お客さんが歌やダンスを楽しみに来ている。ゲームやアニメのイベントなら、その作品由来のものを楽しむ。……でも、このイベントは違ちがう。違ちがうのよ。お客さんはゲームや歌じゃなくて、わたしたち自身を見に来ている」

「……それに、何か問題があるの？」

「問題よ！」

　千ち佳かは声を張り上げ、立ち上がりかけていた。

　しかし、はっと我に返ると、おずおずと座すわり直す。

　組んだ手がカタカタと震ふるえるのが見えた。

　何度も手を組みなおすが、それは消えない。

　震ふるえたまま、千ち佳かは口を開く。

「……わたしには、夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひの魅み力りよくがわからない。歌を歌うわけでもなく、演技を見せるわけでもないわたしに、価値があるように思えない。ただ話すだけのわたしに、力はない。だっていうのに、今から人前でそれをやらなくちゃいけないのよ」

　重苦しい声とともに、彼かの女じよはそう言う。

　しかし、その悩なやみに由ゆ美み子こは困こん惑わくした。

「いや、待ってよ。それなら、普ふ段だんのラジオはどうなんの。あれだって、歌も演技でもない、夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひの話を聞くための番組でしょうよ。今日はそれと変わらないでしょ」

　思わず、由ゆ美み子こは口を挟はさんでしまう。

　彼かの女じよは普ふ段だんできていることを、今やるのは難しいと言っている。

　普ふ段だん通りやればいいだけではないか。

　しかし、彼かの女じよはその「普ふ段だん通り」を否定する。

「ラジオだって、いつも心に引ひっ掛かかりを覚えているわ。偽にせ物もののわたしを、ファンに見せ続けているんだから。それを改めて認にん識しきするから、現実を見せつけられるから、怖こわいの。……わたしはこのキャラが嫌きらいよ。まるきり偽にせ物ものの、アイドル声優の夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひなんて。魅み力りよくなんてわからない。だけどお客さんはそれを求める。どうするべきなのか、わたしにはわからない……」

　千ち佳かは俯うつむいてしまう。

　震ふるえたままの手を見つめ、由ゆ美み子こはゆっくりと息を吐はいた。納なつ得とくもした。

　彼かの女じよらしい、と由ゆ美み子こは思う。

　アイドル声優としての自分に疑問を持つ。

　もうひとりの自分を見せることを苦しく思う。

　彼かの女じよだからこその葛かつ藤とうだ。

　苦しさを覚え、答えがわからないから、それが緊きん張ちようとなって形に出る。

　真面目だなぁと思い、あぁそうだ、彼かの女じよは真面目だった、と思い直す。

　学校でたったひとり、時間が空いたからと台本を読よみ込こむような女だった。

「渡わた辺なべ」と由ゆ美み子こは彼かの女じよの名を呼ぶ。

　ゆっくりと千ち佳かは顔を上げるが、表情は暗いままだ。

「あんたの悩なやみはね」

　そんな彼かの女じよに、由ゆ美み子こは答えを口にした。

「ほんっとーに、しょーもない」

「しょ……！」

　投げ捨てるような由ゆ美み子この言葉に、千ち佳かはカッと顔を赤くする。

　まるで感情が沸ふつ騰とうしたかのように勢い良く立ち上がった。

「出たわ！　あなたのそういうところ、本当に嫌きらい！」

　そう声を張り上げる。

　ぎゅうっと眉まゆ根ねを寄せて、目に怒いかりを宿らせながら、由ゆ美み子こに指を突つき付つけた。

「あぁそうだわ、あなたはそういう人間だったわ！　なんで、あなたみたいな人に──」

「待て待て待て、落ち着きなさいって。座すわりなさい」

　ヒートアップして言葉を叩たたきつけようとしてくる千ち佳かを、無理矢理になだめる。

　座すわりなさい、と指を差す。千ち佳かは不ふ愉ゆ快かいそうに顔を顰しかめた。

　が、いつもと違ちがう調子の由ゆ美み子こに何かを感じたのか、大人しく座すわり直す。

　たっぷり間を取ってから、由ゆ美み子こは話し始めた。

「関係ないんだって、渡わた辺なべ。あんたが自分に疑問を持ってようが、悩なやんでようが、お客さんには無関係なの。そんなことでパフォーマンスを落としてどうすんの。あんたプロでしょ。プロなんだったら、お客さんに『あぁ今日の夕ゆう姫ひめは最高だった。楽しかったな』って思って帰ってもらうことを第一に考えて、っていうか、それだけを考えてればいいんじゃないの」

「…………………………」

　由ゆ美み子この言葉に、千ち佳かは何かを言いかける。

　しかし、口を開いただけで、それが言葉になることはなかった。

「って、あたしは先せん輩ぱいに言われたけどね」

　由ゆ美み子こがそう続けると、千ち佳かの肩かたの力が少しだけ抜ぬけるのがわかった。

「渡わた辺なべ、手、出して」

「…………？」

　千ち佳かは困こん惑わくしていたが、大人しく手を差し出してきた。

　由ゆ美み子こは自分の手で彼かの女じよの手を包つつみ込こむ。

　千ち佳かの手はびくりと動いたが、引くことはなかった。

　由ゆ美み子この手の中でカタカタと震ふるえている。

「不安だって言うのなら、お客さんの顔を見ればいい。お客さんの笑え顔がおを見れば、あんたが持ってる不安なんて、きっとすぐに吹ふっ飛とぶよ。求められているものを、求められるままに出せばいい。そうすれば喜んでもらえる。それでも不安が消えないなら──、まぁ、隣となりのあたしでも見ればいいよ。ひとりじゃないって意識すりゃ、多少はマシになるでしょ」

「佐さ藤とう……」

「まぁあたしじゃ、頼たよりにならないかもしれないけど……」

　偉えらそうに説教してみたものの、そこだけはどうにもならない。

　説得力はないかもしれない。

　実力も人気も、彼かの女じよの方が上だ。とても頼たよりにしてくれ、とは言いづらい。

　けれど、千ち佳かは由ゆ美み子この手を振ふり払はらうことはなく、おずおずと握にぎり返してくる。

　彼かの女じよの手はひんやりと冷たく、由ゆ美み子この体温が千ち佳かへと流れていった。

「…………………………」

　徐じよ々じよに震ふるえが収まってきた。体温を感じて安心したのかもしれない。

　ちょうどそのとき、ドアがノックされ、千ち佳かは手を離はなそうとした。

　しかし、由ゆ美み子こはぐっと手に力を込こめて離はなさない。

　意図が伝わったのか、彼かの女じよから力が抜ぬける。

「時間です」

　ドアを開けたのはスタッフだ。

　返事をして立ち上がると、手を繋つないだままスタッフの誘ゆう導どうに従った。

　収録ブースに繋つながる廊ろう下かを歩く。由ゆ美み子こが手を握にぎったまま先導し、千ち佳かは黙だまってついてきた。

　扉とびらの前に立つ。

「さ、行こ」

　千ち佳かに声を掛かける。

　顔には変わらず緊きん張ちようが走っているし、強こわ張ばっている。

　けれど、さっきよりは幾いく分ぶんマシだ。手の震ふるえだって止まっている。

　千ち佳かは目に力を込こめて、こくっと頷うなずいた。足を一歩踏ふみ出だす。

　由ゆ美み子こは扉とびらを開いた。

「……おお」

　収録ブースの外に、たくさんの人が見えた。
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　さっきまでだれもいなかった空間に、並んだ人が壁かべを作っている。奥おくが見えないくらいだ。人が列を作っていることだけがわかる。

　ふたりが姿を見せた途と端たん、彼かれらは顔をほころばせ、歓かん声せいと拍はく手しゆで迎むかえてくれた。

　待ってました！

　楽しみにしてました！

　そんな声が聞こえてくるようだ。途と端たん、由ゆ美み子こはアイドル声優のスイッチがバチンと入る。にっこり笑え顔がおで手をぶんぶんと振ふった。何人かが同じように振ふり返してくれて、また何人かが遠えん慮りよがちに小さく手を振ふってくれる。

　見なよ、渡わた辺なべ。

　こんなお客さんを前に、何を不安になることがあるの──、と隣となりを見て、

　あ、ダメだ、と思った。

「だ、大だい丈じよう夫ぶよ、大だい丈じよう夫ぶ……！」

　千ち佳かは笑え顔がおでそう言う。

　びっくりするほど引きつった笑えみで、声の震ふるえが止まらない。

　収まっていた手の震ふるえも元通りだ。ガタガタガタ！　とむしろ激しさを増している。

「あ、あなたの言うとおりだったわ。ぜ、ぜんぜん……ぜんぜん、へ、へいき」

　さっきまでは多少落ち着いていたのに、お客さんを前にして色々なものが吹ふっ飛とんだようだ。

　……あぁ、仕方がない。

　由ゆ美み子こは足を踏み出す千ち佳かの前に、足を突つき出だした。

「え、あ、わっ──！」

　由ゆ美み子こはぱっと手を離はなす。

　足を引っかけられた千ち佳かは、そのままド派手にスッ転ぶことになった。

　顔面からびたん！　と衝しよう突とつする。

「ふぎゃ！」と悲鳴が上がった。

　ブースの外が一気にざわつく。

「あ、あなた、何を──」

　千ち佳かは顔を上げる。

　地声が出かけていた彼かの女じよの前にしゃがみ、しぃ……、と唇くちびるに指を当てる。

　お客さんには背を向けているため、由ゆ美み子この声は千ち佳かにしか聞こえない。

「見てなよ、渡わた辺なべ。お客さんは怖こわがるものじゃない。勇気をくれる人たちのことを言うの」

　千ち佳かの返事を待たずに立ち上がる。

　歌うた種たねやすみのスイッチを入れなおし、表情はぱっと明るく、元気よく声を上げた。

「みなさーん、こんにちはー！　早さつ速そくなんですけど、ユウちゃんが緊きん張ちようでカチコチになっちゃってるんです！　転んじゃうくらい！　ユウちゃんのために、皆みなさんの応おう援えんをくださーい！」

　すぐさま彼かれらは反応を返してくれた。

「夕ゆう姫ひめー！」「緊きん張ちようしないでいいよー！」「ゆっくりやってー！」「痛そうだけど大だい丈じよう夫ぶー？」

　そんな言葉が重なって降ってくる。すべてはこちらを慮おもんぱかるものばかり。

　由ゆ美み子こは振ふり返かえり、こちらを見上げていた千ち佳かに両手を振ふってやった。

「ユウちゃーん！　だぁいじょうぶぅ？」

　そう言いながら、全力でバカにしたような表情を作った。

　同時に、千ち佳かの顔が外から見えないよう隠かくしてやる。

　千ち佳かの表情が憎にく々にくしげに歪ゆがみ、ぎり、と歯を喰くいしばるのが見えた。化け粧しようじゃごまかしの利かない憎ぞう悪おが浮うき出でる。

　千ち佳かもわかっている。由ゆ美み子こがどうしてこんな強きよう硬こう策さくに出たのか。

　だからといって、こんなやり方はないだろう、という抗こう議ぎの声が聞こえてきそうだ。

　しかし、今いま更さらあとには引けない。

　ぴょーんとその場で軽快に立ち上がると、外に向かって両手を振ふった。

「皆みなさん、こんにちはぁ。ありがとうございますぅ。緊きん張ちようしてたんですけど、皆みなさんのおかげでほぐれてきました～」

　ゆったりとした声でにっこり笑う。

　先ほどのようなぎこちない笑えみではなかった。

「いやー、よかった！　どうなることかと思ったよー！」

　しかし、由ゆ美み子こがそう言うと、千ち佳かは頬ほおを膨ふくらます。

「ぷんすか」という音が聞こえそうなくらいに、激しく両手を持ち上げた。

「待って、待ってよ、やっちゃあん！　皆みなさん聞いてくださいよぅ！　わたしがさっき転んだのって、やっちゃんが足を引っかけたからなんですよぉ！」

「やすみ、そんなこと、してない。ユウちゃん、何もないところで、転んだだけ」

「なぁんで片言なのぉ!?　もういいよ、お客さんに訊きくからぁ！　みなさーん！　さっき、やっちゃんが足を引っかけたのを見た人ー！」

　千ち佳かが手を振ふりながら、お客さんに大きな声で問いかける。

　すると、何人かの手が挙がった。

　千ち佳かは両手をばっと広げて「ほらー！」と声を上げる。

「うん、ごめん、引っかけた。痛い思いさせちゃったね。ごめんね」

「素す直なおに謝あやまられるのは、それはそれで!?　なんかこう、納なつ得とくいかないんだけどぉ！」

「緊きん張ちようをほぐそうと思ってイタズラしたんだ。やすみとしては『おっとっと！』くらいで済むと思ってたんだけど、ユウちゃんがこんなに鈍にぶいと思わなかったから……、ごめん」

「やっちゃんそれもうただの悪口だからぁ！　緊きん張ちようしてたわたしが悪いけどぉ！　もっと何かあるでしょお!?」

「はい、というわけで、始まりました、『夕ゆう陽ひとやすみのコーコーセーラジオ！』公開録音！」

「進行しないで！　まだ話終わってないよ、聞いてるぅ!?」

　由ゆ美み子このとぼけた態度とそれに憤いきどおる千ち佳かのやり取りに、お客さんが笑ってくれる。

　やわらかい笑い声に包まれる。

　ちょっとしたボケとツッコミで笑ってくれるお客さんに、由ゆ美み子こは心底感謝していた。

　無理矢理に引き出されたテンションとお客さんの笑い声に、千ち佳かの硬かたかった動きもほぐれるのを感じた。もう安心だろう。

　あぁ本当に世話が焼ける、と心の中で安あん堵どの息を吐はいた。

「ありがとうございましたー！」

「ありがとうございました～！」

　ふたり揃そろって笑え顔がおで手を振ふると、お客さんから大きな拍はく手しゆが送られる。

「やすやすー！」「夕ゆう姫ひめー！」と呼ぶ声が外からいくつも上がる。

　そんなお客さんたちに見送られながら、由ゆ美み子こたちは廊ろう下かへと出て行った。

　ふたりが廊ろう下かに姿を消すと、拍はく手しゆの音は徐じよ々じよに収まっていく。

　ほう、と息を吐はいた。無事に終わった。何事もなくてよかった、と脱だつ力りよくする。

　あとで朝あさ加かちゃんに褒ほめてもらおう……。

　由ゆ美み子こがそう考えていると、急に身体からだを押おされた。

　千ち佳かが顔を伏ふせたまま、由ゆ美み子この胸に頭を預けてくる。

「……どうしたの」

　声を掛かけても、彼かの女じよは何も答えない。

　感かん極きわまったのだろうか。

　イベントの成功に、お客さんの歓かん声せいに、やり遂とげた達成感に。

　あれだけ不安がっていたし、そうなってもおかしくない。意外とかわいいところがある。

　何かしら声を掛かけてあげようか、と由ゆ美み子こが口を開きかけると、「佐さ藤とう」と意外にもしっかりとした声を千ち佳かが発した。

「あなた、所属はチョコブラウニーだったわよね」

「え？　……そう、だけど？」

　なぜ、急に所属事務所の話を？

　由ゆ美み子こが困こん惑わくしていると、千ち佳かはばっと顔を上げた。

　身体からだがくっつくほどの近きん距きよ離りで、真っ向から睨にらみつけてくる。意志の強い声で千ち佳かは言った。

「そのうち正式にブルークラウンからチョコブラウニーに訴うつたえるわ。御おん社しやの所属タレントが暴力行こう為いを働き、イベントで弊へい社しやのタレントを辱はずかしめたってことをね！」

「ま、待て待て、なんでそんな話になるの」

　何を大おお袈げ裟さな、と由ゆ美み子こが呆あきれると、千ち佳かは目を剥むいた。

　人差し指をこちらに突つき立たて、まるで牙きばをむくように声を荒あららげる。

「大おお袈げ裟さ!?　あなた、あんな人前で人のことをスッ転ばしておいて、よくそんなことが言えるわね！　どれだけの大おお恥はじをかかされたか……！　次に同じことをしたら、あなたとマネージャーのクビを頂くから。覚かく悟ごしておくことね」

「責任の取らせ方がえげつな……。あのさぁ、渡わた辺なべ」

　由ゆ美み子こはため息を漏もらす。

　もしかして、彼かの女じよは何もわかっていないのでは。一から説明すべきなのでは。その可能性に行きつき、脱だつ力りよくしそうになる。

　仕方なく口を開いたところで、千ち佳かがすっと身体からだを離はなした。

「もう二度としないで、って言ってるの。そうならないように、するから」

　絞しぼり出だすように言うと、彼かの女じよは前を歩き出す。

　由ゆ美み子こはふっと息を吐はき、軽く首を振ふる。

　彼かの女じよがあんな失態を二度と見せないというなら、由ゆ美み子こだってあんなことはしなくていい。

　意地っ張りな千ち佳からしいが、これは彼かの女じよなりの決意表明らしい。

　しかし、あまりに素す直なおじゃない。面おも白しろくない。

　由ゆ美み子こは千ち佳かの隣となりに並ぶ。

　彼かの女じよはこちらを見ようとせず、前を向いたまま歩いていた。由ゆ美み子こも倣ならって同じようにする。

　そして、一言告げた。

「ユウちゃん、ありがとうは？」

「どうもありがとう、助かりました、おかげさまで失敗せずに済みました！」

　まるで自や棄けのように叫さけぶ千ち佳かは、顔を赤くして悔くやしさをいっぱいに押おし出だしていた。

　由ゆ美み子こは思わず笑ってしまう。

　声を殺して笑う由ゆ美み子こに、千ち佳かは口を曲げるが、文句を言うこともなかった。

　しばらく笑ったあと、由ゆ美み子こは彼かの女じよにそっと拳こぶしを突つき出だす。前を向いたままだ。

　千ち佳かはそれをちらりと見るだけで、由ゆ美み子この顔を見ようとはしない。

　けれど、無言のままコツンと拳こぶしを突つき合あわせた。
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　オッケーでーす、という声が聞こえたので、由ゆ美み子こはゆっくりとイヤホンを外した。

　さっきまでエンディングのＢＧＭが流れていたせいだろう、イヤホンを外すとブース内はやけに静かに感じる。

　持参の水筒に手を伸のばす。喉のどを潤うるおしていると、向かいから声を掛かけられた。

「──ねぇ、佐さ藤とう」

　千ち佳かは椅い子すにもたれかかり、睨にらむようにこちらを見ていた。相変わらず目つきが悪い。

　衣ころも替がえを終え、今はふたりとも夏服──半そでのブラウスを着ている。

　ブラウスの上にはサマーニット。由ゆ美み子こはキャラメル色、千ち佳かは白だ。

　彼かの女じよはひどく不ふ機き嫌げんそうに口を開いた。

「変なマウントの取り方やめてくれない？　変わった知識をひけらかして、人を嗤わらうだなんて随ずい分ぶんじゃない。あなたのそういうところ、本当に嫌きらい。あんなやり方は番組にも迷めい惑わくでしょう。危あやうく放送事故だったわ」

「は？　いきなり何よ」

　わけのわからぬ罵ば倒とうに、腹が立つ前に困こん惑わくする。何の話だ？

「……コロッケの話をしているんだと思うよ」

「あー、あの話？」

　隣となりの朝あさ加かに言われ、ようやく合が点てんがいった。コロッケの話ね。

　由ゆ美み子こは肩かたを竦すくめながら、手をひらひらさせる。

「肉屋さんのコロッケね。いやー、渡わた辺なべさんがそんな常識も知らないなんて予想できなかったからさー、なんかごめんね。謝あやまる謝あやまる」

「……あなたの常識を押おし付つけないで頂ちよう戴だい。朝あさ加かさんは知っていたようだけど、普ふ通つうはそんなの知らないわ。だっておかしいでしょう、お肉屋さんに揚あげ物ものが売ってるなんて。聞いたことない。リスナーだって絶対知らないわ」

　千ち佳かはむきになって声を荒あらげる。

　あーあ。「知らなかった」で済ませれば、傷は浅くて済んだのに。

　さーて、どうからかってやろうか。

「……やすみちゃん、あんまりイジワルしないの。夕ゆう陽ひちゃんもちょっと落ち着きな？」

　朝あさ加かの仲ちゆう裁さいに、由ゆ美み子こは唇くちびるを尖とがらせる。

「朝あさ加かちゃんはやさしいねぇ」

　その様子を見て、千ち佳かが唇くちびるを引き結んだ。雲行きが怪あやしいことを察したようだ。

「精肉店にコロッケは普ふ通つうにあるよ。ブースの外の人たちにも訊きいてみよっか」

　朝あさ加かが視線を調整室に向けると、満まん場じよう一いつ致ちで「普ふ通つうにある」と返ってくる。

　その瞬しゆん間かん、千ち佳かの顔がカァッと赤くなった。

　ガタッと椅い子すを引き、中ちゆう腰ごしになったところで朝あさ加かが慌あわてて声を上げる。

「い、いや、うん。わかるよ。確かに肉屋さんに揚あげ物ものって変な感じはするし、そもそも利用してないなら、知らなくてもそんなにおかしくないよ」

　まるで暴れ馬を制すように、朝あさ加かは両手を前にして、落ち着くように言い聞かせる。

　千ち佳かはぐぬぬ、と何とも言えない表情を浮うかべていた。

　そりゃあれだけ無知をひけらかしたあとだ。羞しゆう恥ちが渦うず巻まいているに違ちがいない。

　けれど、このまま朝あさ加かが宥なだめれば、何事もなくこの話は終わりだろう。

　そうはいかない。由ゆ美み子こは揶や揄ゆするように声を上げた。

「やーい、世間知らずー」

「────ッ！」

　千ち佳かは耳や首まですっかり赤くし、屈くつ辱じよくに塗まみれた表情へと変わっていく。

「か、帰ります！　お疲つかれ様さまでしたっ！」

　ヤケクソのように声を上げ、ばたばたと片付けを始める。

　その様子を眺ながめ、気の毒そうに朝あさ加かが口を開いた。

「……やすみちゃん。やめなよ、もう。小学生の男子みたいだよ？　女子高生が肉屋さんのことを知らなくても、別におかしくないって。それこそ、本当に連れて行ってあげたら？」

「やだ。あいつ絶対コロッケ買ったときに『フォークはないの？』とか言っちゃう人種だから」

「お箸はしッ！　コロッケを食べるときは、お、は、し！」

　千ち佳かは最後にそんな大声を叩たたきつけると、扉とびらを開けて出ていってしまった。

　朝あさ加かと顔を見合わせる。

　ふたり揃そろって、コロッケにかぶりつく動きをした。お箸はしは使わない。

「ね」

　由ゆ美み子こが肩かたを竦すくめ、朝あさ加かは苦笑いを返した。







　そんな収録があった日から、数日後の放課後。

　教室が解放感で包まれる中、由ゆ美み子こはのんびりと帰かえり支じ度たくを整えていた。

「そんじゃ、由ゆ美み子こ。わたしバイトだから、お先～」

　若わか菜なは手をぱたぱた揺ゆらして、そのまま小走りで教室を出て行った。

　あたしも帰るか、と立ち上がると、クラスメイトの女子ふたりに声を掛かけられる。

「ねぇねぇ、由ゆ美み子こ。今日って暇ひま？　今から遊びに行かない？」

「おー、行く行く。どこで遊ぶの？」

　ふたつ返事をすると、彼かの女じよたちの顔が明るくなる。えっとね、と言葉を続けようとした。

「ごめんなさい。わたしが彼かの女じよに用があるから、今日は遠えん慮りよしてもらえないかしら」

　冷ややかな声にぎょっとする。

　帰かえり支じ度たくを整えた千ち佳かが、なぜかすぐ近くに立っていた。

　そのうえ、わけのわからないことを彼かの女じよたちに告げている。

「……え、あ、そうなんだ。……じゃあふたりで行ってくるね？」

　由ゆ美み子こが困こん惑わくしているうちに、女子ふたりは逃にげるように立ち去っていった。

　由ゆ美み子こはしばらく呆ぼう然ぜんとしていたが、上げた腰こしを元に戻もどす。「なんなの」と千ち佳かを見やった。

「佐さ藤とう。もう帰れるの？　帰かえり支じ度たくはできた？」

「帰れるけどさ。用って何よ」

　仕事の話だろうか、と大人しく彼かの女じよの言葉を待つ。

　尋ねるとなぜか、千ち佳かはその場で深呼吸をし始めた。

　なんだ。なんなのだ。由ゆ美み子こが戸と惑まどっていると、彼かの女じよはばん、と机を叩たたく。

「いった……」

「……何がしたいの、あんた」

　机を強く叩たたきすぎたらしく、痛そうに手を擦さする千ち佳か。

　それに呆あきれた目を向けていると、彼かの女じよはもう片方の手を机に置いた。

　彼かの女じよは目に力を込こめて、思い切ったように口を開く。

「つ、付き合ってほしいところがあるんだけど」

「は……？　渡わた辺なべが、あたしに？　いやいや、なんであたしが……」

「いいからっ。ほら、鞄かばん持もって」

　千ち佳かは落ち着きをなくし、困ったように言う。明らかに空回りしていた。

　どういった理由かわからないが、千ち佳かが誘さそいをかけるなんてよっぽどのことだろう。

　別に付き合う義理はないし、突つっぱねてもいいけれど……。

「はぁ……、もう。はい、鞄かばん持った、立ちました。これでい？」

　好きにしてくれ、と言う通りにする。

　すると、次の瞬しゆん間かん、千ち佳かが由ゆ美み子この手を掴つかんだ。

　え、と声を上げてしまう。

　優やさしく包まれ、そのまま引っ張られる。

　転びそうになり、つい千ち佳かの手をぎゅっと握にぎり返した。

　ちらりと千ち佳かがこちらを見る。しかし、何も言わずに由ゆ美み子こを引っ張っていく。

　由ゆ美み子こはなんとなく抵てい抗こうできずに、手を繋つないだまま廊ろう下かを歩いた。

　小さな手だった。女の子らしく、細くしなやかな指先に目がいく。しっとりと柔やわらかかった。

　公こう録ろくのときにも手を繋つないだが、あのときは観察する余よ裕ゆうもなかった。手は変わらず冷たい。緊きん張ちようのせいかと思っていたが、どうやら元々体温が低いらしい。少しだけ心ここ地ちよさを感じる。

「……あまりぎゅっとされると、痛いのだけど」

「え。……あ。ご、ごめん」

　慌あわてて手を離はなす。どうやら、つい力を入れてしまったようだ。

「別に握にぎっていてもいいわよ。手を繋つなぎながら下校だなんて、いかにも仲良しって感じだし」

「……イベントじゃあるまいし、別に仲良く見せる必要なんてないでしょ。それより渡わた辺なべ、用ってなんなの。ラジオの……」

　由ゆ美み子こが言いかけると、彼かの女じよは「しぃ……」と人差し指を唇くちびるの前に立てた。

「学校でそういう話をしたくないから、こうやって連れ出しているの」







　学校から離はなれると、周りから徐じよ々じよに人が減ってきた。これなら、話をしても問題なさそうだ。

「で？　なんであたしはこんなふうに連れ出されてるの」

「コロッケ」

「は？」

「コロッケ。……お肉屋さんに、連れて行ってくれるって言ったじゃない」

　千ち佳かは視線をこちらから逸そらし、ぼそりと呟つぶやくように言う。

　そんな千ち佳かの言葉に、驚おどろきと呆あきれの感情が湧わいた。変なところを真に受けるなぁ。

「言ったけどさぁ。本気だったわけじゃないんだけど……、それとも渡わた辺なべ。あんた、コロッケ食べたかったわけ？」

「いいえ。コロッケって好きか嫌きらいかで言ったら、どちらでもないもの。ただ、ラジオで行くと言った手前、行かないといけない、って感じただけよ」

「律りち儀ぎだねぇ……。そこまでする必要もないと思うけど」

　言いつつ、由ゆ美み子こは髪かみを指に絡からめる。

　あのときの言葉に意味などない。その場限りの楽しいトーク、現実味の薄うすい身軽なお話として話しただけだ。次の収録でも、きっと触ふれることはなかっただろう。

　言外の「わざわざ実行しなくてもよくない？」というニュアンスに気付いたのか、千ち佳かはちらりとこちらを見上げる。

「声優としてのわたしたちって、普ふ段だんの自分とはかけ離はなれているでしょう」

「まぁ別物だね。噓うそだらけって感じ」

「そう。噓うそだらけなのよ。ならせめて、その噓うそを少なくする努力はしたいの」

　千ち佳かは前を向いたまま、独り言のように呟つぶやく。

　その横顔からは何の感情も読み取れなかった。

　彼かの女じよの言葉は意外なような、そうでもないような、何ともふわふわとした感かん触しよくを与あたえる。

「……偉えらいね」

　ぽつりと呟つぶやいた言葉に、由ゆ美み子こは自分で驚おどろいた。

　やばい。こんなことを言えば、きっと彼かの女じよはまた嫌いや味みのひとつでも返して来るだろう。

　千ち佳かは目を見開き、由ゆ美み子こを見たまま固まってしまう。

　けれど、口から出た言葉は嫌いや味みではなかった。

「……いえ、そんなことは。別に」

　視線をわずかに逸そらし、ごにょごにょとしている。

　そんな意外な反応をされると、こちらとしては何も言えない。

　何とも気き恥はずかしい沈ちん黙もくがふたりの間に流れた。

　しかし、千ち佳かがふっと息を吐はくと、表情に影かげが差す。

　次に口にした言葉からは、暗い感情が滲にじみ出でていた。

「本当は噓うそを吐つくこと自体、やめたいのだけど。キャラを作るのも、アイドルみたいなことをするのも、本当はもうやめたい。声だけの仕事に専念したいのに」

　これは独り言なのだろう。思わず出てしまった、という愚ぐ痴ちだ。

　普ふ段だんの千ち佳かを見ていると、あんなふうにキャラを作るのは苦痛そうだ。特に意外でもない。

　けれど、ここで「大変だよね」と言ってあげるような間あいだ柄がらでもない。千ち佳かも望んではいないだろう。

　聞かなかったことにして前を向いた。

　目的の場所にはすぐに着く。

　なんてことはない、本当にただのお肉屋さんだ。

　商店街の精肉店。大きなカウンターの中にたくさんの肉が並び、部位や値段が書かれた札がともに置いてある。奥おくには店員さん。お客さんとお話しながら肉を包んでいた。

　店から少し離はなれたところで足を止め、「ここ」と指差す。

　すると、途と端たんに千ち佳かの顔が険しくなった。

「……佐さ藤とう。ここ、普ふ通つうのお肉屋さんなんだけど」

「だからそう言ってるでしょうが」

　ため息を吐つきつつ、由ゆ美み子こはお店に近付く。

　店員のおばちゃんが由ゆ美み子こに気が付くと、顔を明るくさせた。

「あら、今日はお友達といっしょ？」

　友達じゃねーです。

「そうそう。だから今日は、コロッケ二個ちょーだい」

　由ゆ美み子こが指を二本立てると、おばちゃんはコロッケを手早く耐たい油ゆ袋ぶくろに入れてくれた。その間に料金をレジの横に置く。

「はいよ。さっき揚あがったばかりだから、あつあつだよ」

「おー、やった。ありがとね」

　コロッケを受け取り、突つっ立たっている千ち佳かの元に戻もどる。

　彼かの女じよは目を丸くして、ぼそぼそと呟つぶやいた。

「本当にコロッケがでてきた……」

「ほれ。六十円な」

「しかも安い……」

　呆ぼう然ぜんとしながら財さい布ふを取り出し、小こ銭ぜにを渡わたしてくる千ち佳か。

　それを受け取る代わりに、コロッケを手て渡わたす。

　彼かの女じよはまじまじとコロッケを見つめ、本当に不思議そうにしていた。「食べていいの？」と目で訊きいてきたので、どうぞ、と手て振ぶりで伝える。千ち佳かは遠えん慮りよがちに口を近付けた。

「あ。揚あげたてらしいから、気を付けて食べなさいよ」

「……子こ供ども扱あつかいしないで頂ちよう戴だい。いただきます……、あむ。あっつッ！」

「あんたさぁ……」

　人の格好を頭が悪そうだの何だの言うくせに、よっぽどこっちの方がアホではないか……。由ゆ美み子こが呆あきれていると、千ち佳かはほくほく口を動かしながら、首を振ふった。

「ち、違ちがうわ。温かいって言ったのよ……」

　小さな口から白い湯気が漏もれる。ほふほふ、と何度も繰くり返かえし、すったもんだの末にようやくごくんと飲みこんだ。

　そうして、千ち佳かの動きがぴたりと止まる。じぃっとコロッケを見つめていた。

「おいしい……。こんなにおいしいコロッケ、初めてかも……」

「揚あげたてだしね」

　そう言っても、聞こえているのか、いないのか。黙だまって二口目に取とり掛かかっている。熱そうにほふほふしながら、満足そうにコロッケを味わっていた。こういう姿は可か愛わいげがある。

　普ふ段だんからこうだったらなぁ、と思いながら、由ゆ美み子こもコロッケにかじりついた。

　ザクッ、と景気のいい音が響ひびく。湯気が吹ふき出だして、口の中に熱いものが飛とび込こんできた。ほふほふと転がす。衣ころものサクサクとした歯ごたえのあと、ジャガイモの香かおりと味が一気に広がった。それが熱々なのだから堪たまらない。

「……本当においしいわね、これ。晩ばん御ご飯はんに買っていこうかしら」

「あぁ……、楽でいいな。あとはキャベツを千切りにして、みそ汁しるつけて、それから何がいいかな……」

　頭の中で食しよく卓たくを思おもい浮うかべる。

　コロッケをメインに据すえると、周りをどう揃そろえたものか。主菜ではなく一品追加、という形で割り切ってもいいが……。

　由ゆ美み子こが主婦の頭を動かしていると、千ち佳かはきょとんと首を傾かしげた。

「コロッケだけでいいじゃない」

「晩ばん御ご飯はんの話でしょ？　コロッケだけっていうわけにはいかないでしょ」

「だから……、コロッケとご飯」

「コロッケとご飯！」

　無骨すぎる。

「晩ばん御ご飯はんにおかずはコロッケだけって寂さびしいでしょ」という意味で言ったのだが……。

　白い皿に置かれただけのコロッケと、無造作に盛られた白飯が思おもい浮うかぶ。キャベツもなし。色合いの乏とぼしさに目め頭がしらが熱くなりそう。

　しかし、千ち佳かはそれをおかしいと思わないようで、訝いぶかし気げに言う。

「おかずにコロッケ、それとご飯よ？　十分じゃない」

「食事が哀あわれなほど雑すぎる……、男子大学生じゃないんだからさぁ……。渡わた辺なべってそんな食生活してんの？　そんなんだから、おっぱい育たないんじゃないの」

「お、おっぱいは関係ないでしょう……」

　千ち佳かはむずむずと身体からだを動かし、胸をそっと腕うでで隠かくす。

　そこには哀あわれなほど膨ふくらみがない。

　普ふ段だんの仕返しとばかりにそれをイジってもいいが、さすがにちょっと可哀想かわいそうになる。

　ザクッ、とコロッケをかじりながら、慈じ悲ひで話題をずらした。

　気になることがあったのだ。

「もしかして、ごはんって渡わた辺なべが自分で用意してるの？」

「そうね。うちは母が仕事で帰ってくるのが遅おそいから。お互たがい、自分の分は自分で用意しているわ。わたしも母も、あまり自じ炊すいするタイプではないけれど」

　なるほど。彼かの女じよの家庭も、由ゆ美み子この家と似た部分があるようだ。

　そういうことなら、気になることがまた増える。

　しかしそれは、少しばかり踏ふみ込こんだ質問だ。訊きくのを躊躇ためらう。

　けれど、千ち佳かはその考えを読んだかのように、目線を合わせずに言葉を続けた。

「父はいないわ。わたしが幼いときに離り婚こんしたから。今は母と二人暮らし」

「……………………」

　由ゆ美み子こが訊きくのを躊躇ためらった事こと柄がらを、千ち佳かはあっさりと言う。驚おどろきは二重だ。千ち佳かが複雑な家庭環かん境きようを教えてくれたこともそうだが、境きよう遇ぐうが本当に似ている。

「……そんなに驚おどろかなくても。シングルマザーなんて、そう珍めずらしくもないでしょうに」

　千ち佳かが不ふ審しんそうに言うものだから、自分がそんな表情をしていることに今いま更さら気付いた。

　取とり繕つくろうように頬ほおに手を当てる。

「いや、そんなふうに内情をあたしに話すのが意外だったから」

「ラジオで話を振ふらないでっていう意味よ。答えられないから。それより」

　千ち佳かはじろじろと無ぶ遠えん慮りよな視線を向け、疑わしそうに口を開いた。

「さっきの物言い。もしかして佐さ藤とうも自分でごはんを用意しているの？」

「ん？　あぁ、そう。うちもシングルマザーで、親が夜はいないから」

　由ゆ美み子この言葉に、千ち佳かは少しだけ目を見開いた。ふぅん、と興味深そうに声を上げる。

　しかし、そんな顔はすぐに消えた。

　肩かたを竦すくめて彼かの女じよは言うのだ。

「わたしの食生活に苦言を呈ていしていたけれど、佐さ藤とうはどうせもっとひどいんでしょう？　毎日ハンバーガー？　それとも、フライドチキン？　変な色のドーナツ？」

「それギャルじゃなくて、ジョークに出てくるアメリカ人か何かでしょ……。言っておくけど、あたしは基本的に自じ炊すいするから。料理できるから。コロッケだったら、カニクリームコロッケだって自作するっつーの」

　思わずそう言ってみたものの、カニクリームコロッケの面めん倒どうさは千ち佳かには通じなさそうだ。料理ができない相手には伝わらない。

　しかし、意外にも千ち佳かは驚おどろいていた。すごいじゃない、と珍めずらしく素す直なおに褒ほめてくる。

「コロッケって家で作れるものなのね」

「あぁなるほどねぇ、そこからかぁ、そうかぁ」

　やはりコロッケご飯の女は言うことが違ちがう。もう料理の話はすまい。

　千ち佳かはまだ感心していて、「これを家でねぇ」とコロッケを眺ながめている。

　そして再びコロッケにかじりつこうとしたが、途と中ちゆうで止まった。

　しまった、と苦虫を噛かみ潰つぶしたような表情を浮うかべる。

「なに」

「……忘れていたわ。ツイッターに写真を上げようと思っていたの。あなたとコロッケを食べた証しよう拠こ写真。マネージャーから、もっとそういうツイートをしろって言われているのに」

「あぁ……」

　ほかの声優との交流をＳＮＳに上げることは結構多い。真っ当なファンサービスと言える。

　そういう写真はファンも喜ぶ。

　そして何より、彼かの女じよのマネージャーが指示した理由も由ゆ美み子こにはよーくわかる。

　コロッケを口で咥くわえ、由ゆ美み子こはスマホを取り出した。

　ツイッターの画面を呼び出し、千ち佳か──夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひのアカウントを開いた。

　そこには彼かの女じよのツイートが並んでいる。

『朝です。今日は天気がいいね。学校行ってきます』

『夕方。まだ天気がいいよ。今から収録行ってくるね』

『夜。くもり。明日は雨らしいよ』

「渡わた辺なべのツイッター、死ぬほどつまんねぇもんね」

「何書けばいいかなんてわからないのよ！」

　悲痛な叫さけびが彼かの女じよの口から漏もれる。

　それにしたってこれはひどい。天気と時間の話しかしていない。

　いや、天候の話で『まだ天気がいい』という表現を使う奴やつは見たことないが。

「なんかこう……、好きなアニメの話とかしたら？」

「してたわよ。それこそ、『鉄てつのゴルド・ラ』の話とか。佐さ藤とうも観みてないなら観みた方がいいわよ。あれはまさしくアニメの歴史に残る大名作よ。第一話でトワイライトが動き出したときの心の震ふるえっぷりと言ったら……」

「はいはい、それはいいから。普ふ通つうにそういうこと呟つぶやけばいいのに、なんでやめちゃったの？」

「古参気取りのクソオタクどもから『媚こびるな』みたいなリプが届くようになったから」

「………………………………」

　それは普ふ通つうに可哀想かわいそうだけども。

　積年の恨うらみがあるのか、口の悪さがすごい。同じ神かみ代しろアニメオタクなのに……。

「好きなロボットについてツイートしたら、『では、この機体の動力源をお答えください。答えられないのならファンとは認めません』っていう勝手にクイズマンとかもいたわ」

「勝手にクイズマン」

「舐なめられるのも腹立つし、ちゃんと答えるんだけど、正解しても何もないの。代わりに間ま違ちがえたらめちゃくちゃリプが飛んでくるわ。わたしは好きなアニメの話をしたいだけなのに……」

「もういい、渡わた辺なべ。もういいから。もっと楽しい話をしよう？」

「そうね……。せっかくおいしいコロッケも食べられたのだし……。このコロッケの写真を上げられたら、ベストだったのだけれど」

　千ち佳かは手に持ったコロッケを見つめ、困ったように眉まゆを寄せた。

　コロッケは半分近くかじられている。

「……いや、いいんじゃないの？　それ写真に撮とって、ツイッターに上げちゃえば」

「いえ、でも。これ、食べかけよ。あんまり人様に見せられるものじゃないでしょう」

「そうかもだけど、渡わた辺なべの食べ方綺き麗れいだし。コロッケって割って中身を見せて、写真を撮とったりするでしょ。そんな感じに見えなくもないよ」

　由ゆ美み子この言葉に、そうかしら……、と千ち佳かはコロッケを見つめた。ふらふらと空中を行き来させる。うん、と声を上げると、いそいそとスマホを取り出し始めた。

　その背中に軽口を投なげ掛かける。

「それに、食べかけだったら、きっと『夕ゆう姫ひめの食べかけ美お味いしそうですぺろぺろぶひひ』みたいなクソリプ飛んでくるっしょ」

「…………………………………………。やめてね」

　ぴしり、と固まったあと、絞しぼり出だすような声でそう言われてしまった。

　割とアレなリプライを受け取りがちなのかもしれない。由ゆ美み子こだったら、気持ち悪ぃなこいつゲラゲラで済むけれど、千ち佳かはいかにも潔けつ癖ぺきそうだ。ちょっと反省する。

「こんな感じで……、よし」

　パシャリとシャッター音が鳴る。

　満足そうに画面を見つめているので、由ゆ美み子こは皮肉気な笑えみを浮うかべた。

「あたしに感謝しなさいよ。世間知らずのお嬢じようちゃんを、わざわざ連れてきてあげたんだから」

　千ち佳かはむっとして、言い返そうと口を開きかける。

　が、言葉を紡つむぐことはなかった。

　口元をスマホでそっと隠かくすと、顔を逸そらす。

　そうしてぼそりと言った。

「……そうね。付き合ってくれて、どうもありがとう。コロッケおいしかったわ」

　由ゆ美み子こは目をぱちくりさせる。

　千ち佳かが素す直なおに礼を言うなんて、珍めずらしいこともあるものだ。

　よくよく見ると、彼かの女じよの頬ほおが赤くなっていた。

　きっと言い慣れてないせいだろう。これはからかい甲が斐いがある。

　急に何よ。あんたがお礼を言うなんて、今日最終回なの？

　お礼を言うだけで照れるなよ。なけなしの勇気振ふり絞しぼった？

　無理矢理連れてきたくせに、付き合ってくれて？　日本語はただしく使いな？

「……うん。どういたしまして」

　自分でも考えられない返事をして、言ってから動どう揺ようする。

　何を素す直なおに答えているんだろう！　そんな義理はないはずなのに。

　自分自身に戸と惑まどっていると、さらに嫌いやな反応が起きた。

　体温が上がっている。顔が赤くなるのを自覚してしまう。

　……照れてる！　あたしまで！　慌あわてて、千ち佳かに見えないように顔を逸そらした。

「……………………」

「……………………」

　お互たがいに顔を赤くしながら、そっぽを向く。

　何をしているんだろう。由ゆ美み子こは頬ほおに手を当て、むにむにと動かした。







「ただいまー」

「あ、おかえりー」

　家に帰ると、出勤前の母が居間で化け粧しようをしていた。すっぴんでも若く見えるが、メイクをすれば高校生の子供がいるとは思えない。以前はよく化け粧しようの仕方を教えてもらったものだった。

「あれぇ？　由ゆ美み子こ、買い物してきたの？」

　母が由ゆ美み子この方に首を傾かたむける。そこで、手に持っている袋ふくろを思い出した。

「あぁ……。コロッケだよ。今日の晩ばん御ご飯はんにしようと思って」

「へぇー？　珍めずらしいね？　コロッケ買ってくるなんて」

　母の言葉に、あぁ、だとかうんだとか、曖あい昧まいな返事をする。

「あ、わかったー。先週のコーコーセーラジオでお肉屋さんに行くって言ってたからだ」

「いや、正解なんだけどさぁ……、娘むすめのラジオ番組を聴きき込こむのやめてくれない？」




　　　※　※　※




「ひどい動画だなぁ、これ」

　木き村むらは自室でひとり、パソコンを観みながら呆あきれた声を出していた。

『事務所の前で、夕ゆう姫ひめを出待ちしてみた』

　夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひの所属する事務所の前で、ひたすら夕ゆう陽ひが現れるのを隠かくし撮どりしている動画だ。

　しかし、動画の中に夕ゆう陽ひは現れなかった。

　素の夕ゆう姫ひめが観みられるかも、と期待したのに、とんだ拍ひよう子し抜ぬけだ。

「清し水みずはそういうところが二流なんだよなぁ」

『夕ゆう暮ぐれの騎き士し』という名前の投とう稿こう者しやは、本名を清し水みずと言う。

　木き村むらと同じ高校の生徒で、一年のときは同じクラスだった。

『俺おれも夕ゆう姫ひめめっちゃ好きなんだよね。マジで追っかけやってる。付き合いてーわー』

　木き村むらが夕ゆう姫ひめを好きだと知ると、清し水みずはわざわざそんなことを言ってきた。

　イベントには積極的に参加して出待ちを繰くり返かえし、こういう動画を時折撮とっている。

「ふん……、イベントに行くだけが、愛じゃないさ」

　本当のファンというのは、いかに本人を理解しているか、だ。

　きちんと理解を深めるために、木き村むらは夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひのツイッターを眺ながめていた。

『コーコーセーラジオで言ってたお肉屋さんのコロッケ。やっちゃんが連れてきてくれたよー』

　画像付きのツイートだ。そういえば、ラジオでコロッケがどうの、と言っていた。

「『その食べかけのコロッケを言い値で買おう』……と。リプライできた。……ん？」

　面おも白しろいリプライを飛ばせた……、とにやにやしていたら、写真に気になる箇か所しよを見つけた。

　目を凝こらしてじぃっと見る。

　コロッケをつつむ耐たい油ゆ袋ぶくろ。そこにプリントされたロゴマークに、見覚えがあったのだ。

「これって……、学校近くのあの店じゃないか……？」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。慌あわてて画像を拡大し、ほかの箇か所しよをよく見る。

　コロッケのアップ写真ではあるが、店の佇たたずまいが少しだけ写り込こんでいた。

　──やはりこの店、見たことがある！　学校近くの商店街にある店だ！

　どくん、と心臓が強く鳴った。身体からだ中が痺しびれるような感覚に陥おちいる。ふわふわして、マウスを持った手が自分のものじゃないように感じた。知らずに喉のどが鳴る。

　急いで、前回のコーコーセーラジオを聴ききにいく。

「やすみは結構するよー！　学校から駅までの間に、商店街あるでしょ？　……あ、ごめんねローカルトークで（笑）」

「ローカルだねぇ～（笑）商店街のどこ屋さん行くの～？」

「お肉屋さん！　コロッケがすっごくおいしくて、よく食べながら帰るの！」

　やはりそうだ。商店街と言っている。

　手て汗あせまみれになったマウスを動かし、駅名を検けん索さくして地図を表示させる。

「ゆ、夕ゆう姫ひめとやすやすが、こ、この辺りの学校にいる……？」

　息が荒あらくなり、どうしようもない興奮が自分を満たす。

　この一帯のどこかの高校に、ふたりは登校している！　自分と同じように！

　それは一体どこだ!?

　もし、ふたりの高校を特定できたら、これはとんでもないことだ。

　ぜひ接せつ触しよくしたい。近くで見てみたい。話してみたい！

　ほかにも情報がないだろうか。木き村むらは急いで、ラジオのバックナンバーを聴きき始めた。
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『あー、由ゆ美み子こか。今日ラジオの収録日だろ。そのあとにちょっと時間作れるか？』

　そんな電話が掛かかってきたのが今朝のこと。

　いつものようにラジオの収録を終えたあと、由ゆ美み子こは指定された喫きつ茶さ店てんにいた。

　シックな雰ふん囲い気きの落ち着いたお店で、客は多いが騒さわがしさはない。

　席についてその空気を楽しんでいると、待ち人はすぐにやってきた。

「おー、由ゆ美み子こ。おはよう」

　由ゆ美み子こにひらひらと手を振ふるのは、黒いスーツ姿の女性。

　高級感のあるジャケットにパリッとしたブラウス、スキニーパンツ。ウエストは締しまっているのにバストは程ほどよく大きく、身体からだのラインが実に綺き麗れいだ。髪かみは後ろでまとめられている。

　化け粧しようも丁てい寧ねいだ。ぱっちりとした瞳ひとみに淡あわい色のリップ、仄ほのかに頬ほおを彩いろどる赤。

　そしてオシャレなサングラス。それが妙みように似合っている。

「加か賀が崎さきさん、久しぶり。最近ぜんぜん様子見に来てくれなかったからさ、寂さびしかったよ」

　由ゆ美み子こは彼かの女じよに笑いかける。

　このばっちり決めた綺き麗れいなお姉さんは、由ゆ美み子このマネージャーである。

　名前は、加か賀が崎さきりんごという。

　声優のマネージャーは、その忙いそがしさゆえに常に声優に付つき添そっているわけではない。

　由ゆ美み子こも直接会うのは久しぶりだった。

　加か賀が崎さきはにっと笑うと、由ゆ美み子この向かいに座すわる。

　外で吸ってきたのか、煙草たばこの匂においがふわりと香かおる。由ゆ美み子こはこの匂においが嫌きらいではなかった。

「ごめんごめん。最近、ちょっと前に入った新人が潰つぶれちゃってな。そいつの担当を何人か面めん倒どう見る羽目になったから、忙いそがしくて忙いそがしくて」

「またぁ？　チョコブラウニーのブラック加減、なんとかならないの？」

「全くだ。あたしもずーっと走りっぱなし。いっそだれかが倒たおれてくれりゃあ話が早いんだが」

　わはは、と恐おそろしいことをあっさり言う。

　そんな物ぶつ騒そうな話をしていると、店員さんが注文を取りにきた。

　メニューも見ずに加か賀が崎さきは口を開く。

「あぁ、あたしはブレンド」

「あ、あたしも同じのください」

　加か賀が崎さきの注文に重ねる。以前はコーヒーをほとんど飲まなかったが、加か賀が崎さきといるときに飲むようになっておいしさがわかり始めた。

「あぁ、由ゆ美み子こ。晩ばん御ご飯はんは食べた？　まだなら好きなもの食べろよ。ここ何でもおいしいし。ガッツリ腹減ってるなら店変えてもいいけど」

「んー。加か賀が崎さきさんが食べるなら食べる」

「りんごちゃんはもう済ましちゃったんだな。遠えん慮りよはするなよ。こういうときに喰くっとけ」

「あぁじゃあいいよ。どっちにしろ、ママの分は作らなきゃいけないし。ありがとね」

「いい女だねぇ……、あ、すみません。じゃあ以上で」

　店員さんが離はなれてから、加か賀が崎さきはゆっくりと口を開く。

「由ゆ美み子こ、仕事決まったぞ」

「やたっ」

　小さくガッツポーズを取った。

　予想はしていたが、実際に口にしてもらえるとちゃんと喜べる。

　頑がん張ばってオーディションを受けた甲か斐いがあった。

「どれどれ？　どの役に受かったの？」

　由ゆ美み子こは顔をほころばせながら、加か賀が崎さきをせっつく。

　加か賀が崎さきは微ほほ笑えましいものを見るような目を向けたあと、手帳を取り出して口を開いた。

「えー、秋放送開始予定のテレビアニメ『紫むらさき色いろの空そらの下した』の三女、西さい園おん寺じアキ役だ」

「え、マジ!?　準主役じゃん！」

『紫むらさき色いろの空そらの下した』は深夜に放送されるヒロインアニメで、三さん姉し妹まいの物語だ。

　主人公は長女の西さい園おん寺じハルだが、次女、三女ともに準主役といっていいキャラクターだ。

　つまり良いい役。

　わざわざ加か賀が崎さきが直接伝えにきてくれたのだから、それなりに良いい役だとは思っていたが、ここまでとは思わなかった。

　由ゆ美み子こが浮うかれている間にも、加か賀が崎さきは話を進めていく。

「当初の予定通り、オープニング曲もメインキャスト三人でユニットを組んで録とるから。イベントや特番もあるから、その辺も意識しておいてくれ」

　やはり大きな仕事だ。忙いそがしくなってきた、とまでは言えないが、すごく嬉うれしい。

「あ、そうだ！　ほかのふたりはだれに決まったの？」

　これも重要だ。

　これからしばらくは行動をともにする声優ふたり、それがだれなのかはもちろん気になる。

　加か賀が崎さきは手帳に視線を落としたまま、あっさりと言った。

「主人公の西さい園おん寺じハル役は、桜さくら並なみ木き乙おと女め」

「噓うそぉ!?」

　裏返った声が店の中に響ひびいてしまい、由ゆ美み子こは慌あわてて口を手で押さえた。

　今や、桜さくら並なみ木き乙おと女めは人気声優であり、どこにでも引っ張りだこだ。彼かの女じよとユニットを組みたい声優なんてごまんといるだろう。

　あの夕ゆう姫ひめでさえ、桜さくら並なみ木き乙おと女めの人気の前では容易たやすく吹ふき飛とぶ。

　やすやすは言うまでもない。

　由ゆ美み子こが絶句している間に、店員さんがブレンドを置いていった。

「……いただきます」

　落ち着くためにカップを手に取る。

　口に含ふくむと、心ここ地ちよい苦みが熱とともに口の中を転がり、香かおりが一気に広がっていく。

　おいしい。ちょっと落ち着いた。

「乙おと女め姉さんかぁ……。あたしは嬉うれしいけど、スケジュール大丈夫なのかな」

「知らん。まぁ事務所も売れるときに売っておきたいから、相当詰つめ込こんでるんだろうよ」

　そう言ってから、加か賀が崎さきもコーヒーを口に含ふくんだ。

　この業界は人気商売だ。声優側も人気のあるうちに仕事をこなしたいし、制作側も人気があって露ろ出しゆつの多い声優を使いたがる。結果的に多た忙ぼうになる。

　それはきっとありがたいことだろうけど、乙おと女めは大だい丈じよう夫ぶだろうか。

　ただ、打算的にも私情的にも、彼かの女じよと仕事ができるのは嬉うれしい。

　ユニット活動に勢いが出るし、彼かの女じよに会うのは純じゆん粋すいに楽しい。いいこと尽づくしだ。

　しかし、そんな由ゆ美み子この気持ちに水を差すように、加か賀が崎さきは言葉を続けた。

「次女の西さい園おん寺じナツ役は、夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひ」

「──────」

「どうした」

　急に黙だまり込こんだ由ゆ美み子こに、加か賀が崎さきが訝いぶかし気げに声を掛かける。

　由ゆ美み子こは、考えがまとまらないまま、思ったことを口にした。

「……これ。あたし、実力で選ばれたのかな」

　疑問に思ったのはそこだ。

　桜さくら並なみ木き乙おと女めと夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひに並んで、歌うた種たねやすみが立っていることに違い和わ感かんを覚えた。

　歌うた種たねやすみは、夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひや桜さくら並なみ木き乙おと女めと肩かたを並べる実力も人気もない。

　こう言ってはなんだが、『西さい園おん寺じアキ役は歌うた種たねやすみしかいない！』と言える演技がオーディションでできたとも思えない。

　しかし、実力以外のところが考こう慮りよされているならば。

「どうだろうな。そう疑問に感じたってことは、由ゆ美み子こにも思うところはあるんだろ。でもそれは、考えて答えが出ることでもないし」

　加か賀が崎さきは素っ気なく言ってから、コーヒーを口にする。「ただまぁ」と続けた。

「あのふたりと遜そん色しよくないアイドル声優が欲ほしかった、というのはあるかもしれない。見た目ならお前は負けてないよ。並べば華はなも出るだろう。イベントやら特番やらで露ろ出しゆつが多いのが前提の仕事だ。『見た目が良くて動ける奴やつ』だってことを評価された可能性はある」

　カップの中に視線を落としながら、加か賀が崎さきは続ける。

「それにお前は、桜さくら並なみ木きとプライベートで仲が良いいし、夕ゆう暮ぐれとはラジオもやっている。声優ファンはそういう関係性が好きなのも多いからな。その辺りも関係しているかもしれない」

　カップをテーブルに置いてから、加か賀が崎さきは無む慈じ悲ひに淡たん々たんと言った。

　見た目が良いいから。

　ほかの声優と仲が良いいから。

　由ゆ美み子こがこの仕事を取れたのは、そこが重要視されたから。

　なんだそれ、と思う。

　演技でも何でもないところを評価されても困るし、惨みじめになるだけだ。

　千ち佳かを思う。ともにラジオをやり、今回は同じアニメに同等の役で出演する。

　少しは差が縮まったと思ったのは気のせいで、遥はるか先に彼かの女じよはいる。

　せっかく大きな仕事がきたのに、こんな気持ちになるなんて。

　けれど。

　由ゆ美み子こは熱いコーヒーをぐっと飲む。上品な香かおりを乱暴に押おし込こめる。

　カップをテーブルに戻もどしてから、ふぅ、と息を吐はいた。

「……見た目でも関係性でも何でもいい。仕事は仕事。これで評価されたらあたしのものだ」

「良い子だ」

　加か賀が崎さきは嬉うれしそうに笑う。

　きっかけは何であれ、これがチャンスなのは間ま違ちがいない。

　今の自分に分不相応な仕事でも、それを糧かてにすればいいだけの話だ。

　加か賀が崎さきは手帳に視線を戻もどすと、ページを捲めくりながら口を開く。

「それと、オープニング曲のリリースイベントも決まった。ミニライブをやるから、体調には普ふ段だん以上に気を遣つかってくれ。箱はもう押おさえたからな。スケジュールも三人とも押おさえた」

「へ？　リリイベ？」

　突とつ然ぜんの話に面めん食くらう。

　そんな由ゆ美み子こを知ってか知らずか、加か賀が崎さきはリリイベの日付と会場を伝える。

「は？　そんなでっかいとこでやるの!?」

　会場の規模を聞いて、つい大きな声が出てしまった。

　このアニメは現段階ではどう転がるかわからない。成功するかは未知数だ。

　そんなアニメの主題歌のリリイベで押おさえる会場ではない。

　しかし、加か賀が崎さきはしれっと「桜さくら並なみ木きがいるんだから埋うまるだろ」と言う。

「まだ確定じゃないけど、イベントの数も増えると思う。最初の露ろ出しゆつを増やして、アニメが終わったあとも活動できるのが理想だな」

「……加か賀が崎さきさん、なんかやった？」

　加か賀が崎さきはわずかに笑えみを作ったが、何も言わずにカップを口に運ぶ。

　ゆっくりと味わってから、口を開いた。

「コネと貸しっていうのはな、多ければ多いほど役に立つんだ」

　……なにかやった、らしい。

　チョコブラウニーで加か賀が崎さきりんごは当たりマネージャーと呼ばれているが、こういうときは本当に実感する。

「今の評価がどうであれ、ユニットを組んで一番得をするのは由ゆ美み子こだからな。頑がん張ばりたくもなる。どうせなら、お前がふたりを喰くっちまえ」

　加か賀が崎さきは頬ほお杖づえを突つきながら、指先を由ゆ美み子こに向けた。彼かの女じよの言葉にはっとする。

　あのふたりに挟はさまれれば、間違いなく由ゆ美み子この知名度は上がる。

　プライドのない言い方をすれば、人気に乗っかれる。

　加か賀が崎さきはそのチャンスを最大限に活いかそうとしている。

「まだ三年目とはいえ、それにしたってお前はぱっとしないよな。あたしからすると、声も演技も歌も、悪くないと思うんだが。あとはきっかけだけだと、りんごちゃんは思うんだな」

　加か賀が崎さきは静かにそう言う。

　彼かの女じよはそのきっかけを作ろうとしている。

　胸がきゅっとなり、そこまでしてくれることに心が震ふるえる。

　加か賀が崎さきさん、と名を呼ぶと、彼かの女じよはまっすぐに由ゆ美み子こを見み据すえた。

「逆に言えば、ここまでやってダメならあとキッツいぞ。四年目からは景色が変わる。若さぶん回して土台作れなきゃ、あとは先細りだ。ラジオだってあんま上う手まくいってないんだろ。踏ふん張ばれよ」

「うぐ……」

　容よう赦しやない叱しつ咤たに声が詰つまる。

　事実を突つきつけられて、違ちがう意味で胸が苦しくなる。

　アイドル声優の寿じゆ命みようは短く、環かん境きようは過か酷こくだ。

　新人声優はギャラが安いので使ってもらえやすいが、それもせいぜい三年目まで。

　そのあとはほかの声優と並びで扱あつかわれる。途と端たん、使われなくなるのは珍めずらしい話ではない。

「が、がんばりまっす」

　ほどほどにな、と加か賀が崎さきは笑った。







「おらー！　由ゆ美み子こー！　往生せぇやー！」

「げぇふっ！」

　若わか菜なに腹へのタックルを決められ、床ゆかに押おし倒たおされた。

　その衝しよう撃げきたるや筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたく、手からバスケットボールが落ちて転がる。

　対して若わか菜なは、転がったボールを拾い上げ、そのまま走り去ろうとする。

「審しん判ぱん！　しんぱーん！　今の完全に反則！　レッドカードレッドカード！」

「ノーノー、今のは面おも白しろかったから審しん判ぱん的てきにはノーファウル」

「それにバスケは五ファウルで退場だから、若わか菜なはあと五回は由ゆ美み子こにタックルできる」

「マジ!?　バスケのルール決めたやつ頭イカれてんな！」

　今は体育の時間だ。男子は外で女子は体育館で授業を行っている。

　一応、バスケをすることになっているが、ほとんど自由時間だ。

　適当にチームを組んで適当にボールを取り合っている。

「っしゃー！　わたしたちの勝ちね！　次のチーム掛かかってこーい！」

　若わか菜ながゴールを決めたあと、そんなことを吠ほえていた。

　元気だなぁ、と笑いながら、由ゆ美み子こはコートから出ていく。いつの間にかこっちのチームが負けていたらしい。

　あとはもうダラダラしていようかな、と辺りを見み渡わたす。

　すると、気になる奴やつの姿が目に入った。

　千ち佳かが体たい操そう座ずわりで退たい屈くつそうに試合を見ていた。何気なさを装よそおって、黙だまってその隣となりに座すわる。

　千ち佳かはこちらをちらりと見たが、口を開くことも目を合わせることもなかった。

「仕事の話、聞いた？」

　由ゆ美み子こも試合に目を向けながら、千ち佳かにだけ聞こえる声量で囁ささやく。

『紫むらさき色いろの空そらの下した』の話を千ち佳かが既すでに聞いていれば、これだけで通じるはずだ。

「あなたがわたしの妹になるっていう話？」

「合ってるけど、嫌いやな言い方するなぁ……」

　千ち佳かが次女役で由ゆ美み子こが三女役、確かに妹で間ま違ちがいないのだが。

「聞いているわ。アニメの収録だけじゃなく、随ずい分ぶんイベントもやるみたいね」

　彼かの女じよは淡たん々たんと言う。そこに昂こう揚ようは見られない。

　喜びを隠かくしているのか、それとも喜ぶに足る仕事ではないのか。

　千ち佳かがこんな調子なのに自分だけはしゃぐのも虚むなしく、何となく黙だまり込こんでしまう。

　千ち佳かの方から小さなため息が聞こえた。

「なに。どうかしたの」

　ぞんざいに尋たずねると、彼かの女じよはため息を吐ついていたことに今気付いたらしい。

　ばつが悪そうに視線を彷徨さまよわせる。

「あたしと共演するのがそんなに嫌いやかいね」

「いえ、そうじゃないわ。ううん、あなたといっしょにいるのはもちろん嫌いやだけれど。そうじゃなくて、イベントが嫌いやなの。人前に出ていって、歌ったり踊おどったりするのが嫌いやなだけ。あんなの、声優の仕事じゃないでしょう。もううんざりなのよ、アイドル声優だなんて……」

　千ち佳かのこれは、ただの愚ぐ痴ちだ。

　ぽろりとこぼしただけの、深く考えずに言ったただの愚ぐ痴ち。

　彼かの女じよの言うことがわからないわけではない。

　声優なのにアイドル扱あつかいされるのは変だろう、と思うこと自体は。

　声で演技をする仕事なのに、顔や立ち振ふる舞まい方が重視され、露ろ出しゆつは多ければ多いほど喜ばれる。発言には気を遣つかい、男の気配は完全に消す。恋こい人びとなんて以もつての外ほかだ。

　そこを間ま違ちがえれば仕事を失うことだってある。

　おかしな話だ。

　作品に声を吹ふき込こむことに憧あこがれたのに、要求されるのは声以外のコトばかり。

　そこに全く疑問がないわけではない。

「……そういうことは。言っちゃダメでしょ」

　だから飲のみ込こもうと思った。彼かの女じよはただちょっと愚ぐ痴ちっただけだ。本気で言っているわけではないだろう。……もし本気だとしても、それは由ゆ美み子こが指し摘てきするようなことじゃない。

　けれど、言わずにはいられなかった。

「否定はしちゃダメでしょ。渡わた辺なべがそういう仕事を苦手だってのはわかるけど、『あんなの』って言い方はダメ。今のあたしらがいるのは、そういう仕事をやってきたからだし、支えてくれる人たちができたからでしょ。否定すんのは、ない」

　それに、と続ける。

「たくさんの人に熱を与あたえられる、すごい仕事だと思うよ。あたしには尊敬してる先せん輩ぱいだってたくさんいる。その人たちを指して、『あんなの』って言うならさすがに軽けい蔑べつする」

　言うべきことじゃないと思っているのに、気付けば吐はき出だしていた。

　注意してどうする。指し摘てきしてどうする。

　自分たちはそんな間あいだ柄がらか？　だから、黙だまっているはずだったのに。

　千ち佳かは驚おどろいた表情を浮うかべて、ただただ由ゆ美み子この話を聞いていた。

　思うところがあったのか、千ち佳かはきゅっと膝ひざを抱かかえる。

「……ごめんなさい。失言だった。仕事に対して取っていい態度じゃない。あなたが正しい」

「いや……、あたしの方こそ、ごめん」

「……？　佐さ藤とうは謝あやまる必要はないでしょう」

　千ち佳かは首を傾かしげるが、由ゆ美み子こには自覚がある。

　押おしつけがましい願望だとも思う。

　由ゆ美み子こは単に、夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひにそんな言葉を言ってほしくなかっただけなのだ。

「……あなたはアイドル声優の仕事、好き？」

　そっと身体からだを寄せてから、千ち佳かはそう尋たずねてくる。

　少しだけ考えてから、由ゆ美み子こは答えた。

「割と好きだよ。歌うのも踊おどるのも」

「ふうん。……そっか」

　そんなことをひそひそと話していると、「ねぇ、由ゆ美み子こー」と若わか菜なが駆かけ寄よってきた。

「ひとり抜ぬけちゃった！　足りないから由ゆ美み子こ入ってよー」

「あー……、あたしはいいから、こいつ連れて行っちゃってよ」

「は？」

　千ち佳かの肩かたを叩たたく。

　すると、彼かの女じよは「何言ってんだこいつ」と言わんばかりの表情を由ゆ美み子こに向けた。

　しかし、若わか菜なはその表情を全く気にすることなく、千ち佳かの腕うでを引っ張っていく。

「おー、渡わた辺なべちゃんか。じゃあ来て来て！」

「え、あ、ちょ、ちょっとまって……」

　転びそうになりながら強ごう引いんに連れて行かれた千ち佳かに、ふりふりと手を振ふってやる。

　彼かの女じよがコートに入ると、すぐに試合が始まった。「なぜこんなことに？」という表情を浮うかべながら、千ち佳かは懸けん命めいにボールを追いかける。

　動きが異様なまでに固い。

　パスを顔面でキャッチして、「びゃっ」という悲鳴が彼かの女じよの口から飛び出した。

「あいつ、あれでどんくさいよな……」

　渡わた辺なべちゃんどんまーい、という声を聴ききながら、由ゆ美み子こは彼かの女じよたちの試合を眺ながめていた。







　待ち望んだ『紫むらさき色いろの空そらの下した』の初めての収録は、日曜日に行われた。

　アニメの放映日も近付き、第一話の先行上映会や番組前の生放送、トークショーにミニライブなど、様々なイベントが目め白じろ押おしだ。

　ユニットで歌うオープニング曲は、既すでにレコーディングを終えた。

　今日のアフレコ収録もそうだが、徐じよ々じよに始まっていく感じが堪たまらない。

　乙おと女めと会えることもあり、うきうきで電車から降りた。

　この駅で降りる人は少なく、隣となりの車両から降りたのもひとりだけ。

　そこで、はたと目が合う。やけに目つきの悪い女だった。

「……………………。おはよう」

「……………………。おはよ」

　隣となりの車両から降りてきたのは、夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひこと渡わた辺なべ千ち佳か。

　どうやら同じ電車に乗り合わせたようだ。

　ばったり会ったのに離はなれて歩くのもわざとらしく、ふたり並んでスタジオに向かった。

　彼かの女じよは白いブラウスにデニムというシンプルな出いで立たちで、大きめのトートバッグを肩かたから下げていた。シンプルコーデというよりは、単に楽をしただけだろう。顔もすっぴんだ。

　由ゆ美み子こは普ふ段だん通り。

　学校に行くときと変わりなく、制服姿でメイクもしっかりしている。

　千ち佳かは由ゆ美み子この格好を眺ながめ、怪け訝げんそうな表情を浮うかべた。

「あなた、なんで休みなのに制服……」

　そう言いかけて、途と中ちゆうで止める。

　口元に手を当てて、しばらく考かんがえ込こんだあと、おずおずと口を開いた。

「あなたが嫌いやな気持ちにならないなら、服、買ってあげましょうか……？」

「おいバカやめろ。普ふ段だん着ぎがないほど貧びん乏ぼうじゃないわ。初めての現場で初対面の人もいるから、制服の方が都合いいの」

　由ゆ美み子この言葉にほっとした顔をする千ち佳か。しかし、すぐに小首をかしげる。

　なんで都合がいいの？　という疑問が顔に書いてある。

「印象に残るから、覚えてもらいやすいでしょ」

「まぁ……。でも、現場に制服を着ていったら、妙みようにいじられない？　あれ苦手なんだけど」

「それがいいんじゃん。会話のきっかけになるんだから」

「はぁ……」

　千ち佳かは気の抜ぬけた返事をする。

　しかし、何かを思いついたようで、こちらに身体からだを寄せてきた。ぼそぼそと囁ささやいてくる。

「……ねぇ佐さ藤とう。挨あい拶さつする先せん輩ぱいが初対面かどうかわからなくなったとき、あなたどうしてる？」

「あぁ……、声優あるある？　この人、前に挨あい拶さつしたっけ、どうだっけってなるっていう」

　現場では、後こう輩はいが先せん輩ぱいにひとりひとり挨あい拶さつをする。

　面識があるなら簡単な挨あい拶さつになるけれど、初対面なら相応の挨あい拶さつになる。

　しかし、面識の有う無むを忘れてしまったら。

「そう。面識があるのに、『初めまして』って挨あい拶さつしちゃったり……。どう対応してる？」

「あたし、会って話したなら、もう忘れないからなぁ」

「……………………」

　由ゆ美み子この言葉に、千ち佳かは呆ほうけたような表情を浮うかべた。

　それがすぐに歪ゆがむと、本当に嫌いやそうに「ちっ」と大きな舌打ちをする。

「出たわ。あなたのそういうところ、本当に嫌きらい」

「あたし何で今キレられてるの」

　機き嫌げんを悪くし、歩行速度を速める千ち佳かに、不本意ながらもついていく。

　スタジオにはすぐに着いた。

　まずは挨あい拶さつ。

　ほかのキャストとスタッフに挨あい拶さつして回り、軽く談笑してから収録ブースに入っていく。

　ゴツい取っ手の防音ドアを開けた。

　収録ブースはかなり広い。壁かべ際ぎわに大きなモニターが三つ設置されていて、手前にはマイクが四本並ぶ。壁かべの一面はガラス張りだから、調整室は見えるが、どこか圧あつ迫ぱく感かんがあった。

　ブースの周りを囲うように椅い子すが配置されている。所いわ謂ゆるコの字型だ。

　先に入っていたのは千ち佳かだけで、ほかにはまだだれもいない。

　彼かの女じよは椅い子すに腰こしかけて、台本に目を通していた。座すわっているのは真ん中の席だ。

　さすが〝夕ゆう姫ひめ〟。

　モニターがよく見える真ん中の席は、セリフの多いキャラや大おお御ご所しよが座すわる。

　由ゆ美み子こが座すわるのはいつも端はしの方だ。

　……あいつは真ん中に座すわるのも、珍めずらしくないんだろうなぁ。

　羨うらやましく思いながら、由ゆ美み子こはいつもと同じように端はしへ座すわった。

「ちょっと。あなたはこっちでしょう」

　千ち佳かはそう言いながら、自分の隣となりをぽんぽんと叩たたく。

　彼かの女じよの思いがけぬ言葉に、由ゆ美み子この身体からだが硬かたくなった。ぷるぷると首を振ふる。

「い、いや。そこはセリフ多い人が座すわる席でしょ」

「主役の桜さくら並なみ木きさんの次にセリフが多いのは、わたしと佐さ藤とうでしょうに。大おお御ご所しよが来るわけでもなし、何度も立ち上がるんだからこっち来なさいな」

「あー……、そ、そっか」

　ぽりぽりと頬ほおを掻かいてから、千ち佳かの隣となりにそっと座すわる。

　正面のモニターとマイクを見ながら、あぁ確かにここはやりやすい、と思った。

　隣となりの千ち佳かを見ると、彼かの女じよは台本に意識を戻もどしていた。ぎっしりとメモ書きされた台本だ。

　千ち佳かは落ち着いている。

　その姿はちょっとだけ、本当にちょっとだけ、格好良かった。

「おはようございます」

　挨あい拶さつとともに、とても綺き麗れいなお姉さんが入ってくる。

　やわらかい雰ふん囲い気きの、見み惚とれるような美人だった。艶つやのある髪かみは長く、腰こしにまで伸のびている。体型はすらりとしていて、それでいて女性らしい丸みがあった。

「乙おと女め姉ねえさん！」

　由ゆ美み子こが彼かの女じよ──桜さくら並なみ木き乙おと女めの元に寄っていくと、彼かの女じよは頬ほおを緩ゆるめた。

　互たがいに手を握にぎり合ってきゃいきゃいと笑う。

「おはよう、やすみちゃん。現場で会うのは久しぶりだね」

「やー、ホントだね。ＣＤのレコーディングでも会えなかったしね」

　アニメのアフレコと違ちがい、ゲームやＣＤの収録は個々で行う場合が多い。

　ユニットとは言いつつも、乙おと女めとも千ち佳かともいっしょに収録したわけではなかった。

「でも、これからイベントもあるし、やすみちゃんといっしょの仕事も多いね。嬉うれしい」

「あたしもあたしも。ねぇ、また今度どこかに……、ん？」

　乙おと女めの目の下にクマを見つける。

　メイクで隠かくそうとしているが、完全には消せていない。

「姉さん、疲つかれてる？　仕事、忙いそがしすぎるんじゃないの？」

「え？　あー、大だい丈じよう夫ぶ。ちょっと寝ね不ぶ足そくなだけで、元気だよ」

　乙おと女めは笑いながら、両りよう腕うでで力こぶを作るポーズを取る。

「お久しぶりです」

「あ、夕ゆう陽ひちゃん。久しぶり。元気だった？」

　千ち佳かが挨あい拶さつしに来ると、乙おと女めは表情をぱっと明るくさせた。

「あー、ふたりは面識あるんだ？」

「そうだね。最近は結構いっしょになることも多いよ」

　乙おと女めが嬉うれしそうに笑い、千ち佳かは頷うなずく。

　それもそうか、と思う。乙おと女めは言わずもがな、千ち佳かも出演作をぐんぐん増やしている。

　バッティングすることは多いだろう。

　反面、由ゆ美み子こは乙おと女めとも千ち佳かとも現場で会うことはほとんどない。

「…………………………」

　考えても仕方ないことだ。

　そうわかっているものの、心の中に黒いもやがかかる。焦あせりと嫉しつ妬とが顔を出す。

　頭の中に、加か賀が崎さきの声が響ひびいた。

『逆に言えば、ここまでやってダメならあとキッツいぞ。四年目からは景色が変わる。若さぶん回して土台作れなきゃ、あとは先細りだ』

　乙おと女めは言うまでもなく、千ち佳かもしっかりとした土台を作っている。まだ二年目なのに。三年目の自分の足場はこんなにも脆もろく、今すぐにでも崩くずれそうなのに。

　彼かの女じよはどんどん前に進み、自分は足あし踏ぶみするばかりだ。

　……嫉しつ妬としたところで、何か状じよう況きようが変わるわけでもないのに。ひとり自己嫌けん悪おに陥おちいった。







　収録が始まった瞬しゆん間かん、ブース内の空気がカチリと切きり替かわる。場を緊きん張ちよう感かんが支配する。

　モニターには既すでに映像が流れていた。

『紫むらさき色いろの空そらの下した』の第一話だ。

　由ゆ美み子こはそれを見ながら、マイクの前に立つ。

　由ゆ美み子こがマイクの前で声を出せば、その声がアニメに吹ふき込こまれる。

　当然と言えば当然なのだが、何だか不可思議で、別世界の出来事のように感じられた。

　そう思うのは、目の前の映像が普ふ段だん観みるアニメとかけ離はなれているから……、かもしれない。

　未完成なのだ。

　今流れているのは下絵の状態で、とてもアニメーションとは言えない代しろ物ものだ。

　アニメ制作は常に時間に追われていて、アフレコ時に映像が完成していないことも多い。

　映像では主人公である西さい園おん寺じハルが眠ねむっている。簡単な絵で、背景もない。

　未完成なその世界に、桜さくら並なみ木き乙おと女めは本物を注そそぎ込こむ。

「すぅ……、すぅ……」

　わかりやすくも大おお袈げ裟さではない寝ね息いきが、乙おと女めの口から発せられる。

　彼かの女じよは一番左のマイクの前に立ち、台本と映像を交こう互ごに見ていた。

　映像は目覚まし時計のアップ。

　アラームが鳴なり響ひびくシーンだが、効果音は入っていないし、ＢＧＭもない。

　ここに浮うかぶ音は演者の声のみで、それ以外はノイズだ。

　ほんの些さ細さいな音でも、マイクに入れば録とり直なおしになってしまう。

　席を立つときも、マイクの前で入いれ替かわるときも、とにかく静かに迅じん速そくに。咳せきもくしゃみも抑おさえ込こみ、ページを捲めくる音さえ出さない。

　ブース内に響ひびくのは、キャストの演技。それだけだ。

「ん、んん……、んー……。あー……、もう朝……？　うーん……！」

　乙おと女めがマイクに声を乗せる。

　ハルが寝ねぼけながらも身体からだを起こし、伸のびをする。その一連の演技を声だけで表現する。

　未完成の映像が色を帯びていく。

　そう思わせるほど、彼かの女じよの演技には熱があった。

　彼かの女じよは実際に伸のびをしながら声を出し、ほかのセリフも身体からだを動かしながら口にしている。

「ハルちゃん、おはよ！　もー、まだ寝ね惚ぼけているの？　ほら、シャキッとして！」

「ハルお姉ちゃん。ご飯、できてる。早く着き替がえて」

　立て続けに、千ち佳かの演じる西さい園おん寺じナツ、由ゆ美み子この演じる西さい園おん寺じアキが登場した。

　隣となりの千ち佳かが声を発したあと、続いて由ゆ美み子こが役を演じる。

　不思議な光景だった。彼かの女じよもそう思っているかもしれない。

　学校ではただのクラスメイトである千ち佳かと、こうしてマイクの前で違ちがう人物を演じている。

　普ふ段だんとは程ほど遠とおい、元気で可か愛わいらしい声が千ち佳かの口から飛び出していく。手を軽く動かしながら表情を変え、しっかりと感情を乗せていた。

　由ゆ美み子こは由ゆ美み子こで、とても静かで抑よく揚ようのない喋しやべり方だ。いつもとは全く違ちがう。

　ふたりとも、別人だ。

　千ち佳かは本当に声優なのだ。

　そして、自分も。

　乙おと女めが演じる天然の長女、西さい園おん寺じハル。夕ゆう陽ひが演じるしっかり者で元気な次女、西さい園おん寺じナツ。やすみが演じる物静かな三女、西さい園おん寺じアキ。

　この三人を中心に、アフレコは進んでいく。

　収録は途と中ちゆうまでつつがなく進行した。

　いや、最後まで問題なく収録は終わったと言っていい。

　引ひっ掛かかったのは、あくまで由ゆ美み子こ個人の問題だ。

　問題のシーンは、第一話のクライマックス。

　長女のハルと、次女のナツが大おお喧げん嘩かをするシーン。

　彼かの女じよたちの決別が、『紫むらさき色いろの空そらの下した』の始まりと言える。とても重要な場面だ。

　アキはこのシーンには登場しないので、椅い子すに座すわって彼かの女じよたちの演技を見る。

　勉強させてもらおう。

　……そう思っていたのに。

　由ゆ美み子こは心を奪うばわれてしまった。

　千ち佳かの、演技にだ。

「ハルちゃんは、お姉ちゃんは、ずっとそうだよ！　いつもいつも、昔からそうやって笑ってごまかして！　いいところばかりもらって！　損をするのはいつもわたし！　わたしばっかりだよ！　もう、もう、うんざりだよ……。なんで、あなたが、わたしのお姉ちゃんなの……！」

　千ち佳かはマイクの前で、力いっぱいに感情を表す。

　声が徐じよ々じよに弱まり、震ふるえ始め、最後には涙なみだ声ごえに変わった。

　ナツが隠かくしていた不満や劣れつ等とう感かんが噴ふき出だし、抑おさえられなくなる。

　声の移り変わりで、内包する感情の渦うずがひしひしと伝わった。

　完成度の高さに、格の違ちがいを知った。

　悔くやしさに声が漏もれそうになる。

　負けたくないのに、という想おもいが溢あふれてどうにかなりそうだった。

　──そう、負けたくない。由ゆ美み子こは初めてそれを強く自覚した。

　そして、その整理がつかないうちに、今度は乙おと女めのセリフとなる。

「──あぁ。本当に。なんで、わたしが姉なんでしょうか」

　……ぞくりとした。収録中でなければ、声を上げていたところだ。

　ハルは雨に打たれながら、後こう悔かいをする。

　妹のことだけではなく、彼かの女じよが彼かの女じよ自じ身しんに深く失望するというシーンだ。

　セリフは淡たん白ぱくで短く、感情が出ないようにしながらも声は小さく震ふるえている。

　絶ぜつ妙みようなバランスだった。

　そのあとに、耐たえ切れずに泣き出すハルの声は、聴きいているこちらが辛つらくなるほどだった。

　……由ゆ美み子こはここまでできない。泣く演技だけでなく。

　乙おと女めのような演技も、千ち佳かのような演技も。







　収録後、メインキャスト三人は放映前特番の軽い打ち合わせを行った。

　それを終えてスタジオから出ると、乙おと女めが「ごめんね、遅おくれそうだから先に行くね！　タクシー、タクシー！」とぱたぱた手を振ふりながら走り去っていった。

　慌あわただしい。普ふ段だんはむしろ、のんびりした人なのだが。

　千ち佳かと並んで駅に向かう。

　特に会話らしい会話もなかったが、元より仲良く話すような間あいだ柄がらでもない。

　だから黙だまって歩いていたのだが、彼かの女じよがぼそりと呟つぶやいた。

「……演技。よかったわね」

　由ゆ美み子こもそれは感じていたので、明るく言葉を返した。

「あぁ、乙おと女め姉ねえさん？　なー、よかったよなぁ。やっぱ姉ねえさんはすごい」

　素す直なおにそのまま口にしたが、千ち佳かはなぜだか釈しやく然ぜんとしない様子だった。

　なぜだ。そっちから話を振ふってきたのに。

　由ゆ美み子こは疑問に感じたが、千ち佳かは話題の矛ほこ先さきを変えてしまう。

「……あなた、なぜ桜さくら並なみ木きさんのことを『姉ねえさん』なんて呼んでいるの？」

「初めて共演したときのあたしのキャラが、乙おと女め姉ねえさんのキャラの妹分だったの。『姉ねえさん』って呼ぶキャラ。マネして呼んでたら定着しちゃった」

「あぁ……、アレでしょ。『とらべる★ういんたーず』。オープニングがとても良いいわよね」

「……オープニングって、あたしも歌ってるんだけど」

「歌じゃなくて作画の方」

　素っ気なく言う千ち佳かに、なんだよ、と舌打ちしそうになる。

「桜さくら並なみ木きさんがあの作品でそう呼ばれるなら、今回でわたしもあなたにお姉ちゃんって呼ばれるわけ？　虫むし唾ずが走るわね。訴うつたえるわよ」

「勝手に盛り上がって裁判沙ざ汰たにするのやめてくれる？」

　程ほどなくして駅まで着いた。

　ホームに向かおうとすると、千ち佳かが「わたしこっちだから」と逆方向を指差す。

「あぁそうなの？　家、そっち方向？」

「そうじゃないわ。次の収録があるから」

　さらりと返され、不用意なことを言った自分を恨うらんだ。

　由ゆ美み子こはさっきの収録で今日の仕事は終わりだ。

　ふぅ、と聞こえないように息を吐はく。

　由ゆ美み子こは自然な声こわ色いろを心こころ掛がけ、軽く手を挙げた。

「そか。じゃ、収録頑がん張ばって。お姉ちゃん」

「えぇ。それじゃ。ちなみに言っておくけど、あなたのほうが誕生日早いからね」

　千ち佳かが背を向けて、反対方向のホームに歩いていく。

　由ゆ美み子こも同じように歩き出した。

　家に帰ったら二話の台本をチェックし直して、いっぱい練習しよう。

　それと、ライブの振ふり付つけもいっぱいいっぱい練習しよう。

　今、現時点で彼かの女じよたちに勝っているのは、使える時間の多さだ。

　情けない話ではある。

　けれど、その時間を使ってクオリティを上げるのは間ま違ちがいではないはず。

　千ち佳かに負けたくない、と思う。

　追いつきたい、と思う。

　だから今できることをしっかりやろう。そう気合を入れた。







「ご、ごめん、やすみちゃんっ。ちょ、ちょっと急いで出なきゃだから、ええと……」

　いつものラジオ収録前、打ち合わせのための会議室。

　由ゆ美み子こと朝あさ加かはとりとめのない会話をしていたが、朝あさ加かに電話が掛かかって来た途と端たん、彼かの女じよの表情が一変した。

　どうやらトラブルらしい。

　けれど今からラジオの収録もあるし、どうすればいいのか迷っているようだ。

「こっちは大だい丈じよう夫ぶだから行っておいでよ。ほかのスタッフさんが来たら、事情話しておくからさ。何かあったらスマホに連れん絡らく入れる」

「うわぁ、ありがとう、やすみちゃん！　愛してる！」

　彼かの女じよは愛の言葉を叫さけぶと、急いで会議室から出ていった。

　大変だなぁ、と苦笑いを浮うかべる。

「……暇ひまになっちゃったな。宿題、片付けておこっかな……」

　スクールバッグを引き寄せ、中を見る。

　むっ、と声が出た。

「……白箱、事務所でもらってから入れっぱなしだった」

　取り出したのは、一枚のブルーレイディスク。

　この中には、まだ未放送の『紫むらさき色いろの空そらの下した』の第一話が記録されている。

　白箱。──映像業界で作品が完成した際、スタッフの確かく認にん用に配布されるものだ。

『紫むらさき色いろの空そらの下した』の本放送はまだ先だが、第一話はイベントで先行上映することが決定していた。そのため、第一話だけかなり早めに完成している。

　学校帰りに事務所に寄った際、その白箱をもらったが、鞄かばんに入れっぱなしにしていた。

　まだ観みていない。

　観みるのが、怖こわかったからだ。

「おはようございます」

「わっ！　おっとっと……！」

　突とつ然ぜんドアが開き、だれかが入ってきた。

　不意を突つかれたせいでブルーレイを落としそうになり、その場でお手玉する。

　何とか落とさずに済み、ほっ、と息を吐はいた。

「……何を遊んでいるの」

　千ち佳かが呆あきれた目を向けてくる。

　こちらは恨うらみがましい視線を返すが、彼かの女じよは気にせずに会議室を見回していた。

「佐さ藤とうだけ？　朝あさ加かさんはまだ来ていないの？」

「あぁ……、なんかトラブったみたいで。もしかしたら、しばらく帰ってこないかも」

　なにそれ、と千ち佳かは眉まゆを顰ひそめる。

　しかし由ゆ美み子この手のものに気が付くと、興味深そうに顔を寄せてきた。

「もしかしてそれ、『紫むらさき色いろの空そらの下した』の白箱？　わたしはもう確かく認にんしたけど、よかったわよ。オープニングとか気合入ってて。わたしは結構前にもらえたけど、佐さ藤とうは今日もらったの？」

　珍めずらしく機き嫌げんがよさそうに、言葉を並べた。

　素す直なおに感想を言う千ち佳かから目を逸そらし、気まずさから黙だまり込こむ。

　目ざとく千ち佳かが何かを察した。

　……こういうところばかり、気が付くんだもんなぁ。

「……いや。あたしも結構前にもらった。鞄かばんに入れっぱなしにして、まだ確かく認にんしてない」

　由ゆ美み子この言葉に、千ち佳かの目がすっと細くなった。少し躊躇ためらいを見せつつも、口を開く。

「……あんまり、こういうことは言いたくないけれど。まだ新人なんだし、横着せずに自分が出た作品は確かく認にんしておいた方がいいんじゃない」

「あぁいや、そうじゃ、なくて。別に面めん倒どうだから観みてないわけじゃなくて……。ん……、渡わた辺なべにはわからないかもしれないけど、観みるのがちょっと怖こわいんだ」

　あまり千ち佳か相手に本音を言いたくないが、下手にごまかすと変な誤解が生まれそうだ。

　手の中のブルーレイを眺ながめながら、独り言のように呟つぶやく。

「あたしはこれ、久しぶりに大きな役だから。久しぶりのチャンスだから。失敗してたら、目も当てられない。もちろん全力でやったけど……、ちゃんとできたか、って答え合わせをするのは、怖こわい。観みられない。情けないかもしれないけど」

　だから、鞄かばんの中に入れっぱなしにしていた。

　見て見ぬふりをして、恐きよう怖ふが過ぎ去るのを待つしかなかった。

　由ゆ美み子こは──歌うた種たねやすみは、自信がない。

　そんなものは、オーディションに落ち続けている間に根こそぎ摩ま耗もうしてしまった。

　それにそもそも、由ゆ美み子このキャスティング自体、実力で選ばれたとは言いい難がたいのだ。

「……佐さ藤とう」

　抑よく揚ようのない声が聞こえて、顔を上げる。

　千ち佳かは無表情のまま、感情が乗っていない声で言った。

「あなたのそういうところ、本当に嫌きらい」

　千ち佳かはそれだけ言い残すと、会議室を出て行ってしまった。

「…………………………」

　取り残された由ゆ美み子こは、頭をかしかしと掻かいてため息を吐つく。

　わかってくれと言うつもりはない。

　けれど、やはり千ち佳かには理解できない感情なのだな、と肩かたを落とす。

　自分と彼かの女じよの違ちがいが浮うき彫ぼりになり、それがまた心を締しめ付つける。

　千ち佳かは呆あきれただろうか。それとも、怒おこったのだろうか。

　そんなことすら、わからなかった。

　仕方なく、白箱を鞄かばんに戻もどそうとした、そのときだ。

　勢い良く、バンと扉とびらが開く。千ち佳かが足で扉とびらを開けたらしい。

　その理由は、両手が使えなかったから。

「佐さ藤とう。スタッフさんにプレーヤーを借りてきたわ。今すぐここで観みましょう。どうせ時間はあるんでしょう？」

　千ち佳かは早口にそう述べると、持っていたプレーヤーを机の上に置いた。

　手早く準備を始める彼かの女じよを見て、由ゆ美み子こはぽかんとする。

　しかし、はっと我に返ると慌あわてて千ち佳かの手を掴つかんだ。

「ま、待てって。なんでそんな話になるの。話聞いてた？　あたしは……」

「あなたこそ、やっぱりわたしの話を聞いてなかったのね」

　千ち佳かは鋭するどい眼光をこちらに向けて、怒おこったように睨にらんできた。

「わたしは第一話の収録のあと、あなたに言ったわ。あなたはわかっていなかったけれど、別にいいか、とも思った。観みればわかることだから。でも、観みなかったら確かく認にんしようがない」

　千ち佳かは由ゆ美み子この手から白箱を取り上げ、押おし付つけてくる。

　自分で入れろ。そう言いたいらしい。

　千ち佳かは押おし付つける力を緩ゆるめることなく、はっきりと言う。

「あのとき、わたしは『あなたの演技、よかったわね』って言ったのよ」

「…………え」

　確かに、あのとき彼かの女じよは「演技、よかったわね」と言っていた。

　しかし、あれは乙おと女めに対しての称しよう賛さんではなかったのか。

　彼かの女じよが、夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひが、自分の演技を評価している。

　湧わいた感情は喜びよりも戸と惑まどいが先で、どう反応していいかわからない。

　かたん、と音を立てて、千ち佳かは由ゆ美み子この隣となりに座すわる。

　そして、目はプレーヤーに向けたまま、一言だけ言った。

「怖こわいなら、いっしょに観みるから」

「…………………………」

　由ゆ美み子こは手元のブルーレイを見下ろす。

　千ち佳かはそれ以上口を開かず、動こうともしなかった。

　由ゆ美み子こは音もなく、深く息を吐はく。

　隣となりには千ち佳かがいる。打ち合わせのときの定位置だ。

　彼かの女じよが本当に「演技がよかった」と思ってくれているのなら、これ以上心強い人はいないかもしれない。

　由ゆ美み子こはそっとディスクをプレーヤーに入れた。

　そして──。
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「朝でも、もうあっついなぁ……」

　由ゆ美み子こは高い空を見上げ、ひとり呟つぶやく。汗あせが額を伝った。

　ぱたぱたと手で顔を扇あおぐが、ちっとも涼すずしくならない。

　夏休みに入ってからというもの、外に出れば強い日差しにうんざりするばかりだ。

　けれど、今日の由ゆ美み子こはご機き嫌げんだ。

　昂こう揚よう感が胸を満たし、適度な緊きん張ちようが鼓こ動どうを速める。

「うへー……、ハコでっか。でも、これが埋うまるんだもんなぁ……」

　目の前の会場を見て、由ゆ美み子こは思わず呟つぶやく。

　まだ朝も早く、辺りの人ひと影かげはまばらだ。

　ここが賑にぎやかになるのは、開場の時間が近付いてからだろう。

　今日はハートタルトのファーストシングルであり、『紫むらさき色いろの空そらの下した』のオープニングである『揺ゆれ恋こいゆららか！』のリリースイベントだ。

　イベント内容はトークショーとミニライブ。

　アニメはまだ未放送にもかかわらず、応おう募ぼ者しやが多くて抽ちゆう選せん漏もれがたくさん出たようだ。

　ここまで人が呼べるのは桜さくら並なみ木き乙おと女めの存在が大きい。

　今日のイベントに来るほとんどの客は、乙おと女めのファンかもしれない。

　会場に入り、スタッフに挨あい拶さつをしてから楽屋に向かう。

　楽屋の扉とびらをノックすると、「はい」と聞こえたので、扉とびらを開いた。

「おはようございま……、す？」

　部屋にはひとり先客がいて、テーブルの席に座すわっていた。

　グレーのシャツに、花はな柄がらのロングスカートを合わせている、可か愛わいらしい女の子。

　なんと綺き麗れいな顔立ちだろう。

　小さな顔につい目が奪うばわれた。挨あい拶さつの声も、途と中ちゆうで詰つまってしまう。

　美少女だ。美少女がいる。

　由ゆ美み子こが思わず固まっていると、その美少女がこちらに目を向けた。

　無表情のまま、「おはよう」と挨あい拶さつしてくる。その声ではっとした。

「……あぁそうだ、あんた渡わた辺なべだ」

　そこにはいるのは声優・夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひ──つまり、千ち佳かだ。

　声優状態の千ち佳かはもう何度か見ているのに、毎回驚おどろき、目を奪うばわれてしまう。

　慣れない。

「渡わた辺なべは普ふ段だんと見た目が違ちがいすぎるんだよな……」

「どの口が言うのよ」

　千ち佳かは呆あきれたように息を吐はく。

　由ゆ美み子こは何も言わずに千ち佳かの隣となりに座すわった。彼かの女じよは驚おどろいて身を引く。

「なに」

「いや。メイク上う手まいなって。ちょっと見せてよ。そのアイシャドウ、いいね。どこの？」

「え？　マネージャーからもらったやつをそのまま使って……、ちょっと、近いのだけど」

「あ、こら。顔背そむけるな」

　中ちゆう腰ごしになって、千ち佳かの顔をガッと掴つかむ。目の辺りをじぃっと見つめる。

　千ち佳かは恥はずかしいのか、目を逸そらして身体からだを離はなそうとした。

　が、こちらとしても真しん剣けんだ。上う手まい手法は取り入れなくちゃいけない。

　遠えん慮りよしなくていい相手だし、じっくり見せてもらおう。

　そんなことをしていたら、こんこん、とドアがノックされた。

「どうぞー」

「やっ、ちょっと……っ」

　千ち佳かが咎とがめるような声を出したが、その理由はわからなかった。

「おはようございまーす……、って、わぁ」

　驚おどろいた声が聞こえる。

　そちらに目をやると、乙おと女めが立っていた。

　白のノースリーブにデニムパンツ、黒のキャップというシンプルコーデ。

　スタイルのいい彼かの女じよは、それだけで様になっている。
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　乙おと女めは驚おどろいたあと、扉とびらの陰かげにちょこちょこと隠かくれてしまう。

「……ええと？　状じよう況きようがぜんぜんわからないけど……、お邪じや魔ま……、かな？」

「は？」

　乙おと女めに指し摘てきされ、改めて己おのれの姿を見下ろす。

　声優仲間の顔を両手で掴つかんでじっと見つめているこの状じよう況きよう。

　千ち佳かは頬ほおを赤くしてこちらを睨にらんでいる。

　恥はずかしいような、イラついているような彼かの女じよから目を離はなし、乙おと女めに視線を戻もどす。

「……変な想像をさせているね？」

「してるね。できれば見なかったことにしたいくらい。……一回、出直そっか？」

「……桜さくら並なみ木きさん、変な気を遣つかわないでください。それに、佐さ藤とうもいい加減にして。あなたのそういうところ、本当に嫌きらい」

　千ち佳かは顔から由ゆ美み子この手を引ひき剥はがし、不ふ機き嫌げんそうに舌打ちをこぼす。

　乙おと女めは困ったように苦笑いを浮うかべている。

　かと思うと、徐じよ々じよに扉とびらから離はなれ、本当に出ていこうとした。

「お、乙おと女め姉ねえさん！　大だい丈じよう夫ぶだって、何もないから！　ガチな感じで気を遣つかうのやめて！　姉さん！　ねえさーん!?」







　打ち合わせを終えたあと、由ゆ美み子こたちはステージに上がった。

　ミニライブのゲネプロ……、最終リハーサルをするためだ。

　既すでに三人とも、ステージ衣い装しように着き替がえている。アイドルっぽい、可か愛わいらしい衣い装しようだ。

「それじゃ、通しでやってみようか」

　舞ぶ台たい監かん督とくがそう指示を飛ばしたので、指定の立ち位置に移動する。

　左右を由ゆ美み子こと千ち佳かで固め、当然、乙おと女めはセンターだ。

　曲が始まる数秒前、由ゆ美み子こは深呼吸する。

　由ゆ美み子こたちの歌う『揺ゆれ恋こいゆららか！』は一応振ふり付つけはあるものの、それほど大おお仰ぎようなものではない。覚えるのもそこまで負担はなかった。

　しかし、由ゆ美み子こは散々練習した。それはもう散々練習した。

　実力も知名度も劣おとるふたりに張り合うには、全力以上の全力が必要だ。

『どうせなら、お前がふたりを喰くっちまえ』

　そう言ってくれた加か賀が崎さきを思い出す。彼かの女じよがここまでしてくれたのだ、絶対に応えたい。

　曲が始まる。

　聞き慣れたイントロが流れ出し、ポップな音楽が会場に響ひびく。

　身体からだに刷すり込こまれた動きが、曲と同調する。あぁこの感覚だ。調子は悪くない。

　歌い出しも問題なく、いつもと同じ歌声をマイクに乗せられた。

　三人で合わせるのは初めてだったが、それも問題ない。三人の踊おどりがきっちりと合っている。

　そして、由ゆ美み子こは思い知る。

　乙おと女めのポテンシャルが凄すさまじい。キレがあり、メリハリのある動きをしながらも満点の笑え顔がおを絶やさない。

　伸のびやかな歌声は、踊おどりながらとは思えなかった。

　そして千ち佳かだ。

　笑え顔がおは、乙おと女めのように自然ではない。さすがにちょっと辛つらそうだ。

　けれど、透すき通とおるような歌声に聞きき惚ほれた。

　彼かの女じよのソロは音の響ひびきが全く違ちがう。

　振ふり付つけもきっちり仕上げていた。体育で見た彼かの女じよの動きは、それはもうひどいものだったが、相当に努力したのだろう。丁てい寧ねいな動きがそれを証明している。

　あっという間に曲が終わった。

　三人でポーズを取ったまま、由ゆ美み子こはひとり心の中で呟つぶやく。

　……くそう。

　あんなにも頑がん張ばったのに、ふたりは平気で並んでくる。

　圧あつ倒とう的てきに上う手まくなってやるつもりだったのに。

　それがただただ悔くやしい。

「おっけーい。いいじゃない。じゃあちょっと、一回降りてきてもらえる？」

　舞ぶ台たい監かん督とくにそう言われ、由ゆ美み子こたちはポーズを解いた。

「よかったね！」

　乙おと女めが、由ゆ美み子こと千ち佳かの両方に笑いかける。千ち佳かはほっと息を吐はき、由ゆ美み子こは笑えみを返した。

　舞ぶ台たい袖そでに捌はけ、階段を下りていく。

　そこで、由ゆ美み子こは気付いた。

　前にいる乙おと女めが肩かたで息をしている。気温も高いし、五分近くも歌って踊おどるのは確かに辛つらい。

　けれど、舞ぶ台たい慣れしている乙おと女めがここまでバテるのは違い和わ感かんがあった。

「乙おと女め姉ねえさん？」

　彼かの女じよの手を取ると、乙おと女めははぁはぁと荒あらい息で振ふり返かえる。……顔色も、よくない。

「どうしたの、やすみちゃん」

「姉ねえさん、大だい丈じよう夫ぶ？　しんどそうだけど……」

「えぇ？　平気だよ、平気平気。ほら、早く行かなきゃ」

　乙おと女めは由ゆ美み子この返事を待たずに階段を下りようとした。

「────────あ」

　その瞬しゆん間かん、がくん、と彼かの女じよの身体からだが落ちる。

　乙おと女めの足が階段を踏ふみ外はずした。

　そのまま前のめりに落ちる。咄とつ嗟さに手を伸のばすが届かない。

　彼かの女じよは階段に身体からだを打ち付けたあと、床ゆかに勢い良く投げ出されてしまった。

「姉ねえさんっ！」

　慌あわてて彼かの女じよの元に駆かけ寄よる。

「え、えへへ……。やっちゃった。大だい丈じよう夫ぶ、大だい丈じよう夫ぶ……」

　床ゆかに倒たおれた彼かの女じよは、上半身を起こしながら無理矢理に笑えみを作る。

　けれど、それがすぐに引きつった。

「大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　スタッフや舞ぶ台たい監かん督とくが慌あわてて、乙おと女めのそばに集まってきた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですよぅ、大だい丈じよう夫ぶ。ちょっとドジっちゃっただけです。ケガもないですし」

　ごまかすように笑う乙おと女めの額に、汗あせがにじむのが見えた。

　顔色が非常に悪く、息も荒あらい。様子がおかしいのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

「ごめん、ちょっと確かく認にんするよ」

　監かん督とくが乙おと女めのそばにしゃがみ、右足に触ふれた。

　途と端たんに彼かの女じよの顔が歪ゆがむ。さっきから右足を庇かばっているのはわかっていた。

　監かん督とくが靴くつを脱ぬがすと、真っ赤に腫はれた足首が現れる。

　ぷっくりと大きく腫はれた足を見て、だれかが「これは……」と呟つぶやいた。

　捻ねん挫ざか、それ以上のケガなのは間ま違ちがいない。

「い、いえいえ、そんなに深刻そうにしないでください！　大だい丈じよう夫ぶですよ、立てますし、やれます！　皆みなさん、大おお袈げ裟さですよぉ」

　乙おと女めは場にそぐわない明るい声を出す。

　監かん督とくは暗い表情を浮うかべながら、乙おと女めに告げた。

「桜さくら並なみ木きさん、これは無理だよ……。イベントは欠席にしてさ、病院に行こう。ほかのスタッフに付つき添そってもらうから」

「！　ま、待ってください、監かん督とく！　大だい丈じよう夫ぶですよ！　ちょっと腫はれてますけど、包帯でも何でもいいですから、固定すれば大だい丈じよう夫ぶです！　わたし、薬局行ってきますから！」

　さっきから汗あせの量もすごいというのに、笑え顔がおを作って引こうとしない。

　相当痛むのではないだろうか。固定したくらいで動けるとは思えない。

「いや、姉ねえさん。病院に行った方がいいって。イベントはまぁ残念だけどさ……」

　由ゆ美み子こも乙おと女めのそばにしゃがみ、やさしく声を掛かける。

　すると、彼かの女じよは縋すがるような表情を見せた。

「待って、やすみちゃん、待って……。わたしはやれるから……。わかるでしょう？　ファンの人が、待ってるんだよ……？　やすみちゃんがわたしの立場だったら、病院、行ける……？」

　言葉に詰つまる。

　まさか、そんなことを言われるとは思わなかった。

　自分が乙おと女めの立場だったら。イベントの直前でケガをしてしまったら。

　自分ならどうする？

「……監かん督とく。あたしちょっと薬局行ってきていいですか？　足冷やしてテーピングして、痛み止めを飲めば一曲くらいは……」

「歌うた種たねさんも何言ってんの!?　無理だって、この足じゃ！」

「いやでも、本人がやるって言ってるし……」

「やすみちゃん……」

　由ゆ美み子こが同じ立場だったら、どうあっても出ようとしただろう。

　ケガがなんだ。死にはしない。自分が堪こらえればいいだけの話だ。ならば出る。どうあっても出る。ここで意地を張らなくて、いつ張るというのだ。そんな思いを抱いだいただろう。

　乙おと女めも同じ気持ちだ。ならば、やらせてあげたかった。

「だ、ダメダメ！　無理だってば！　ほら、病院行くよ！」

　だが、監かん督とくはそう判断を下した。

　それ以上は、何を言っても無む駄だだった。







　診しん断だん結果は捻ねん挫ざだった。安静を命じられ、もちろんライブなんて以もつての外ほかだ。

　しかし、すぐに病院で処置してもらったおかげで、イベントの開演前には戻もどって来こられるうえに、トークショーには参加できることがわかった。

『ごめんね、やすみちゃん……、本当にごめん』

「いいってば。ライブに出られないだけなんでしょ？　姉さんにはその分、トークで盛り上げてもらうから大だい丈じよう夫ぶだよ。うん。じゃ、あとでね」

　楽屋で乙おと女めからの電話を切り、ふぅ、と息を吐はく。

　今にも泣き出しそうな乙おと女めの声に、こっちまで泣きそうになった。気持ちは痛いほどわかる。自分が彼かの女じよの立場だったら、しばらくは立ち直れないだろう。

　ただ、一いち概がいに本人だけのせいとは言えない。

　疲つかれが出たのだ。

　自己管理の範はん疇ちゆうを超こえて、無茶のツケが表面化しただけだ。

　たまたま、最悪のタイミングで。

　楽屋を出ると、千ち佳かが壁かべにもたれて立っていた。

「渡わた辺なべ。どうしたの、そんなところで」

「部屋に入ろうとしたら、桜さくら並なみ木きさんと電話しているのが聞こえたから」

「してたけどさ。気にせずに入ってこればよかったのに」

「嫌いやよ。辛しん気き臭くさい話を聞かされるなんて。こっちまで暗くなる」

「あんたさぁ……」

　嫌いや味みな物言いにうんざりする。

　なんでこいつは、こんな言い方しかできないんだ。

　相手をするのも面めん倒どうくさく、そのまま立ち去ろうとすると、彼かの女じよの鋭するどい声がそれを止めた。

「テンション下げている暇ひまなんてないってことよ。ライブ、わたしと佐さ藤とうのふたりでやるって監かん督とくには言ってきたから」

「……渡わた辺なべ」

　確かに、ライブをどうするか、という話は上がっていた。

　選せん択たく肢しはふたつだ。

　このまま中止にするか、ふたりだけで出るか。

　監かん督とくは決めかねていて、「歌うた種たねさんはどうしたい？」と訊きかれた。由ゆ美み子ことしてはもちろんやりたい。けれど、千ち佳かの意向がわからなかった。

　だから、答えは保留にしてもらった。

　千ち佳かがやりたがらないなら、やるべきじゃないと思ったからだ。

「嫌いやだったら、今からでも監かん督とくに頭下げてくるけれど」

　千ち佳かはそっぽを向く。

　彼かの女じよがライブをふたりでもやりたい、と言ってくれることは正直嬉うれしい。

　けれど、ふたりでやるという意味を、彼かの女じよは理解しているのだろうか。

「……渡わた辺なべ。わかってる？　このイベントに来るお客さんのほとんどは……」

「桜さくら並なみ木きさん目当て。そんなの、言われるまでもない。わかっているわ」

　そう。わざわざイベントに来てくれる人のほとんどは、桜さくら並なみ木き乙おと女めのファンだろう。夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひと歌うた種たねやすみのファンもいるのは間ま違ちがいないが、圧あつ倒とう的てきに数が違ちがいすぎる。

　そんな中、乙おと女めを除いたふたりでライブをやったら。

　下手をすれば大事故になる。

　由ゆ美み子こには、傷付く覚かく悟ごがある。それでも出たい、と思える。

　そして、それは千ち佳かも。

「彼かの女じよがいなくても盛り上げてみせるわ。わたしだって声優なんだから。プロなんだから。彼かれらを楽しませる義務がある。あなたはそんなふうに思わないの？」

　まっすぐに目を見つめながら、千ち佳かは熱い息を吐はく。

　瞳ひとみの奥おくの光はとても強い。

　化け粧しようで隠かくしているはずなのに、眼光の鋭するどさが漏もれ出ていた。

　千ち佳かはアイドル声優を良しとしない。

　人前で踊おどるなんて嫌いやだ、とはっきり言っていた。

　そんな彼かの女じよを、乙おと女めなしのライブに付き合わせるのはどうだろうか、と考えていた。

　けれど、そんな千ち佳かが、やる気の炎ほのおを燃やしているのを見た。

　由ゆ美み子こは、それが嬉うれしかった。

「……しょうがないな、うちのお姉ちゃんは。あたしは遠えん慮りよしないで、思い切りやるからね」

「上等よ。監かん督とくに頼たのんだから、ステージはギリギリまで使わせてもらえる。今から立ち位置や振ふり付つけを再検討するわよ」

　ふたりは唇くちびるを歪ゆがめながら、まるでアイドル声優らしくない表情でステージに向かった。







「ステージをもっと大きく使うのよ。振ふりは大きく、大おお袈げ裟さに。移動するときもできるだけ派手に。走り回るくらいで丁度いいわ」

「上う手まく歌うことを意識するより、もっとライブ感を大事にした方がいいと思う。声張った方がいいかも。いっそどっかで叫さけぶ？」

「前に出るときは、できるだけお客さんに近付けるように努力しましょう。それとアピール。お客さんに対して多く手を振ふったりとか、たくさんの人と目を合わせるとか」

「間奏で煽あおるだけ煽あおるか。あたしがやるよ。こういうのは多分、あたしのが合ってる」

　限られた時間の中で何度もリハを繰くり返かえし、その度にふたりで改善点を積み重ねた。

　いかに盛り上げるかを追求し、とにかくこの一曲にすべてを捧ささげるつもりで。

　どうにか形にはなったと思う。

　そのあと、病院から帰ってきた乙おと女めと合流した。

　彼かの女じよは何度も何度も由ゆ美み子こたちとスタッフに謝あやまり、せめてトークショーは頑がん張ばるから、と涙なみだながらに言った。

　そして、開演時間になった。

　音楽が鳴なり響ひびき、観客の大きな歓かん声せいを聞きながら、三人はステージに上がっていく。

　当初は走りながら飛び出す予定だったが、乙おと女めの足があるので、ゆっくりと上がった。

　先頭の由ゆ美み子こが姿を現した途と端たん、歓かん声せいが増す。

　観客席にはたくさんの人が並び、目をきらきらさせながらステージを見つめていた。

　客の視線がすべてこちらに捧ささげられる。

「やすやすー！」

　どこかでそんな歓かん声せいが聞こえ、自然と笑え顔がおになった。

　手を振ふると、より歓かん声せいが大きくなるのが嬉うれしかった。

　そして、後ろから千ち佳かが現れる。彼かの女じよはにこにこと愛あい想そよく手を振ふっていた。

　彼かの女じよの人気は確固たるもので、歓かん声せいの圧がすごかった。

「夕ゆう姫ひめー！」

　声が重なる。それに悔くやしさを覚えながらも、今はそれが頼たのもしかった。

　しかし。

　そのあとだ。乙おと女めが袖そでから現れた途と端たん、歓かん声せいがどかんと増した。

「さくちゃーん！」

　そんな声が無数に届く。びりびりとした空気の震ふるえを感じ、内心、愕がく然ぜんとした。

　ここまで違ちがうのか。彼かの女じよが人気者であることはわかっていたけれど、ここまで。

　このあとに乙おと女め抜ぬきでライブをするのだ。

　果たして、成立するのか……？

　不安がぶくぶく大きくなるのを感じていると、千ち佳かにぽん、と背中を叩たたかれた。

　彼かの女じよの目は観客に向いたままだが、由ゆ美み子この不安を感じ取ったのだろう。

　いや、もしかしたら。千ち佳かも同じように不安を覚えたのかもしれない。

　背中に触ふれた一いつ瞬しゆんの温かみに、不思議と心が軽くなった。

　マイクを口に持っていき、三人で声を合わせる。

「「「こんにちはー！　ハートタルトでーす！」」」

　地じ響ひびきのような歓かん声せいが会場を揺ゆらした。

　軽く挨あい拶さつをしたあと、乙おと女めが一歩前に出た。

　彼かの女じよには伝えなくてはいけないことがある。

　前列の客は気付いたが、乙おと女めの足には痛ましい包帯が巻かれている。

「まずは、皆みなさんに謝あやまらないといけないことがあります……」

　乙おと女めが本当に申し訳なさそうな表情で切り出すと、不安の色が会場中に広がっていった。

「実は……」

　たどたどしく、乙おと女めが事の成り行きを説明した。

　自分の不注意でケガをしたこと、そのためにライブに出られないこと、けれど由ゆ美み子こたちがふたりでライブを行うこと。

　乙おと女めが出られない、と言っても、ブーイングなんかは起きない。

　こういうイベントのお客さんは基本的に優やさしい。「えー！」なんて声すら上げない。

　本人を労いたわる気持ちの方が強いからだ。

　しかしそれでも、抑おさえられないものがある。

　それが今。観客の顔は曇くもっていた。

　出られないの？　せっかく来たのに。そんな言葉が聞こえてしまいそう。

「本当にごめんなさい」

　乙おと女めが頭を下げると、「いいよー！」と客のひとりが叫さけび、笑いが起きた。

　ここだ、と由ゆ美み子こは察する。マイクを口に持っていき、声を張り上げた。

「その代わりライブは、やすみとユウちゃんのコーコーセーコンビが！　頑がん張ばって盛り上げちゃいますよー！」

　すると、観客がおー！　と歓かん声せいを返してくれる。半分以上義理だ。そんなことはわかっている。しかし、そんな声がとてもありがたかった。

「さくちゃんにはですねぇ、トークでしぃっかり笑いを取ってもらいますから～、大だい爆ばく笑しよう、よろしくお願いしますよぅ」

　千ち佳かがとぼけたことを言って、笑いを起こす。良いい空気だった。

　このまま、その空気を保ってくれ、と願わずにはいられない。

　由ゆ美み子この願いが通じたのか、それとも乙おと女めが頑がん張ばったのか。

　トークショーは良いい雰ふん囲い気きのまま進み、かなり盛り上がったと思う。

　そうこうしているうちに、ついにライブの時間になってしまった。

　出られない乙おと女めは、惜おしまれながらステージの袖そでに捌はけていった。

　ステージにふたり残される。

　乙おと女めが捌はけたらすぐにライブを行う、と言われていたが、正直助かった。ふたりだけだと緊きん張ちようで押おし潰つぶされそうだ。

　曲のイントロが始まる。

　動き出す直前、千ち佳かの方に目を向けると、同じように彼かの女じよもこちらを見つめていた。

　自然と頷うなずき合う。

　大だい丈じよう夫ぶ、大だい丈じよう夫ぶだ。

　自分といっしょに踊おどるのは、あの夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひなのだ。

　絶対に成功する！

「みんな────！　いっくよ────ッ！」

　力いっぱいに叫さけび、勢い良く動き出す。流れるようにスムーズに、しかし、派手に踊おどる。身体からだが軽い。今なら、最高の動きができる気がする。

　声はしっかりと腹から出ていき、会場に響ひびいた。歌声も問題はない。

　イヤモニから聴きこえる千ち佳かの歌声は、普ふ段だんより激しかった。

　熱く弾はじけるような歌声が耳の中で震ふるえ、由ゆ美み子この胸を熱くする。

　千ち佳かのパフォーマンスは素す晴ばらしかった。

　派手な振ふり付つけに心に響ひびく歌声、観客だったら見み惚とれたと思うほどだ。

　しかし、負けるわけにはいかない。歌うた種たねやすみも負けてはいない。

　自身でも信じられないほどにキレのある踊おどりを披ひ露ろうしていく。

　おかげで、観客は沸わいてくれた。盛り上がってくれた。

　歓かん声せいは大きく、サイリウムの光が激しく揺ゆれる。

　由ゆ美み子こが煽あおれば、それ以上に応えてくれる。凄すさまじい熱が発せられ、それを浴びてより歌声が強くなる。コールはいくつも重なってこちらに届き、観客自身を煽あおっていく。

　熱いライブだ。間ま違ちがいなく、盛り上がっている。

　……しかし。

　それでも、届かなかった。

　桜さくら並なみ木き乙おと女めが居ればこの比ではなかった。

　もっと激しいうねりが会場を覆おおっただろう。

　そう感じる。感じてしまう。観客の熱を直接受け、目の前にいるからこそわかってしまう。

「あぁ、今日は彼かの女じよの歌を聴ききにきたのに」

　そんな声が、奥おく深ふかく眠ねむっている。

　それはどうしようもない。その考えを吹ふき飛とばせなかった、由ゆ美み子こたちが悪い。

　曲が終わった瞬しゆん間かん、大だい歓かん声せいを浴びたけれど、それはとても虚むなしいものに感じられた。

　越こえられなかった。

　その結果だけが、由ゆ美み子こたちの胸に残り、ライブは終わった。







「……何してんの」

　イベント終了後、千ち佳かを探して会場を回っていたら、彼かの女じよは舞ぶ台たい袖そでの階段に座すわり込こんでいた。見えづらい位置に座すわっていたので、隠かくれていたのかもしれない。

　外は夜のとばりが下りていた。

　乙おと女めはマネージャーが車で迎むかえに来ていて、去り際にまた何度も何度も謝罪したあと、一足先に帰っていった。由ゆ美み子こたちも帰っていいと言われている。

　既すでに服は着き替がえたので、あとはもう出るだけだ。

　千ち佳かは膝ひざを抱かかえて座すわっている。由ゆ美み子こが来たときは顔を伏ふせていた。

　顔を上げた千ち佳かの目が赤いのを見て、「こいつでも泣くのか」と変な感想を抱いだいてしまう。

　由ゆ美み子こも隣となりに座すわる。

　彼かの女じよの足元に、ミネラルウォーターのペットボトルを置いた。

　千ち佳かはそれを一いち瞥べつして、ひっそりと口を開く。

「……こういうときは甘あまいのが飲みたい」

「あんたね……」

　呆あきれつつも、ちょっとだけ安心した。わがままを言う気力はあるらしい。

「……佐さ藤とう。悪かったわ。付き合わせて」

　彼かの女じよは膝ひざを抱かかえたまま、ぼそりと呟つぶやく。

「あれだけ大口を叩たたいて、あなたを煽あおって、それであの様ざま。情けなくて死にたくなる」

　本当に死んでしまいそうな声だ。

　実際はそこまで悲観するほどではない。ライブはきちんと盛り上がったし、ふたりは仕事をこなしたと言えるだろう。

　しかし、決めたのだ。

　桜さくら並なみ木き乙おと女めがいなくても、同等に盛り上げると。あるいはそれ以上のライブにすると。

　そう意い気き込ごんだのに、彼かの女じよを越こえることは到とう底てい叶かなわなかった。

　由ゆ美み子こは自分の手を見つめ、少し考えてから口を開く。

「謝あやまるのはあたしも同じだよ。力不足だった。もちろん、渡わた辺なべの力も足りなかったけど」

　責任を背せ負おい込こむつもりはないが、相手だけに持たせるつもりもない。

　付き合わせた、という言葉も見けん当とう違ちがいだ。

　由ゆ美み子こだって、ライブには出たかったのだから。

「……謝あやまらないで頂ちよう戴だい」

　千ち佳かは目に涙なみだを浮うかべると、そのまま顔を伏ふせてしまった。肩かたが震ふるえるのが見える。

　ふ、と息を吐はき、彼かの女じよの頭に手を置いた。ぽんぽんと優やさしく叩たたく。

　払はらい除のけられるかと思ったが、彼かの女じよは大人しくされるがままだった。

「乙おと女め姉ねえさんみたいな、すごい声優になりたいな。……いや。姉さんよりも、もっと」

　階段にもたれかかりながら、ぼんやりと言う。

　上う手まくなりたい。演技も、歌も、ほかのことも全部。

　そんな感情があとからあとから湧わいてくる。気持ちは静かで落ち着いているのに、内に宿った炎ほのおが燃えたぎっているのがわかる。これはしばらく尾おを引くだろう。

「いつか……。頑がん張ばって頑がん張ばって、色んなことをうーんと上う手まくなってさ……、乙おと女め姉ねえさんを越こえよう。今度こそ、さ」

　静かに、けれどはっきりと願望を口にする。

　いや、願望というより目標だ。走り続けるための目標。

　苦い思い出となった今日を踏ふみ越こえるため、由ゆ美み子こはそんな目標を口にする。

　千ち佳かは顔を上げると、ぐす、と鼻を鳴らした。

　前を向いたまま、彼かの女じよもまた静かに言った。

「当然よ……、このままで終わるものですか。出直し。今日のところは出直しよ。わたしも、あなたも」

　忘れられたかのようにだれも来ない場所で、声に出してお互たがいを確かめ合った。




　　　※　※　※




　木き村むらはパソコンの前でため息を吐ついた。

　夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひ、歌うた種たねやすみが近くの学校に通っていることがわかって、数週間。

　あれから情報は増えていない。ふたりのツイッターを遡さかのぼって確かく認にんし、コーコーセーラジオはすべて聴きき直なおした。ほかのラジオに出演すれば、それも聴きいた。それでもダメだった。

　いや、正確にいえばひとつだけ増えた。彼かの女じよたちのクラスが一組だということ。以前、そのようなことを言っていた。しかし、それを知ったからと言ってなんだというのか。

「あとはもう、各高校の前で張はり込こむ、くらいしか方法はないか……」

　あまり泥どろ臭くさい方法は取りたくなかったが、見方によってはドラマチックと言えなくもない。

　だってそうだろう。自分は数少ない情報から、彼かの女じよたちを探し当てた。

　そんな自分がひとり、校門前で佇たたずむ。そこに彼かの女じよは現れる……。

　彼かの女じよに近付き、そっと「見つけたよ」と声を掛かける。

　まるで映画のワンシーンのよう。うっとりする。

　この出会いがきっかけで友達になれたり、さらにはその先にいくことができるかも……。

「清し水みずの奴やつ、悔くやしがるだろうなぁ……」

　もし自分が夕ゆう姫ひめと知り合いになったら、どんな顔をするだろう。『夕ゆう暮ぐれの騎き士し』なんて名乗り、くだらない動画を必死で上げているうちに、ほかの男に圧あつ倒とう的てきな差を付けられるのだ。

　そもそも清し水みずは、有名人を追いかけて喜んでいるだけで、オタクでも何でもない。その意識の低さが、こういうところで如によ実じつに出るのだ。

　なんて痛快だろう。

　想像すると、つい顔がにやついてしまう。ざまぁみろ、と心の中で叫さけんだ。
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　オッケーでーす、という声が聞こえたので、イヤホンを外す。

　今日はゲストの乙おと女めがいるので、ブースの中はいつもより狭せまく感じた。座すわっている場所も違ちがう。乙おと女めは朝あさ加かの隣となり。その向かいに由ゆ美み子こと千ち佳かが隣となり同士で座すわっている。

　乙おと女めはふぅと息を吐はくと、にこにこした顔で「お疲つかれ様さま」とのんびり言う。

　その顔を見ながら、由ゆ美み子こは「姉ねえさん！」と大声を上げた。乙おと女めがびくっとする。

「ど、どうしたの、やすみちゃん」

「ダーメだって、あんなこと言っちゃ！　あんな流れになるに決まってんじゃん！」

「え、だ、ダメなの……？」

　乙おと女めは戸と惑まどいの表情を浮うかべていた。

　それはそうだ。これは完全に八つ当たりである。

　そもそも彼かの女じよは本心から「お泊とまりは楽しいからするといいよ」と言っているだけだ。

　だが、由ゆ美み子こは千ち佳かの家にお泊とまりなどしたくない。千ち佳かも同じ気持ちだろう。

　けれど、千ち佳かには数少ないこだわりがある。

〝できるだけラジオで噓うそは吐つかない〟。ファンに噓うそだらけの姿を見せているのだから、せめて噓うその数は少なくする。それが千ち佳かのこだわりだ。

　千ち佳かは前かがみになりながら、手で顔を覆おおう。

「はぁー……」

　たっぷりのため息のあと、力のない瞳ひとみを由ゆ美み子こに向けた。

「いつ、泊とまりに来られる……？」

　こんなにも嫌いやそうなお泊とまりの誘さそいは初めてだ。

　あたしだって嫌いやじゃ。由ゆ美み子こは喚わめきたくなる。







　幸い……、と言っていいのかわからないが、今は夏休み。

　お泊とまり会の予定を立てるのは容易だった。

　次のラジオの収録日、そのまま千ち佳かの家に泊とまることが決定する。

　収録を終え、ふたり並んでスタジオから出た。一仕事終えたというのに気分は重く、疲ひ労ろう感が肩かたにのしかかっている。

　はぁ、とため息が漏もれた。同じようなため息が隣となりからも聞こえる。

「……行きましょうか」

　げんなりしながら、千ち佳かは駅の方向を指差す。

　由ゆ美み子こは頷うなずいてから、千ち佳かとともに歩き出した。軽口を叩たたく。

「ラジオでの噓うそを増やさないためにお泊とまりするだなんて、声優の鑑かがみだな、あたしたちは」

「そうね。心休まる家での時間を、あなたのような野や蛮ばん人じんに提供するだなんて、わたしは聖母かもしれないわ」

「はぁん。なら、友達ゼロの聖母の家に行ってあげるあたしは、さしずめ天使ってところか」

「ケバい天使もいたものね」

「ヒステリックババアに言われたくないな」

　互たがいに顔を見合わせ、うふふ、と強こわ張ばった顔で笑う。

　駅のロッカーから小ぶりのボストンバッグを取り出し、千ち佳かといっしょに電車に乗り込む。

　車内は思ったよりも混雑していて、ふたり並んで扉とびらの近くに立った。

　ぼうっと窓の外を眺ながめる。外の景色が流れていき、暗い夜を建物の光が照らしていた。

「ねえ」

　こつんと肩かたを小こ突づかれる。

　そちらに顔を向けて、少しばかり驚おどろいた。千ち佳かの顔が思った以上に近かったからだ。彼かの女じよの髪かみが肩かたに触ふれている。

　電車の音に負けない声量を出すのが億おつ劫くうらしく、すぐそばで話しかけてきた。

「ごはん。どうする？」

　耳元で囁ささやかれ、ぞくっとした。

　さすが声優だけあって声がいい。

　変な嫌いやがらせを覚えたじゃないか、と千ち佳かを睨にらもうとしたが、くすぐったさが勝って複雑な表情になってしまう。

　そんな由ゆ美み子こを見て彼かの女じよは不思議そうにしていた。

　……別に嫌いやがらせではないらしい。

　ごほん、と咳せき払ばらいしてから口を開く。

「あんた、普ふ段だん何食べてんの」

「弁当屋さんかファミレス。帰り道にはそれくらいしかないわ」

　千ち佳かが以前、食事は自分で用意する、と言っていたのを思い出す。

　コロッケの話から考えるに、外食中心の生活でろくに自じ炊すいもしないのだろう。

　別に弁当でもファミレスでもいいのだが……。

「……何か作ったげようか？」

　ぼそりと呟つぶやく。特に深い意味があって言ったわけではなかった。聞こえなかったら聞こえなかったでいい、と思うぐらいのことだ。

　しかし、彼かの女じよにはちゃんと伝わったらしく、目をぱちくりさせた。

「べ、別にいいわよ、そんなの……」

　口ではそう言いながらも、ちらちらとこちらを窺うかがっていた。

「……さ、参考までに、佐さ藤とうは何を作れるの」

「何が食べたいの」

　作れる料理を羅ら列れつなんて面めん倒どうが過ぎる。問いかけを返すと、千ち佳かはしばらくもじもじと言いづらそうにしていたが、最後には絞しぼり出だすような声で言った。

「……オムライス」

「いいよ。作る」

「！　ほ、本当？　半熟のやつじゃないわよ？　卵がしっかりしたやつ！　あと、デミグラスじゃなくてケチャップがいい！」

「わかったわかった」

　子供かよ、と由ゆ美み子こは笑う。

　卵は綺き麗れいにふわふわとろとろにできるし、デミグラスソースなら自作するくらいこだわりがあるのだが、リクエストならば仕方がない。

「あー、じゃあふたりで晩ばん御ご飯はん作ってツイッターに写真上げるか」

「それはとてもいい考えね……。そうしましょう」

　こくこくと頷うなずく千ち佳かがどれだけ役に立つかは疑問だが。

　電車を降りてからスーパーに寄った。「冷蔵庫に何が入ってる？」という問いには「飲み物」、「食材は何がある？」という問いには「お米しかない」という力強いコメントを頂いたので、食材はすべて買っていった。むしろ、米があるだけマシと思うべきかもしれない。

　住宅街をふたりで歩いていると、「ここ」と千ち佳かが立ち止まった。

　見上げて驚おどろく。

　高層マンションだ。ガラス張りのエントランスは大きく広く、当然オートロックである。

　千ち佳かは平然と中に入っていく。由ゆ美み子こはつい、きょろきょろしてしまった。

　エレベーターに運ばれながら、由ゆ美み子こは尋たずねる。

「もしかしなくても、渡わた辺なべの家ってお金持ち？　お母さん何やってんの？」

「弁護士。あと父親からの養育費があるから、生活には随ずい分ぶん余よ裕ゆうがあるわね」

「はー……、なるほど。そりゃお金あるわ……。でも、あんた金持ちなのにコロッケとご飯だけの夕食とか、ことわざにでもなりそうな生活してんのね。お金持ちだからって豊かであるとは限らない、みたいな」

「人の食生活を教訓にしないで頂ちよう戴だい……」

　綺き麗れいで落ち着いた雰ふん囲い気きの廊ろう下かを歩き、千ち佳かが部屋の扉とびらを開く。

　部屋の中はマンションの外観ほど、インパクトはない。生活の空気を感じる。部屋自体は広いし、インテリアやレイアウトには品があるけれど、ごく普ふ通つうのお家うちだ。少しほっとした。







　ふたりとも空腹だったので、早さつ速そく夕飯の準備に取とり掛かかった。

　キッチンも広く、ふたり並んでも余よ裕ゆうで使える。

　それと、キッチン自体が異様に綺き麗れいだ。普ふ段だんはあまり使わないのだろう。

　先に米を炊たいておこう、と由ゆ美み子こはさくさく米を研とぐ。

「わたしは何をすればいい？」

　千ち佳かがそわそわしながら訊きいてきた。

「あぁ、しまった……、渡わた辺なべに米を研といでもらえばよかったかな……。まぁいいや。じゃあお姉ちゃん、鶏とり肉にく切ってくれる？　チキンライスに入れるやつ」

　千ち佳かは何も言わずに従う。鶏とり肉にくをまな板に置き、包丁を右手で強く握にぎりしめた。

　しかし、なぜかそのまま動かなくなってしまう。

「……佐さ藤とう。鶏とり肉にくってどのくらいの大きさに切ればいいの」

「あん？　適当でいいよ、そんなの」

「出たわ。あなたのそういうところ、本当に嫌きらい。あなたの言う適当って、どうせいい加減な方の適当でしょう？　これでわたしが物もの凄すごく大きく切って、『はーい適当でーす』って言っても受け入れるんでしょうね。あなたの言っていることってそういうことよ」

「なにキレてんだよ……。小さくだ、小さく。チキンライスに入れるんだから、どんなもんか大体わかるでしょうよ」

「はいはい、出た出た。お得意のマウントが出たわ。自分が料理できるからって随ずい分ぶんな言いようね。そうは言うけど、あなたの言うチキンライスとわたしのチキンライス、それが一いつ致ちする保証なんてひとつもないでしょう？　どうするのよ、わたしのチキンライスがとてもトリッキーなものだったら。責任取れるの？」

「面めん倒どうくさっ！　もういいよ、あんたが米研とげよ……。あとはあたしがするから……」

　手を拭ふいてから包丁を奪うばい取とり、米を研とぐように言う。

　千ち佳かは不満げな表情を浮うかべていたが、結局は従っていた。

「終わったわよ。次は何をすればいい？」

　てきぱきとオムライスの用意を進めていると、しばらく経たってからそう報告を受けた。

　由ゆ美み子こは悩なやむ。

　サラダでも作らせようと思っていたが、さっきの調子だとそれすら怪あやしい。

　手伝わせると余計に手間が掛かかりそうだ。

　子供に「お手伝いしたい」って言われたときのお母さんは。こんな気持ちなのかね……、と考えていると妙みよう案あんを思いついた。

「あぁじゃあ、こっちはもういいから、渡わた辺なべがなんか一品追加してよ。何作れる？」

　そっちの方がふたりで作った感が増しそうだ。さすがに何かは作れるだろう。

　千ち佳かは空中に視線を彷徨さまよわせてから、声を絞しぼり出だす。

「た……、卵焼き、なら」

「おお。いいじゃん、卵焼き。あたし好きだよ。食べたい」

「で、でも。オムライスだから、卵が被かぶってるわよ。いいの？」

「いいっていいって」

　手をひらひらさせながら言う。すると、彼かの女じよは黙だまって冷蔵庫に向かった。

　しばらくは各おの々おのの作業に没ぼつ頭とうする。

　こちらの料理はすべて出来上がったので、テーブルに並べる。

　上品な木製テーブルに料理を置くと、なかなかに見み栄ばえがよかった。

　ぷっくりしたオムライスはリクエスト通り、しっかり熱を通してある。艶つやのある卵がてかてかと光を跳はね返かえし、真ん中に真っ赤なケチャップが色を添そえていた。

　ほかにはコーンスープとサラダが、食しよく卓たくを彩いろどる。

　レタスとトマトのおかげで色合いもいい。

　あとは千ち佳かの料理を添えれば完成である。

　ここに卵焼きが並ぶのは異質だが、ツイッターに上げるときは『ユウちゃんの得意料理！』とでもコメントを付け加えればいいだろう。

「よっしゃ。あとは渡わた辺なべのを並べて写真撮とるか。卵焼きは？」

「……………………」

　由ゆ美み子この言葉に、千ち佳かは皿を持ち出してくる。

　ことん、とテーブルに置いた。

　皿を見る。黒と茶色が混ざった白身に、薄うすい黄色の歪いびつな丸が乗っている。形の悪い黄身はふたつあった。どちらも膨ふくらみを失い、べちゃりと潰つぶれている。

　……これが卵焼き？　いや、これは……。

「卵焼きじゃなくて目玉焼きじゃん！　しかも焦こがしてんじゃねーよ！」

　目玉焼き。フライパンの上に卵を落としただけ。しかも焦こがしている。超ちよう焦こがしている。

　千ち佳かは黙だまって目玉焼きをテーブルから取り除くと、スマホで料理の写真を撮とり始めた。

　その写真をツイッターに上げようとする。コメントは『やっちゃんが泊とまりにきてくれました☆ふたりで晩ばん御ご飯はん作ったよ！』というもの。

　由ゆ美み子こはスマホを奪うばい取とるために掴つかみかかる。

「おっまっえっ！　ふざけんな、渡わた辺なべは何もしてないでしょうが！　噓うそ吐つきたくないって言ってたのはどこのどいつだよ！」

「うるさいわね、ちゃんとお米を炊たきました！　ふたりで作ったって言う権利はわたしにもあるわ！」

「じゃあ目玉焼きもいっしょに置いて『これはわたしが作りました！』って宣言しろや！」

　わちゃわちゃと言い争いをしたものの、結局彼かの女じよは頑がんとして目玉焼きを戻そうとはしなかった。

　仕方なく、由ゆ美み子こも写真を撮とった。

　夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひの家に泊とまりにきたことをツイートする。

　そこではたと気が付く。自然と料理の写真を上げている。

　以前は、自身の環かん境きようを色々と考え、結局上げることはなかった料理の写真を。

「？　どうしたのよ。早く食べましょう」

　いつのまにか席に着いた千ち佳かに促うながされ、由ゆ美み子こも座すわる。

　きらきらした目を料理に向けながらも、大人しく待っている千ち佳かを見た。

　……こういうのも、たまには悪くないかもしれない。

　たまには。たまにはだが。

　食べていい？　食べていい？　と目で訴うつたえてくる千ち佳かに、どうぞ、と促うながす。

　互たがいにいただきます、と手と声を合わせ、少し遅おそい晩ばん御ご飯はんとなった。

「！　おいしい……。佐さ藤とう、これおいしいわ。ほら、早く食べて。すごくおいしいから」

「わかってるって……、はしゃぎすぎでしょ。子供じゃないんだから」

　オムライスを口に含ふくんだ途と端たん、上じよう機き嫌げんで勧すすめてくる。

　作ったのは自分なんだから、味の予想はある程度ついているのだが……。ただ、嬉うれしそうに食べる千ち佳かを見ていると、「作って良かったな」と素す直なおに思った。

　しかし、途と中ちゆうで難関が立ちはだかる。

　目玉焼きだ。

　焦こげ焦こげで、形の崩くずれた目玉焼きが残っている。

　食べないわけにもいかず、せーので口に含ふくむ。

　途と端たん、焦こげ臭くささが鼻を抜ぬけた。お世辞にもおいしいとは言えない。

　けれど、千ち佳かがせっかく作ってくれたのだし、正直に言うのも憚はばかられた。

「ええと……、ちょっと焦こげてるけど、食べられなくは……」

「びっくりするほど焦こげ臭くさいわね。失敗したわ。普ふ通つうにまずい」

「あたしの気き遣づかい返してくんない？」

　そんなやり取りを挟はさみつつ、半分ほど食べ終えたあと、思い出して千ち佳かに伝える。

「そうだ。渡わた辺なべのお母さんの分もあるから、連れん絡らくしときなさいよ。冷蔵庫に入れてある」

「……あなた、そんなことまでしてくれたの？」

「大おお袈げ裟さに言うことじゃないよ。ついでだ、ついで。泊とめてもらってるし」

　オムライスをあぐ、と口に含ふくみながら、軽い調子で言う。二人分も三人分も変わらない。

　しかし、千ち佳かはいたく感激した様子で、急いでメッセージを打ち始めた。

　彼かの女じよのそんな姿を見て、由ゆ美み子こは自分が微ほほ笑えんでいることになかなか気付かなかった。







「はー……、中も広いし、浴よく槽そう大きいのいいなぁ……」

　風ふ呂ろ場ばに入り、感かん嘆たんの声を上げてしまう。清潔感があるのも好感が持てた。

　家の中も片付いていたし、千ち佳かや母親は綺き麗れい好ずきなのかもしれない。

　食事を終えたあと、「洗い物はしておくから、先にお風ふ呂ろ入っちゃって」と千ち佳かに言われたので、こうしてお言葉に甘あまえている。

　髪かみや身体からだを洗ってから、広い湯船に身体からだを沈しずめる。自然と口から安あん堵どの息が漏もれた。

　気持ちいい。

　人の家でのんびりお風ふ呂ろに入って、あぁ泊とまりにきたんだなぁ、と妙みような実感が湧わく。

「湯加減は大だい丈じよう夫ぶ？」

　ちゃぷちゃぷとお湯を揺ゆらしていると、洗面所の扉とびらが開いて声を掛かけられた。

「あー、だいじょぶ」

「そう」

　わざわざそんなことを訊ききに来たのだろうか、と思ったが、別の用事があったようだ。

　千ち佳かは洗面所から出ていかず、何やらごそごそしていた。

　入浴中に洗面所に居られると、なんだか落ち着かない。

　早く出ていかないかなぁ、と考えていると、扉とびらが開いた。

　風ふ呂ろ場ばの扉とびらが。

「は？」

　間ま抜ぬけな声が漏もれる。そこにはすっ裸ぱだかの千ち佳かが立っていたからだ。

　日に焼けていない白い肌はだが光を浴び、細い身体からだを晒さらしている。

　きゅっと締しまったくびれ、滑なめらかな曲線を描えがく腰こしつき、細くて綺き麗れいな脚あしの色気は尋じん常じようではない。胸はないが、スレンダーが好みの男には垂すい涎ぜんものだ。

　彼かの女じよは風ふ呂ろ椅い子すに腰こしかけ、シャワーで髪かみを濡ぬらし始めた。

「あ、あんた、何で入ってきてんの？　いっしょに入る必要ある？」

　至し極ごく真っ当な疑問を指し摘てきすると、なぜか千ち佳かは不敵な笑えみを浮うかべた。

　知らないの？　と言わんばかりの顔つきで戯たわ言ごとを垂れ流す。

「裸はだかの付き合いってやつよ。女性声優がいっしょにお風ふ呂ろに入ったりするでしょう。ラジオでもたまに聴きく話だわ。なら、わたしたちも押おさえておかないと」

　自じ慢まんげに話す千ち佳かに、由ゆ美み子こは頭が痛くなる。

　そんなミスする？

　こめかみを指で押おさえながら、彼かの女じよにその間ま違ちがいを指し摘てきした。

「……あるよ、確かにある。あたしもラジオで聴きいたことあるよ。でもね、渡わた辺なべ。それってみんな、スーパー銭湯や温泉での話だから。こうやって家いえ風ぶ呂ろでふたりで入るとかないから」

「………………………………」

　ぴたりと彼かの女じよの動きが止まる。

　前を向いたまま、黙だまり込こんでしまった。

　思い返してみて、ようやく間ま違ちがいに気付いたのだろう。

　由ゆ美み子こは追い打ちをかける。

「裸はだかの付き合いは普ふ通つう、家いえ風ぶ呂ろではやんないの！　この距きよ離り感かんは絶対おかしいでしょうが！　百ゆ合り営業にしたって、アクセルベタ踏ふみで引かれるわ！　ラジオでも話せねーよ！」

「……………………。そんなに声を荒あららげないで。ちょっとした冗じよう談だんじゃない」

　ジョークですけど？　というような顔を作る千ち佳か。

　そのまま、淡たん々たんと髪かみを洗い始めてしまった。

　……すぐに下手なごまかしをする。

　何にせよ、彼かの女じよの妙みようなボケのせいで、ふたりで家いえ風ぶ呂ろに入るという状じよう況きようになってしまった。今ここで千ち佳かの母が帰ってきたら、おかしな仲を誤解されそうだ。

　変なところで天然だよなぁ……、と髪かみを洗う千ち佳かを見やる。

　両手を上げて頭を洗っているため、彼かの女じよの身体からだがよく見える。泡あわが肌はだを伝う。手から腋わき、腋わきから胸へ、つぅーっと降りていく泡あわを見ていると、つい素す直なおな感想が口から漏もれてしまった。

「お姉ちゃん、本当びっくりするくらいおっぱいないね……」

「は？」

「こっわ……」

　目に泡あわが入ってもお構いなしに、ぎろりとこちらを睨にらむ。

　凄すさまじい目力だ。由ゆ美み子こが黙だまるとふん、と鼻を鳴らし、前に向き直った。

「『人の容姿の悪口を言ったらダメだ』って小さいときに習ったでしょう。言っちゃダメよ」

「あんた、あたしの見た目をめちゃくちゃ煽あおり倒たおしておいてそれ？　それに、胸のない方をイジるのは伝統芸能っていうか、それこそ声優ラジオじゃありがちじゃない」

「もしあなたがラジオでわたしの胸をイジったら、その瞬しゆん間かんにあなたの胸を噛かみちぎるわ」

「こっわ…………」

　まぁ千ち佳かが貧乳を気にしているのは本当だし、もう触ふれないでおこう。

　由ゆ美み子こは何も考えずに湯を楽しむことにした。

　気が付けば、千ち佳かが身体からだを洗い終えていた。

　このあと、普ふ通つうなら湯船に浸つかるところだが、今は由ゆ美み子こがいる。彼かの女じよはどうするのだろう。そのまま出ていこうとしたら、さすがに湯船を譲ゆずるけれど。

　けれど彼かの女じよは、特に躊躇ためらいなくするりと湯船に入ってきた。

　由ゆ美み子こは慌あわてて足を動かす。

　しかし、次に彼かの女じよの取った行動に「おい」と声が出た。

　千ち佳かは向かい合わせに入るのではなく、こちらに背中を向け、もたれかかってきたのだ。

「あら不思議。佐さ藤とうの姿が見えないのに、声だけが聞こえるわ」

「張はり倒たおすぞ。ふたりで浴よく槽そうに入るなら普ふ通つうは向かい合わせでしょ」

「でもこれ、快適なのよね。わたしは佐さ藤とうを見ずに済むし、背中はやわらかいし」

「その負担が全部あたしに来ているんですが？」

　彼かの女じよはいつもよりちょっと狭せまい程度だろうが、こっちは窮きゆう屈くつ極きわまりない。

　足を開いたところに彼かの女じよの身体からだがすっぽり入る。

　白い肌はだはピンク色に染まり、艶つやと色気が増していた。

　髪かみはしっとり濡ぬれていて、シャンプーのいい香かおりがさっきから鼻をくすぐる。

「んひゃっ」

　邪じや魔まくさいので脇わき腹ばらをつつくと、千ち佳かはびくっとして甲かん高だかい声を上げる。

　慌あわててこちらから離はなれ、向かい合わせの位置に座すわり直した。

「わ、脇わき腹ばらをつつくなんて。いやらしい」

「風ふ呂ろに突とつ撃げきしてくる方がよっぽどいやらしいわ」

　千ち佳かはすぐに何かを言い返そうとした。

　しかし、その動きが止まり、視線が一点で固まる。

　視線の先にあるのは、明らかに由ゆ美み子この胸だ。

　女同士だから見られて恥はずかしくはないが、あからさまに注目されるのは抵てい抗こうがある。

　胸を両手で隠かくすと、千ち佳かははっとして顔を上げた。

　目が合う。

　どうやら、間ま違ちがいでも何でもなく、千ち佳かは由ゆ美み子このおっぱいを凝ぎよう視ししていたようだ。

「……人の乳を見過ぎ」

　注意すると、珍めずらしく千ち佳かは「ごめんなさい」と素す直なおに謝あやまった。

「随ずい分ぶんと立派なものをお持ちだから、つい見てしまったの。悪気はなかったから許してほしい」

「胸相手だと態度が普ふ段だんと違ちがいすぎる……。立派なものって言うけど、別にすっごく大きいっていうわけじゃないしさぁ。そりゃ何もない渡わた辺なべからすれば、大きいかもしれないけど」

「そうね。わたしのとはぜんぜん違ちがうわ」

「………………」

　ツッコミ待ちで言った言葉に、冷静な自己分ぶん析せきを返されてしまう。

　普ふ段だんはあれだけ天邪鬼あまのじやくなのに、胸相手だとなぜこうも素す直なおなのか。

　もうあからさまに見てくることはなかったが、それでもちらちら視線を胸に向けてくる。

　間に耐たえきれず、由ゆ美み子こはふざけながら口を開いた。

　この空気を終わらせようとしたのだ。

「そんなに気になるなら、触さわってもいいよ」

「いいの!?」

　……いいの!?

　予想と違ちがった反応に戸と惑まどう。口くち籠ごもっている間に、彼かの女じよは両手を合わせて拝み始めた。

「感謝するわ、佐さ藤とう。あなたがここまで慈じ悲ひ深ぶかいとは思わなかった」

　そんなわけのわからないことを言い出す始末だ。

　え、なにこれ。

　触さわらせなきゃいけない状じよう況きよう？　もう胸を提供しないと収まらない？

　由ゆ美み子こが混乱しているうちに、千ち佳かはずい、と前に出た。

「悪いけれど、上半身をお湯から出してくれる？　せっかくの機会だから、直がいいわ」

「え、あ、はい」

　その場で正座し、言われた通りに上半身をお湯から出す。

　千ち佳かは晒さらした胸をじっと見つめ、そして何の躊躇ためらいもなく手を伸のばした。

　むにゅ、と掴つかまれる。力を入れず、優やさしく揉もまれた。

　彼かの女じよの指が動くたびに胸の形が変わり、指は軽く沈しずんでいく。

「へぇー……、ほぉー……、なるほど、こういう感じなのね……」

　しきりに感心しながら、彼かの女じよは手を動かし続ける。指が動くたびにくすぐったい。

　彼かの女じよは顔を近付けながらじっくり胸を観察していて、時折感かん嘆たんの声を上げていた。

　由ゆ美み子こはどうしていいかわからない。

　一心不乱に胸を揉もみしだくラジオの相方から目を逸そらし、風ふ呂ろ場ばの壁かべをただ見つめる。

　どういう状じよう況きよう？

　同級生といっしょに家いえ風ぶ呂ろに入り、そこで胸を揉もまれているというこの状じよう況きよう。

　何があったらこんなことになるの？　なんだこれ。何で胸揉もまれてるのあたし。

　ただただわからない。

　しつこく胸を揉もみしだいたあと、むふー、という鼻息とともに千ち佳かは手を離はなした。

「ありがとう、満足したわ。本当にありがとう」

　そう重ねてお礼を言ってくる。

「いい胸だったわ。大きさだけでなく、弾だん力りよく、形と素す晴ばらしいものを持っていると思う。花丸をあげましょう」

「人の乳を採点するんじゃないよ」

「佐さ藤とうはあれね。胸は大きいけど、腰こしが細くてくびれも綺き麗れいでいいわね。お尻しりもいい形だし。身体からだだけは百点満点よ」

「いやそれはもう悪口でしょ。殴なぐるよ」

「褒ほめてるんだけど……。あなたがラジオの相方でよかった、と今初めて思えたくらいなのに」

「あたしの価値は身体からだだけかよ」

　ざぶん、とお湯の中に肩かたまで浸つかり、彼かの女じよの腹をげしげしと蹴けってやる。

　近いから離はなれろ、というのは伝わったようで、千ち佳かは大人しく身体からだを引いた。

　彼かの女じよも肩かたまで浸つかり直す。

　ふぅ、と息が漏もれた。千ち佳かも似たような息を吐はいている。

「………………………………」

「………………………………」

　こつん、と彼かの女じよの足が当たった。

　それに気付かないふりをしながら、千ち佳かの姿を見やる。

　落ち着いてしまうと、やはりこの状じよう況きようが異常であることを再認にん識しきする。

　高校生にもなって、いっしょにお風ふ呂ろに入っているだなんて。

　……なんか、いまさら恥はずかしくなってきた。

「なんかしゃべってよ」

　沈ちん黙もくに耐たえられず、そんな言葉が漏もれ出た。

　雑な問いかけに文句を言われるかと思ったが、千ち佳かはぼそりと口を開く。

「……さっきの胸の話だけど。面おも白しろくできるのなら、ラジオで話してもいいわよ」

　意図が読めず、彼かの女じよの顔を見た。

　さっきまでのはしゃぐ姿はもうなく、物もの憂うげに壁かべを見つめている。

　何となく悟さとる。

　自分で言った、「ラジオの相方でよかった」という言葉で、ちょっとしたスイッチが入ったのだろう。

「……そりゃ、胸の話出して数字が取れるなら、そうするけどさ。最近ますます調子悪いらしいね、あたしたちのラジオ」

『夕ゆう陽ひとやすみのコーコーセーラジオ！』は思うように人気が出ず、伸のび悩なやんでいる。

　目新しさで聴きいてくれた人は多かったが、根付きはしなかった。「夕ゆう陽ひとやすみが同じ学校の同じクラス」ということ以外に独自性がないからだ。

　その中で突とつ出しゆつするには、ほかの何かが求められる。

　由ゆ美み子こも千ち佳かも、可か愛わいらしいアイドル声優のキャラクターがあるために、あまり無茶なトークはできない。強きよう烈れつな個性もない。

　ならば、人気。

　ここ最近ずっと考えていることだ。

　自分が夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひと肩かたを並べるほどの人気声優であったなら、と。

　黙だまり込こんた由ゆ美み子こを見て、千ち佳かはそっと呟つぶやいた。

「わたしがもっと、話が上う手まければ……」

「違ちがう。あたしの人気がないのが悪いんだ」

　反射的に言い返してしまう。その声は堅かたく、そして鋭するどかった。

　はっとして千ち佳かを見ると、彼かの女じよは驚おどろいた表情を浮うかべていた。

　……やってしまった。これでは八つ当たりだ。

　悪い、と由ゆ美み子こは立ち上がる。

「出るわ。ちょっとのぼせたかも」

　普ふ段だんから長なが風ぶ呂ろなのでまだまだへっちゃらだったが、さすがに居たたまれなくなった。

　というより、元々この状じよう況きようが異常なのだ。

　風ふ呂ろから出ていく寸前、振ふり返かえって彼かの女じよに笑えみを向ける。

「胸の話より、多分この状じよう況きようを話す方が面おも白しろくなるよ。渡わた辺なべが勘かん違ちがいして家いえ風ぶ呂ろに突とつ入にゆうしてきたっていう話の方が」

　からかうように言うと、千ち佳かの顔がカッと赤くなった。それで少しだけ溜りゆう飲いんが下がる。

　由ゆ美み子こは笑いながら扉とびらを閉じた。







　パジャマに袖そでを通し、千ち佳かの部屋に移動する。

　彼かの女じよの部屋はシンプルだった。

　勉強机にベッド、テレビに収しゆう納のう棚だな。壁かべには制服が掛かけられている。綺き麗れいに片付けられていて、女子高生としても声優としても特とく徴ちようのない部屋だった。

　棚たなに並ぶ白箱が数少ない声優らしさだろうか。

「渡わた辺なべってロボット好きだから、部屋にプラモデルとかフィギュアとかあるかと思った」

　由ゆ美み子こがぽつりとこぼすと、千ち佳かは肩かたを竦すくめる。

「母親が嫌きらいだから。アニメのブルーレイを見ても嫌いやな顔するもの」

「はぁ……、大変だなぁ。集めてないんじゃなくて、集められないのか」

「持ってないわけじゃないけどね。神かみ代しろ監かん督とくの作品は全部ブルーレイ持ってるし、フィギュアもプラモデルもあるわよ」

「……どこに隠かくしてんの？」

「秘密基地」

　そう言って、まるで少年のように悪いた戯ずらっぽく笑う。

　珍めずらしい表情だ。素す直なおに笑う分にはかわいい顔なのに、とちょっとだけ思った。

　そんなとりとめのない会話をしているうちに、夜も更ふけていった。

　ベッドのそばに布ふ団とんを敷しいてもらったので、由ゆ美み子こはその上でスマホをいじっている。

　千ち佳かはベッドで何かの資料を読よみ込こんでいた。

　千ち佳かのスマホがぶるっと震ふるえる。画面を見て、うっと声を出した。

「どしたの」

「……マネージャーから。ツイッター見たみたいで、料理の写真褒ほめられた。お泊とまりしている感じの写真をもっと上げてほしいって」

「お泊とまりしている感じの写真ねぇ……」

　そう言われても、って感じではあるが。自分も何か撮とった方がいいだろうか、と思案する。

「いっそ、今のあなたを撮とってしまえば話は早いのだけれど」

　本気ではないだろうが、スマホのカメラを向けられるとヒヤッとする。顔を手でガードした。

「勘かん弁べんしてよ。思いっきりすっぴんだっつーの」

「いつものギャル姿を撮とられるよりはマシだと思うけど」

　そう言いながらも、千ち佳かは大人しくスマホを下ろす。

　しばらく彼かの女じよは考え込んていたが、思いついたようだ。

　ベッドから布ふ団とんに降りてきて、肩かたがくっつくほどに身を寄せてきた。

「なに？」

　由ゆ美み子この問いかけには答えず、彼かの女じよはスマホを操作する。空いた手でお腹なかの前にピースを作った。

　それで千ち佳かの意図に気付き、由ゆ美み子こはピースサインを千ち佳かの手にくっつけた。

　ぱしゃりとシャッター音が聞こえる。

「これはどう？」

　画面を見せられる。そこには千ち佳かと由ゆ美み子このパジャマのアップが映っていた。

　映っているのは腹から腰こしの辺りまでで、その前にはふたりの手が並んでいる。

　いんじゃない、と答えると、千ち佳かはそのままスマホを操作し始める。由ゆ美み子こと肩かたをくっつけたまま。彼かの女じよの細い肩かたは心こころ許もとなく、触ふれているとどこか不安を覚えた。

　髪かみが肩かたの上を滑すべる。触ふれると手て触ざわりが優やさしく、しっとりしていた。

　指でくるくるといじると、指先に絡からんでくる。

　それが心ここ地ち良よくて、つい遊んでしまう。

「投とう稿こうできたわよ」

　こちらを見て、千ち佳かはそう報告する。思ったよりも顔が近い。

　はた、と彼かの女じよの動きが止まり、視線が由ゆ美み子この顔に釘くぎ付づけになる。

「なに……？」

「いえ。あなた、普ふ段だんあんなに化け粧しようしているのに、肌はだ綺き麗れいなのね」

「そ？　ん、まぁ。手入れはちゃんとしてるしね」

　素す直なおに褒ほめられると、ちょっとだけ照れくさかった。視線を逸そらしてしまう。

　けれど、千ち佳かはこちらから目を離はなさない。じっと見たまま、口を開く。

「佐さ藤とう。あなた、すっぴんの方がかわいいわよ」

「……それは嬉うれしくない」

　げんなりしながら言い返す。

「誉ほめ言葉のつもりで言ってるかもだけど、言われた方は微び妙みようだからね、それ」

「大だい丈じよう夫ぶ。ちゃんと貶けなしているから。そのつもりで聞いてくれればいいわ」

「こいつ……」

　千ち佳かはおかしそうに笑うと、こちらに体重を掛かけてくる。

「ねぇやっちゃん」

「何だいユウちゃん」

「あなた、声優を目指したきっかけってなに？」

「なんだ藪やぶから棒に」

　寝ねる前の雑談にしては重い話題だ。

　由ゆ美み子こが答えあぐねていると、千ち佳かはベッドに置き去りにされた資料を指差す。

「雑誌のインタビューで答えなくちゃならなくて。書いて提出するの」

　なるほど。

　考えをまとめていたが、スマホの着信で気持ちが切れた、というところだろうか。

　こういう宿題の厄やつ介かいさは由ゆ美み子こも身に染しみているので、素直に答えてあげることにした。

「前も言ったけど、あたしは『魔ま法ほう使つかいプリティア』シリーズが好きでさ。子供の頃ころ、ずっと観みてたんだ。母親は仕事で夜いないし、子供の頃ころはばーちゃんも仕事しててさ、家でひとりの時間が長かったんだよね。だからひとりで、『魔ま法ほう使つかいプリティア』を観みてて……、そこからこっちの世界に憧あこがれを持ったって感じ。プリティアになりたかったんだよね」

　プリティアへの憧あこがれはいつしか演者への憧あこがれに変わり、自分もこの世界に関わりたいと願うようになった。

　年ねん齢れいが上がるごとに母や店から受ける影えい響きようも強くなり、外見は派手になったが、あのときの気持ちは忘れていない。

　由ゆ美み子この話を聞いて、千ち佳かはしばし考えこむ。

　しばらく経たってから、静かに尋たずねてきた。

「佐さ藤とう。それ、インタビューで答えられる？」

「全部は無理。プリティアが好きっていう話しかしないと思う」

　以前、料理の写真を上げなかった理由と同じだ。

　由ゆ美み子この夢には家庭の事情が関係している。

　知られて困ることではないが、今話すことでもない。

「そうよね」

　ふぅ、と千ち佳かは息を吐はく。

　その様子から察する。彼かの女じよが声優を目指したきっかけも、「今はまだ話したくない話」に該がい当とうするのだろう。

「渡わた辺なべは？」

「うん？」

「あんたもあるんでしょ。声優になったきっかけ。なんなの」

　普ふ段だんの渡わた辺なべ千ち佳かを見ていると、華はなやかな世界に憧あこがれるタイプではないことはわかる。

　以前、アイドル声優についても愚ぐ痴ちっていた。

　こんなことをしたいわけじゃない。

　そう嘆なげきながらも、この世界にこだわっている。

　千ち佳かはすぐには答えず、その場で座すわり直なおした。

　体育座すわりをして、膝ひざの上に顎あごを乗せる。

　しばらく黙だまり込こんでから、ゆっくりと口を開いた。

「わたしの父親がね、アニメーターだったの」

「……へえ」

　予想外の話の入り口に、かえって反応が淡たん泊ぱくになってしまう。

　まさか業界の人間だとは思わなかった。

「まだ親が離り婚こんする前、父親の関わった作品を観みるのが好きだった。『ここは自分が描かいたんだ』と教えてもらって、すごいすごいってはしゃいだわ。父親が作品を作っていることが自じ慢まんだった。そのうちね、父親の作品に声を吹ふき込こむことが夢になったの。声優になりたい、と思った。それがきっかけ。母親はいい顔しないけれど」

「そうなの？」

「元々アニメに理解ある人じゃないから。父親と同じ業界ってだけでダメみたい」

「……なんでお母さん、アニメに理解ないのにアニメーターと結けつ婚こんしたの？　こう言っちゃなんだけど、弁護士とアニメーターって接点なさそうだけど」

「学生時代からの腐くされ縁えんなんだって。昔は上う手まくいってたけど、父親が仕事にのめり込こんじゃってそれからはもう」

　何となく想像できる。アニメーターはとにかく激務だ。

　頑がん張ばれば頑がん張ばるほど忙いそがしくなり、家族との距きよ離りが開いていく。

　うーん、と心の中で唸うなっていると、千ち佳かはため息を吐つく。

「わたしが声優をやっているのも文句ばかりね。『こんな仕事だとは思わなかった』『あんなみっともないことやめなさい』って」

「……………………」

　その問題に、由ゆ美み子こは何も言えない。

　由ゆ美み子この親は理解してくれたが、難色を示す親の方が多いのではないだろうか。

「本当はどうでもいいのよ、わたしのことなんて。文句を言いたいだけ。それならいっそ放っておいてほしいんだけど、体てい裁さいがあるじゃない。母親としては声優自体やめてほしいみたいで」

　はぁ、と大きくため息を吐つく。

　彼かの女じよは膝ひざの間に顔を埋うめて、「めんどうくさい……」と力のない声で言った。

　何も言えない。仕方なく、由ゆ美み子こは話を戻もどす。

「……なかなか意外だったわ、渡わた辺なべが声優になったきっかけ。記事で読んだら面おも白しろいんだろうけど、これって……」

「そう。インタビューでは答えられない。……ほんと、いつになったら声の仕事だけに専念できるのかしらね」

　こてん、と千ち佳かは由ゆ美み子この肩かたに頭を乗せる。珍めずらしく弱っていた。

　この問題は、彼かの女じよの中で根深いのかもしれない。

　今の話は面おも白しろいし、夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひのパーソナルな部分に触ふれられるが、今はまだしたくない話だ。

　千ち佳かを見る。

　彼かの女じよのあどけない顔には疲つかれが滲にじんでいた。

　普ふ段だんのダウナーな千ち佳かを見ていれば、かわいい女の子を演じるのは苦痛だと伝わる。

　由ゆ美み子こだって演技はしているけれど、負担はそれほど大きくない。ファンが喜んでくれるんだから、演じようと素す直なおに思える。

　しかし、千ち佳かは違ちがう。

「……早く、無理しないで良くなるといいね」

　由ゆ美み子この声は無意識にやさしくなっていた。

　皮肉でもなんでもなく、心からの言葉だ。そうなればいい。彼かの女じよが望む形に収まればいい。今はそう思う。

　しかし、由ゆ美み子こがそんなことを言うのが意外だったのか、千ち佳かは身体からだを離はなし、由ゆ美み子この顔をまじまじ見つめた。目をぱちくりさせる。

　何も言わずにじっとこちらを見つめる様は、まるで猫ねこのようだ。

　こちらの言葉を理解してないのかもしれない……、とバカなことを考えていると、彼かの女じよの表情が変わった。

「ふふ。もう」

　千ち佳かはふにゃっと笑った。

　年相応のやわらかい笑えみだった。

　こんなにも可か愛わいらしく笑えるような奴やつだったのか、と目を奪うばわれる。

「そう言ってくれるのは嬉うれしいけれど。最近は、ちょっとだけ、ほんのちょっとだけど、アイドル声優も楽しいと思うこともあるのよ」

「え。そうなの。あんなに嫌いやそうだったのに」

「だからたまによ。まぁ、ファンを騙だましていることに変わりはないから、早くやめたいとは思うけど。でも、うん」

　千ち佳かはぼそりと何かを呟つぶやくと、そそくさと立ち上がった。

「わ、わたしはもう寝ねるわ」

　照てれ隠かくしをするように、慌あわててベッドに戻もどっていく。

　掛かけ布ぶ団とんを素す早ばやくかぶった。背中を向けているので、顔はもう見えない。

「……………………」

　頬ほおを掻かく。最後に何を言ったのかは聞こえなかった。あぁ、聞こえなかった。

　由ゆ美み子こも寝ねてしまうことにした。電気を消して布ふ団とんの中に入る。

　見慣れぬ天てん井じようを眺ながめていると、背を向けたままの千ち佳かが声を掛かけてきた。

「佐さ藤とう。おやすみ」

「……おやすみ」

　まさか千ち佳かと寝ねる前の挨あい拶さつをすることになるとは。

　そんな不思議な感かん慨がいを覚えながら、由ゆ美み子こは目を瞑つぶった。







　しばらくウトウトしていたが、ちょっとした物音で目が覚めた。

　むくりと身体からだを起こす。部屋はまだ暗かった。

　ベッドの上の千ち佳かは、規則正しい寝ね息いきを立てている。

　廊ろう下かに出てから物音の正体に気が付く。

　音の出所はリビングから。千ち佳かの母親が帰ってきたのだろう。時計を確かく認にんしたわけではないが、真夜中だ。ご苦労様だなぁ、と思いながら、由ゆ美み子こはトイレを借りる。

　トイレから出たあと、リビングを見に行った。

　予想通り女性の姿が見えた。スーツ姿でショートヘアの女性だ。

　帰ったばかりのようで、ビジネスバッグを足元に置き、キッチンで水を飲んでいた。

「おかえりなさい。お邪じや魔ましています」

　声を掛かけると、彼かの女じよが振ふり返かえる。

　第一印象は、「千ち佳かとよく似ている」というもの。顔の作りがそっくりだ。目つきの悪さは親おや譲ゆずりらしい。顔には疲つかれが出ていて、それが皺しわとなって刻まれている。

　千ち佳かがそのまま年ねん齢れいを重ねたかのようだった。

「あぁ……。あなたが。いらっしゃい。何のお構いもできなくて、ごめんなさいね」

　静かで、淡たん々たんとした話し方をする人だった。厳しそうな母親だ。声優であることに苦言を呈ていしているというのも、見ていて想像がつく。

　普ふ段だんのギャル姿ではなく、すっぴんで会ったのはよかったかもしれない。

　由ゆ美み子こはフルネームを名乗ったあと、冷蔵庫を指差す。

「ママさんの分の晩ばん御ご飯はんもありますけど、今食べますか？」

「……そうね。頂こうと思っているけど」

「じゃあ、部屋で着き替がえてきてください。あたし、温めておきますから」

　由ゆ美み子こが言うと、彼かの女じよは目を瞬しばたたかせる。遠えん慮りよがちに、「いいわよ、そんなこと……」と戸と惑まどいを見せた。言い方が千ち佳かとそっくりだ。

「いいですから」と背中を押おした。疲つかれた母親を見ると、どうしても世話を焼きたくなる。

　こちらをちらちらと気にしていたが、彼かの女じよは大人しく部屋に行ってくれた。

　その間に料理を温める。

　飲み物を出そうとして、冷蔵庫に缶かんビールを見つけた。それを眺ながめていると、部屋着に着き替がえた千ち佳かの母がリビングへ入ってくる。

「ママさん、ビール呑のみます？」

「え？　あ、あぁ。そうね、もらおうかしら……」

「了りよう解かいです」

　缶かんビールを出して食器棚だなを見ると、良さそうなグラスを見つけた。そこにビールを注ぐ。

　手て持もち無ぶ沙さ汰たにしている彼かの女じよに座すわるよう促うながしてから、先にビールを置いた。

「ご飯はもうちょっと待ってくださいね」

「あ、ありがとう。……手慣れているようだけど、あなたはいつもこんなことをしているの？」

「あぁ、まぁ、そうですね。うちも母とふたりなんで」

　由ゆ美み子こが答えると、彼かの女じよは少し目を見開く。

「……そう。しっかりしてるのね」

　まぁそちらの娘むすめさんよりは……、と出かかった言葉を飲のみ込こむ。

　レンジの前に戻ると、彼かの女じよが声を掛かけてきた。

「ねぇあなた。あなたも声優なんでしょう？」

「あー、はい。そうですけど。わたな……、千ち佳かさんから聞いてました？」

「いいえ。あの子は『友達が泊とまりに来る』って言っていたけれど、あの子にそんな友達がいるなんて聞いたことがないし。どうせ仕事仲間なんだろうな、と思っただけ」

　……鋭するどい。

　レンジの前で少し固まる。

　千ち佳かは母親に声優が来ることを隠かくしたかったのだろう。

　声優仲間が泊とまりにくると聞けば、いい顔をしないと思ったのかもしれない。

　温め終わったので、料理をテーブルに運ぶ。

　温かい料理を前にしても、彼かの女じよは表情を変えなかった。

　リップサービスを付け加える。

「これ、あたしと千ち佳かさんがふたりで作ったんですよ」

「……どうせ、あなたがほとんど作ったんでしょう。あの子にこんな器用な真ま似ねできるとは思えないもの」

　速そつ攻こうバレた。まぁ母親相手なら致いたし方かたない。

「あの子が作ったのは、この形の悪い目玉焼き？　でしょう？」

　彼かの女じよが指差したのは、あの目玉焼きだ。

　千ち佳かは母に料理を振ふる舞まったことがないらしいので、せっかくだからひとつ残しておいたのだ。もうひとつは千ち佳かと半分こした。

　千ち佳かの母は、冷たい目で目玉焼きを見下ろしている。

　しかし、真っ先に手を付けたのはその目玉焼きだった。

　口に入れた途と端たんに渋しぶい顔をしたが。ぼそりと呟つぶやく。

「わたしがね、前はよく作っていたの。あの子がそれを覚えているかは、わからないけれど」

「……へぇ」

　それはそれは。由ゆ美み子こはそっと微ほほ笑えむ。

　料理はすべて出し終えたので、そろそろ部屋に戻もどろうか、と考えていると、

「ちょっと話を聞いてもいいかしら」と席に座すわるよう言われてしまった。

　なんだろう。娘むすめさんの壊かい滅めつ的てきな料理スキルについてだろうか。

「あなたが声優をやっていることについて、親おや御ごさんは何と仰おつしやっているのかしら」

　おっと。探さぐりを入れられている。

　やはり、母親としては気になることなんだろう。

　それを娘むすめの仕事仲間に訊きいてしまうのは、如何いかがなものかと思うけれど。

　こちらをじっと見つめる母親に対し、由ゆ美み子こは手で料理を指し示した。冷めますよ。そう伝えると、彼かの女じよはそっとスプーンを手に取った。オムライスを口に含ふくむ。

　すると、少しだけ表情がやわらいだ気がした。

「うちは好きにさせてくれますね。由ゆ美み子こがやりたいならやりなさい、って言ってくれてます」

「いいお母さんね」

　呟つぶやくように言ってから、彼かの女じよはスープに手をつける。

　本心かどうかは微び妙みようなところだ。

　無責任な親だ、と思っていてもおかしくない。

　彼かの女じよは視線をスープに落としたまま、独り言のように言葉を繋つなげる。

「同じ声優のあなたに言うべきじゃないかもしれないけど。とてもいい仕事だとは思えないわ。不安定で明日どうなるかもわからない、何の保証もない仕事は職業とは言えない。今はまだしも、あれで一生食べていこうだなんて……、ぞっとするわ」

　彼かの女じよは暗い顔を隠かくそうともしない。

　結局はそこなのだろう。

　親として、不安定な仕事に就つくのはやめてほしい。

　弁護士という立派な職の彼かの女じよからすれば、声優業なんて許せないわけだ。

　しかし、そうなるとひとつ疑問が出てくる。

「千ち佳かさんが声優になるとき、ママさんは許可を出したんじゃ？」

　結局、千ち佳かも由ゆ美み子こも未成年だ。

　仕事をするのも、事務所に所属するのも保護者の許可がいる。

「……きちんとわたしが事情を把は握あくして許可を出したのは、劇団に入るまで。引ひっ込こみ思じ案あんを直したいからって言われてね。だっていうのに、いつの間にか声優事務所にも所属してて……、ハメられたのよ」

　彼かの女じよは深いため息を吐つく。

　どうやら、千ち佳かは裏で上う手まくやったようだ。

　ほとんどだまし討うちに近い方法で許可をもぎ取り、声優になったのだろう。

　千ち佳かの母親は声優になることを許してくれそうにないし、それがわかっていたから、千ち佳かは遠まわりしたのかもしれない。

「それに、声優って言うけれど、あれではまるでアイドルの真ま似ね事ごとだわ。ステージで歌ったり踊おどったり、雑誌やネットに顔を出して……。あんな若さと女を売るような仕事、情けない……」

　千ち佳かの母親は呻うめくように言う。

　自分の娘むすめがアイドルのようなことをして、おいそれと受け入れられる親はどれほどだろうか。

「どうせあの子も、最後にはわたしに泣きつくに決まっています。保証のない世界で生きて行けるとは思えない。それなら最初から、まともな人生を目指した方が失敗がないわ。なぜそれがわからないのかしら……」

　彼かの女じよのため息は大きい。

　愚ぐ痴ちりたくて仕方がなかったのかもしれない。

　千ち佳かも声優業について詳くわしく説明するとは思えないし、彼かの女じよがそれを聞いて納なつ得とくするとも思えない。

　それに何より、千ち佳かの母親の発言は見当外れでも何でもない。

　つい、皮肉げな笑えみを浮うかべてしまう。

「ママさんの言う通りです。ろくなものじゃないですよ。あたしはまだ三年目だけど、売れなきゃゴミっていう環かん境きようで、日の目を見ずに脱だつ落らくした先せん輩ぱいを何人も見てます。売れたら売れたで、安く使い潰つぶされることもある。それで身体からだ壊こわす人もいます」

　そうして去った先せん輩ぱいたちが、どういう気持ちだったのか。

　由ゆ美み子こにはわからない。

「アイドル声優やってるせいで、怖こわい思いや気持ち悪い思いをする人だっている。今はよくても将来はわからない。不安が常に付つき纏まといます。苦労だって多い仕事でしょう。正直、あたしは生いき抜ぬいていける自信はありません」

　でも、と続ける。

　笑えみはいつの間にか消えていた。

　大人しくしているつもりだった。彼かの女じよは愚ぐ痴ちを言いたいだけなのだから。

　けれど、どうしても、腹の底から熱いものがこみ上げてくる。

　彼かの女じよは夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひを否定した。

　それがどうしても──許せなかったのだ。

　口が悪く、根暗で意地っ張りな少女。

　しかし、実力は、実力だけは本物の女性声優、夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひ。由ゆ美み子こが憧あこがれを抱いだいてしまうほどの相方。そんな彼かの女じよを否定されて、黙だまっているわけにはいかなかった。

　でも。もう一度、付け加える。

「渡わた辺なべは違ちがいます。夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひは違ちがいます。あいつは、この業界で生いき抜ぬける実力がある。ずば抜ぬけた力があるんです。周りは彼かの女じよを認めているし、あたしはいつも嫉しつ妬とさせられてます。きっとすごい声優になります。あいつが相方なのはしんどいけど、実力差があるのは辛つらいけど、その反面、楽しみでもあるんです。こいつはどこまで行くんだろうって。それを追いかけるのが、あたしの目標でもあるんです」

　……あぁそうか。目標だ。

　自分で言って、ようやくわかった。

「渡わた辺なべのおかげで、あたしも強くなれる。負けたくない、って頑がん張ばれる。すごい奴やつなんです。そう思わせてくれるんです。彼かの女じよの才能を、みんなの楽しみを、あたしの目標を、奪うばわないでもらえると助かります」

　言い終えてから、そっと咳せき払ばらいをする。

　止められなかった。吐はき出だしてしまった。

　……それも、物もの凄すごく熱く。何をまぁ、母親相手に偉えらそうに。

　猛もう烈れつに恥はずかしくなり、つい頬ほおを手で押おさえる。

　正直、自分でも驚おどろいた。そんなふうに思っていたのか、と。

　感情のまま、流れるままに吐はき出だしてしまった言葉は、考えて言ったものではない。

　だからこそ、きっとそれは本音なのだろう。

　千ち佳かの母は動きを止めて、何も言わずに由ゆ美み子この顔を見つめていた。

　その瞳ひとみにどんな感情が宿っているのか、由ゆ美み子こにはわからなかった。

「も、もちろん、ママさんが心配するのもわかるんですけど」

　そんなことをごにょごにょ付け足してしまう。

「……すんません、あたしもう戻もどりますね」

　居たたまれなくなって、そそくさとリビングから出ていこうとする。すると、「由ゆ美み子こちゃん」と声を掛かけられた。彼かの女じよはこちらに背を向けたまま、無感情に言った。

「これからもラジオのお相手、よろしくね。それとご飯、ありがとう」

「う、うっす」

　何とか返事だけして、扉とびらを開けた。

　すると、その瞬しゆん間かんである。

　廊ろう下かからどたどたという足音がした。すぐ近くで聞こえた。

　そして、その足音が遠ざかっていく。まるで逃にげるように。

　今度は遠くで、扉とびらの閉まる音が聞こえた。

　今の足音がだれかなんて、考えるまでもない。

「…………────っ！」

　顔が凄すさまじく熱くなり、口を手で押おさえてしまう。

　そうしなければ、叫さけび声ごえを上げてしまいそうだった。

　聞かれていた。あの反応は間ま違ちがいなく聞かれていた。

　自分でも気付いてなかった本音を、よりによって本人に聞かれた。

　ぐむ、と唇くちびるを噛かむ。

　恥はずかしい。恥はずかしい恥はずかしい恥はずかしい！　先ほど熱く語った話が頭の中で繰くり返かえされ、思わず沸ふつ騰とうしそうになる。ぐぬ、ぐぬぬ……、と唸うなってしまう。

　ぷしゅう、と湯気が出そうなほど顔は熱いが、深呼吸で排はい熱ねつした。

　……やってしまったものはしょうがない。割り切るしかない。

　千ち佳かの部屋の扉とびらを開けるが、電気は点ついていなかった。

「ぐ、ぐうぐう……、ぐうぐう……」

　千ち佳かはベッドの上で俯うつぶせになって、あまりにも下手くそな寝ねたふりをしている。

「……あー、渡わた辺なべ？」

「ぐ、ぐうぐう……！　ぐうぐう……」

　顔を枕まくらに埋うずめたまま、あくまで寝ね息いきの真ま似ねをする。

　どこまで本気なのかわからないが、「何も聞いていませんよ」と彼かの女じよは言いたいのだろう。

　ほっとする。

　もしいつもの調子で悪態を吐つかれたら、さすがに立ち直れなかった。泣いちゃったかもしれない。

　千ち佳かがそうしてくれるなら、もう忘れてしまおう……。

　そそくさと布ふ団とんの中に潜もぐる。枕まくらに頭を載せて天てん井じようを見上げると、さすがにもうわざとらしい寝ね息いきは聞こえてこなかった。

　……もう寝ねただろうか？

　判断はつかないけれど、由ゆ美み子こはそっと囁ささやくように言う。

「渡わた辺なべのお母さん、あんたのことがどうでもいいなんてことはないよ。普ふ通つうの親じゃん。子供が心配で仕方ないだけ。あんたもさ、少しは向き合って話した方がいいんじゃない」

　お節せつ介かいだけどさ、と付け加える。本当お節せつ介かいだ。

　お節せつ介かいついでにもうひとつ伝えようかと思ったが、やめた。

　外野が口出ししすぎるのはよくない気がしたからだ。

　おそらくふたりの溝みぞはそれほど深くない。

　その理由は、彼かの女じよが由ゆ美み子こを歌うた種たねやすみだと知っていたからだ。

　由ゆ美み子こが声優であることは伝えたが、名乗ったのは本名だ。

　なのに、彼かの女じよはこう言った。

『ラジオのお相手よろしくね』。

　由ゆ美み子こが歌うた種たねやすみだと知っている。

　歌うた種たねやすみが夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひの家に泊とまるという話をしたのは、どこか。

　ラジオである。

　千ち佳かの母親は、千ち佳かたちのラジオを聴きいている。

　だからこそ、千ち佳かの家に泊とまりにきた由ゆ美み子こを、歌うた種たねやすみだと判断したわけだ。

　あの様子だと、千ち佳かはそのことを知らない。千ち佳かの母親も黙だまっているのだろう。千ち佳かに興味がないなんてとんでもない。娘むすめのことを心底心配していて、そのうえ、娘むすめのラジオを内ない緒しよで聴きく始末。きっとどちらかが歩み寄れば、ふたりの溝みぞはすぐに埋うまる。

　しかし、ふたりとも意地を張ってなかなか踏ふみ出だしそうにない。

　親子だなぁと由ゆ美み子こは笑う。

　由ゆ美み子こは微ほほ笑えましい気持ちになりながら、目を瞑つぶる。

　千ち佳かの寝ね息いきが聞こえる前に、そっと眠ねむりの中に落ちていった。







　翌朝。由ゆ美み子こたちが起きた頃ころには、千ち佳かの母親は既すでに仕事に出ていた。

　簡単な朝食を取ったあと、さっさとお暇いとますることにした。ミッションは終わった。せっかくの夏休みをこれ以上浪ろう費ひすることはないだろう。千ち佳かだってさっさと帰ってほしいはずだ。

　律りち儀ぎにも外まで見送ってくれた千ち佳かに、軽く手を挙げる。

「それじゃ」

「ええ」

　淡たん泊ぱくなやり取りに自分たちらしさを感じつつ、由ゆ美み子こは彼かの女じよに背を向けた。

　マンションの前に人ひと影かげはない。由ゆ美み子こたちは休みでも、今日は平日だからだろう。

「佐さ藤とう」

　声を掛かけられて振ふり返かえると、千ち佳かはまだそこに立っていた。

　何やら言いにくそうに腕うでを手で擦さすり、下を向いている。

　人を呼び止めておきながら、用件を言おうとしない。

「なに」

　仕方なく言葉を返しても、千ち佳かはしばらく黙だまったままだった。

　けれど、意を決したかのようにぎゅっと目を瞑つぶる。

「一度だけ。たった一度だけしか言わないわ」

　そう前置きをしてから、ようやくこちらの目を見た。

「わたしも、あなたには嫉しつ妬としてる。あなたは色んな人に好かれている。桜さくら並なみ木きさんも、朝あさ加かさんも、ほかのスタッフだってみんなあなたに惹ひかれている。うちの母だって、あなたのことを気に入ったわ。あなたの周りには常に人がいる。現場でも、学校でだって。その魅み力りよくはわたしにはない。羨うらやましいって思う。いつもだれかと話しているあなたを見るたびに」

　千ち佳かはそこで言葉を区切ると、こほんと咳せき払ばらいをする。

「でも、それだけじゃない」と続けた。

「声優としてのあなたを、わたしは脅きよう威いに思う。演技を聴きくたび、歌を聴きくたび。上う手まいな、って思わされる。今あまり仕事がないのは、タイミングが合っていないだけとしか思えない。ひとつのきっかけで、きっとあなたは上にいく。わたしはそれが怖こわい。容易たやすく追おい抜ぬかれそうで。わたしだって、あなたには負けたくないのに。だからこそ、頑がん張ばらなきゃって思えるのよ」

　彼かの女じよの美しい声が、しっかりと言葉を作る。

「はっきり言っておくわ。夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひが、一番に意識しているのはあなたよ、歌うた種たねやすみ。……それを、忘れないで頂ちよう戴だい」

　彼かの女じよはそう締しめくくると、さっさと踵きびすを返かえした。

　自動ドアがゆっくり閉まる。決して振ふり返かえりはしなかった。

　彼かの女じよの姿が見えなくなってからようやく、自分があんぐりと口を開けていることに気付いた。

　慌あわてて閉じるが、動どう揺ようはどんどん大きくなるばかり。

「え、なに、今の……。え、夢……？」

　ただただ混乱する。彼かの女じよの声がいくつも頭の中で重なる。

　やすみを意識していると。負けたくないと。きっと上にいくと。

　あの、夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひが。

　千ち佳かは世辞を言うタイプではない。無意味に持ち上げることもない。

　だから、さっきの言葉は彼かの女じよが本当に感じていることなのだ。

　それがどうしようもなく──嬉うれしい。

「あ、くそ……、あいつに認められて嬉うれしいだなんて……、そんなわけあるか」

　頭をぶんぶん振ふって、その考えを取り消す。

　なのに、顔が自然とにやけてしまう。

　えへ、えへ、と変な笑いが漏もれてしまう。

　にやけながらも、由ゆ美み子こは歩き出す。

　千ち佳かがずっと意識し続けるような、せずにはいられないような、そんな声優になってやる。

　そう、心に決めたのだ。




　　　※　※　※




　木き村むらはパソコンの前で頭を抱かかえていた。

　ダメだった。

　やすやすや夕ゆう姫ひめと出会えることを祈いのって、周辺の高校の前で待まち伏ぶせたものの、全くの無む駄だ足あしだった。何日も粘ねばり、何校も回ってみたけれど、これは無理だと匙さじを投げた。

　次の手段を考えなければならない。

　近くの高校にあのふたりはいる。それは間ま違ちがいない。あとは、どう出会うか……。

　答えが出ないままネットを見ていると、夕ゆう陽ひがツイッターに写真を上げたことに気付いた。

　写真には、夕ゆう陽ひとやすみのふたりが写っている。ただ、手と身体からだだけで顔は写っていない。『そろそろ寝ねまーす。やっちゃんのパジャマかわいい☆』と書かれている。

　そういえば、先ほど泊とまりに来ているとツイートしていた。

「ん？　……え？　こ、これって」

　幸せな気分で写真を眺ながめていたのに、大変なことに気が付いてしまう。

　上半身のアップだから部屋の様子は写っていない。

　しかし、ふたりの身体からだと身体からだの間にわずかな隙すき間まが空き、そこに部屋の背景が少しだけ写りこんでいる。小さな小さな、その空間。

　そこに見えたものは。

「うちの高校のスクールバッグじゃないか……」

　画像を思い切り拡大して、確かく信しんを得る。

　小さく校章も見える。間ま違ちがいなかった。

　心臓が跳はねる。頭がじんじん痺しびれる。

　うちの高校、だって？　そんなはずはない。そんなはずは。

　そう否定する中、どこかに情報がないか、と散々聴きき直なおしたラジオの内容を思い出した。

　彼かの女じよは、自分たちが一組だと言っていた。

「一組なら僕ぼくと同じクラスだ……。やすやすや夕ゆう姫ひめと同じクラスだって？　あ、そうだ……！」

　木き村むらは慌あわてて、机の中身をひっくり返す。四月にクラス写真を撮とっていた。

　それをパソコンに取とり込こみ、拡大して女子生徒の顔をひとりひとりじっくり見ていく。

　夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひと歌うた種たねやすみの顔写真と見比べながら。

「いた……」

　夕ゆう陽ひを見つけた。

　前まえ髪がみで顔が見えづらく、つまらなさそうに目を伏ふせているせいでなかなか気付けなかった。

　渡わた辺なべ千ち佳か。彼かの女じよこそが夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひだ。間ま違ちがいない。

「じゃあ、やすやすは……？」

　またひとりひとり、じっくり顔を見る。時間が掛かかったが、見つけた。

　佐さ藤とう由ゆ美み子こだ。じっくり顔を見比べると、彼かの女じよも同一人物であることが浮うき彫ぼりになる。

　まさか、あのギャルがやすやすだなんて……。

　なるほど。なるほどなるほど。つまり、こういうことか。

　彼かの女じよたちは私生活で、根暗な女子とギャルを演じているというわけだ。

　そうやって声優業と私生活を分けた。周りに知られないために。

　どちらが素という話ならば、声優のときが素なのだろう。木き村むらにはわかる。

　あんなにも楽し気に仲良く話しているふたりが、演技なんてあり得ない。

　さて。この特上のネタは上う手まく使わなくてはならない。

　あの夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひと歌うた種たねやすみの弱みを自分が握にぎっている。その事実だけでぞくぞくした。

　極ごく上じようの至福だ。全能感にアドレナリンが溢あふれる。顔がにやけるのを止められない。

　さぁ、どうしたものだろうか……。
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　ブース内にたったひとり、由ゆ美み子こは立っている。

　今はオーディションの真っ最中。

　ブース内には由ゆ美み子こひとりだが、調整室には人がたくさんいた。

　音おん響きよう監かん督とくをはじめとしたスタッフが、由ゆ美み子この審しん査さをするためにそこにいる。

「はーい、それじゃあお願いしまーす」

　音おん響きよう監かん督とくからの声が届く。よし、と由ゆ美み子こは台本に目を落とした。そして、口を開く。

「…………………………」

　声が。

　出ない。

　パニックに陥おちいりそうになりながら、必死で声を出そうとする。

　しかし、出ない。出ないのだ。

「あれ？　どうしたの？　押おしてるから早くしてほしいんだけど」

　監かん督とくからのプレッシャーで焦あせりがさらに増大する。

　由ゆ美み子こは首を掴つかみ、必死で何かを言おうとするが、ブース内に音は何も鳴らなかった。

　助けを求めるように調整室に目を向けるが、彼かれらはだれも由ゆ美み子こを見ていなかった。

　興味がなさそうにぼんやりした表情を浮うかべている。

　あの顔は知っている。

　由ゆ美み子こが必死に演技をしても、全く響ひびいていないときの顔だ。

「はい、ありがとうございましたー」

　待って、やれるから、大だい丈じよう夫ぶだから。そう言いたいのに、声が言葉を作ってくれない。

　いつの間にか、由ゆ美み子こはブースの外にいた。

　俯うつむきながら、スタジオの廊ろう下かを歩く。

　なんでこんなことに。

　なんでなんで。

　あんなに練習したのに……、と泣きそうになる。

　すると、聞き覚えのある声が耳に届いた。

　廊ろう下かの先に、桜さくら並なみ木き乙おと女めの姿があった。乙おと女め姉ねえさん！　手を上げる。

　乙おと女めはぱっと顔を明るくさせ、こちらに駆かけ寄よってきた。

「夕ゆう陽ひちゃん！　こんにちは。夕ゆう陽ひちゃんも収録だったんだ！」

　乙おと女めは由ゆ美み子こが見えてないかのように、素す通どおりした。

　由ゆ美み子この上げた手が虚むなしく行き先を見失う。

　振ふり返かえった先には千ち佳かがいて、乙おと女めと仲が良さそうに話はなし込こんでいる。

　渡わた辺なべ！　と叫さけぼうとするが、また声が出なかった。

　彼かの女じよたちは踵きびすを返かえし、廊ろう下かの奥おくに歩いて行ってしまう。

　由ゆ美み子こはその背中に手を伸のばす。

　待って、待ってよ、と泣きそうになるが、彼かの女じよたちは由ゆ美み子こに気付かなかった。

　廊ろう下かの明かりが消える。暗くら闇やみに取り残される。

　由ゆ美み子こはだれの目にも止まることなく、そのまま闇やみの中に呑のまれていった。







「……はっ」

　ぱちっと目が覚めて、一いつ瞬しゆん、自分がどこにいるのかがわからなかった。

　がたんがたん、という規則正しい揺ゆれと音、見慣れた風景に電車内であることを認にん識しきする。

　どうやら居い眠ねむりしていたらしい。

　隣となりの大学生っぽい男の肩かたに、思い切り頭を乗せていた。

「あ、ごめんなさい」と慌あわてて謝あやまると「あ、や、大だい丈じよう夫ぶっす」と赤い顔で言われてしまった。

　今日はラジオの収録日。

　夏休みも終わったので、学校から直接スタジオに向かっている。

　ふるふる、と寝ね起おきの頭を振ふった。

　昨日は夜よる遅おそくまでオーディションの練習をしていて、あまり寝ねていない。

　そのせいでひどい夢を見た。座すわったまま、手すりに頭をぶつける。

「オーディション受かんねー……」

　電車の音にかき消される声量で、ため息とともに呟つぶやく。

　千ち佳かに「あなたを意識している」と言われてからというもの、いやでも仕事に力が入った。

　加か賀が崎さきに頼たのんで受けるオーディションを増やしてもらい、いつもよりたっぷり練習してから丁てい寧ねいにこなした。それを幾いく度ども繰くり返かえした。

　だというのに、スマホは沈ちん黙もくを保っている。

　やる気をいくら出しても、それが結果に繋つながらなければ意味はない。

　向いてないのかな、なんて弱気なことを考えてしまう。

　何も考えたくなくて、スマホでツイッターを開く。流れるタイムラインを意味なく眺ながめた。

　そして、ひとつのツイートに目が引き寄せられる。




『神かみ代しろ監かん督とく、ファン待望の新作『幻げん影えい機き兵へいファントム』のメインキャスト決定！　主演は夕ゆう姫ひめこと、夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひ！』




「……噓うそぉ？」

　間ま抜ぬけな声が漏もれる。

　隣となりの男性が不思議そうにこちらを見たが、気にする余よ裕ゆうなどなかった。

　神かみ代しろ監かん督とくというのは、以前、千ち佳かも好きだと言っていたアニメ監かん督とくだ。

　重じゆう厚こうな世界観とこだわりの強いメカ、ロボットが登場することが多く、彼かれの手て掛がけた作品は神かみ代しろアニメと呼ばれ、非常に人気が高い。

　この『幻げん影えい機き兵へいファントム』も先にメカデザインと設定が公開されていて、アニメファンからはもちろん、業界人からも注目されている。

　ただ、予算が潤じゆん沢たくにあるので、声優陣じんがベテランで固められるのも毎度のことだった。

　もちろん歌うた種たねやすみの出る幕などない。

　けれど、夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひはそこにいる。それも主演だ。

　ほかの人気声優を押おしのけて主演の座を獲かく得とくしている。

　もし、『今回は新人声優だけ』というようなコンセプトがあれば、この抜ばつ擢てきにも納なつ得とくできる。しかし、ほかのキャスト陣じんを見てもベテランや演技派ばかりだ。

　だれもが知っている声優陣じんの中に、夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひが立っている。

　タイムラインを見ると、夕ゆう姫ひめファンは大興奮だった。それもそうだ。自分の推おし声優がこんな暴れ方をすれば、喜びたくもなる。すげえ、と言いたくなる。

　すごいよ渡わた辺なべ、あんたすごいよ。

「…………………………」

　言えるわけがない。

　荒あれ狂くるうような嫉しつ妬とと、ずぶ濡ぬれになったかのような情けなさが洪こう水ずいのように押おし寄よせてくる。それらが合わさって全身にまとわりついた。

　座すわっていて良かった。下手をすれば、へたり込こんでいたかもしれない。

　格好悪すぎて笑えてくる。

　張り切っていたくせにオーディションに落ち続ける自分。

　着実に人気を獲かく得とくしていき、有名監かん督とくの新アニメに大だい抜ばつ擢てきされた千ち佳か。

　あまりにも、あまりにも差が開きすぎている。

　縮めようと頑がん張ばっていたのに、まさか、既すでに天と地ほどに離はなれていただなんて。

　由ゆ美み子こはスマホをおでこに押おし当あてて、ゆっくり息を吐はいた。

　それでも、腹の中に溜たまった泥どろのような感情は、少しも排はい出しゆつされなかった。

　このあと、本当にラジオの収録なんてできるだろうか。そう考える由ゆ美み子こは、まさかこのあと、これ以上に打ちのめされることになるとは思ってもみなかった。







「……あと四回で終わり……、ですか？」

　収録前の打ち合わせのため、いつもの会議室に入ったあと。

　突とつ然ぜん、ディレクターの大おお出いでにラジオ終しゆう了りようの報しらせを聞かされた。

「思った以上に人気が出なくてねぇ。数字もどんどん落ちてるんだよね。テコ入れしてどうなるっていう話でもなさそうだし、これはもう打ち切りにしちゃった方がいいよね、って決まってさぁ。改変期は乗のり越こえられなかったわー」

　まるで他ひ人と事ごとのように告げられ、頭が上う手まく回らなかった。

　終わり。終わり。あと四回で最終回。打ち切り。

　……人気がないのは知っていた。でも、どうにか盛り上げようと頑がん張ばってきたのに。せっかくのレギュラー番組だったのに。こうもあっさりと終わるなんて。

　ぼうっとした頭で朝あさ加かを見る。

　明るく陽気に、なんでもないことのように言う大おお出いでと違ちがい、彼かの女じよはずっと申し訳なさそうな表情を浮うかべていた。

「おはようございます」

　整理がつかないまま大おお出いでの話を聞いていると、千ち佳かが部屋に入ってきた。

　彼かの女じよはいつものように隣となりに座ろうするが、こちらの顔を見て怪け訝げんそうな表情を浮うかべた。

「……なんて顔してるのよ。拾い食いでもして、お腹なか壊こわした？」

　彼かの女じよの軽口に付き合える心持ちではない。

　由ゆ美み子こはやるせない感情を受うけ渡わたすかのように、千ち佳かに伝えた。

「ラジオ、あと四回で終わりだって」

　声が掠かすれて、途と中ちゆうで咳せき払ばらいしてから言い直す。

　千ち佳かは軽く目を見張った。そのまま何も言わずに、由ゆ美み子この顔をしばらく見つめる。

　由ゆ美み子こはそっと目を逸そらした。見ていられなかった。どんな言葉が出てくるのか、怖こわくて。

「……そう」

　しかし、千ち佳かはそれしか言わなかった。

　素っ気なく呟つぶやくと、それ以上の感想もなく、席についてしまった。

　テーブルの上にあった台本を引き寄せ、そのまま読み進め始める。

「…………………………………………」

　まず感じたのは、虚むなしさ。

　身体からだがさらさらと砂になり、そのまま風に飛ばされてしまうかのような感覚。

　何もかもがこぼれ落ちていった。

　そして失望。それは自分自身に対して、だ。

　何を、何を期待していたのだろう。

　渡わた辺なべ千ち佳かに、何を言って欲ほしかったのだ。何を求めていたのだ。何かしらの言葉を受ければ、それで満足だったのだろうか。

　自分と千ち佳かは違ちがう。

　違ちがうのだ。

　そんな簡単なことに、今いま更さら、気が付いた。

　同じわけがないじゃないか。勢いがあり、人気声優の階段を昇のぼる彼かの女じよと、オーディションにもろくに受からない自分が。

　千ち佳かがこのラジオにこだわる理由なんて、これっぽっちもない。

　打ち合わせが始まる。由ゆ美み子こはもう、隣となりを見ることはなかった。







　マイクテストも終わり、由ゆ美み子こと千ち佳かはブースの中で座すわっていた。

　いつも通り。本当にいつも通りだ。打ち切りの話なんてなかったかのよう。

「夕ゆう陽ひちゃん。台本、会議室に忘れてたよ」

「あ、すみません」

　ブースに入ってきた朝あさ加かが、持っていた台本を千ち佳かに手て渡わたす。

　彼かの女じよは定位置である由ゆ美み子この隣となりに腰こし掛かけ、ノートパソコンを立ち上げていた。

　朝あさ加かは先ほど、由ゆ美み子こと千ち佳かに打ち切りの件について詫わびた。

　大おお出いでがいなくなったタイミングで、「わたしの力が足りなかった」と頭を下げた。そんなことはない、とてもよくしてくれた、こうなったのは自分たちのせいだ……、というような言葉を並べたと思うが、よくは覚えていない。

　ただ、朝あさ加かがどう言おうと、心がざわざわするのを抑おさえられない。

　ささくれだった心が棘とげを生む。

　だから。

　思わず、由ゆ美み子こは口走ってしまった。

「……いいね、売れっ子声優さんは。ラジオが一本二本終わったところで、何の影えい響きようもないんだから」

　腕うでを組んで目を逸そらし、意地悪く独り言のように言う。

　皮肉気な、というよりは卑ひ屈くつっぽい笑えみをたたえながら。

　感じが悪い。自分でもそう思った。

　当然ながら、千ち佳かは不ふ愉ゆ快かいそうに眉まゆを顰ひそめる。

「なに。含ふくみのある言い方して。感じ悪いわよ」

「あー、イライラしてんのかも。あたしは仕事少ないからさ、これに賭かけてたっつーか、頑がん張ばってたっつーか。そっちと違ちがって必死なんだよね」

「なにそれ。わたしが手を抜ぬいていたとでも言いたいの」

「別に。そうは言ってないけど」

　気まずい沈ちん黙もくが降りる。険悪な空気に気付き、朝あさ加かが顔をひきつらせた。

　ちらりと千ち佳かの顔を見ると、彼かの女じよはまっすぐにこちらを睨にらんでいた。相変わらず目つきが悪い。そうやって睨にらんでくるから、こちらもつい火が灯ともってしまう。

　苛いら立だちが全身を駆かけ巡めぐる。感情が揺ゆれ動うごくのを止められない。

　理り不ふ尽じんなのは理解している。わかっている。

　なのに、頭の奥おくがじんと痺しびれ、ブレーキが完全にバカになっていた。

　あぁまずい、止まらない。

　こんなこと言いたくないのに、口からはぽろぽろと言葉がこぼれ落ちていった。

「あんたはいいよね。見たよ、神かみ代しろアニメに出演が決まったんだって？　そっちに集中できるんだから、ラジオは終わってもらって良かったんじゃないの？」

「……っ。そんなわけないでしょう。関係ないわ。仕事はすべて全力でやるに決まっているでしょう。なに。なんで今日はそんなに突つっかかるの」

「さぁ。羨うらやましいんじゃない？　あたしも有名監かん督とくの作品に出てみたいなぁ、なんて。あんなベテラン揃ぞろいの中に、どうやったら新人が喰くい込こめるの？　監かん督とくに媚こび売ればいいわけ？　まさかとは思うけどさぁ、あんたもしかして監かん督とくにやましいことでも──」

「そんなわけないでしょうッ！」

　ブース内に千ち佳かの絶ぜつ叫きようが響ひびき渡わたった。

　耳がビリビリする。

　彼かの女じよは思い切り机に手を叩たたきつけ、そして立ち上がっていた。

　千ち佳かのこんなにも大きく、感情を剥むき出だしにした声は初めて聴きいた。

　そこでようやく冷静になる。

　一番言ってはいけないことを口走ったことに気付く。

　夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひのファンは、彼かの女じよが主演に決まったことを喜んでいた。

　しかし、神かみ代しろ監かん督とくのファンはそうもいかない。なぜよりによって、デビューして三年に満たない新人を起用するんだ、と憤いきどおる声はいくつもあった。

　歓かん迎げいされてはいなかった。

　大事な大事な主役の声だ。

　もっと実績のある人にやってもらいたい、と思うのは当然と言える。

　ファンだからこそ、出てくる「なんで？」という声。

　それはそのまま、夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひに刺ささってしまう。

「だれこいつ」「もっと上う手まい奴やつと代われよ」「事務所のごり押おしやめろ」

　そんな心ない言葉がフィルターなしで突つっ込こんでくる。

　目を背そむけたくなるようなひどい言葉も。

　本人が見たら、心がバラバラになるような言葉も。

　ＳＮＳでは、平気で本人の元に届けられてしまう。

　それと同じことを、今、由ゆ美み子こはやったのだ。

　両手を机に突ついたまま、千ち佳かは下を向いている。表情が見えない。どんな顔をしているのかわからない。怒おこっているのか、悲しんでいるのか、呆あきれているのか。

　目の前にいるのに何もわからない。

「ええっとぉ……、取とり込こみ中、かな……？　収録、もう少し待つ？」

　ブース外から大おお出いでが窺うかがってくる。

　千ち佳かは顔を上げるが、長い前まえ髪がみが表情を隠かくしていた。

「いえ、すみません。大だい丈じよう夫ぶです。始めてください」

　何の感情も乗っていない、淡たん々たんとした口調で千ち佳かがそう告げる。

　大おお出いでは戸と惑まどっていたようだが、結局、そのまま進めた。

　スタッフのカウントダウンを聞きながら、由ゆ美み子こは後こう悔かいで潰つぶれそうになっていた。

　今すぐにどこかへ消えてしまいたい。

　窓をこじ開け、そこから飛び降りることができれば、どんなに楽だろうか。

　下を向いたまま、考えてもどうしようもないことばかり考え続ける。

　収録が、始まった。







「お疲つかれ様さまでした」

　千ち佳かは短くそれだけ言うと、すぐに立ち上がってブースから出ていった。

　由ゆ美み子こはその後ろ姿をぼんやり眺ながめることしかできなかった。

　収録は無事に終わった。

　途と中ちゆうで止められることもなく、滞とどこおりなく進んだ。いつもと変わらなかった。

　普ふ段だんと同じように明るく笑いながら、楽しそうなラジオを作ることができた。

　あたしも一応プロだなぁ、とぼんやり考える。

　ただ、収録の内容は一いつ切さい覚えていない。

　自分が何を話したのか、千ち佳かがどう答えたのか、すべてが空白だ。曖あい昧まいに記き憶おくが呑のまれていく。しかし、大おお出いでや朝あさ加かから何も言われなかったのだから、ちゃんとできていたのだろう。

　顔を覆おおう。立ち上がる気力もなく、机に身体からだを預けて動けなくなった。

「……あれはやすみちゃんが悪い」

　隣となりの朝あさ加かが、諭さとすように言う。

「わかってる……」と力のない声で答えた。

「やすみちゃんらしくもない。何かあったの？　お姉さんに話してごらん。楽になるかもよ」

　項垂うなだれたまま、朝あさ加かの声を聞く。

　彼かの女じよの声はこちらを慮おもんぱかるもので、どうしようもない自分にこれはとても応えた。

　感情の蓋ふたが外れそうになる。

　声が漏もれた。身体からだの奥おくから何かがぐぅーっと上がってきて、鼻の奥おくがじんわりする。

「あぁ、やばい。泣きそう……」

　その状じよう況きように驚おどろきながら、慌あわてて目を覆おおう。

　朝あさ加かが隣となりで、動く気配を感じた。ほかのスタッフを外に出してくれているようだ。

　そんなやさしさがまた目め頭がしらを熱くする。

「いいよ、泣いてもさ。どうしたのか、聞かせてよ」

　感情を抑おさえ込こむことは、もうできなかった。

「や、八つ当たりだよ、あんなの……。最近、オーディション落ちてばっかで荒あれてて……、そこに渡わた辺なべがすごい役取ってて、悔くやしくて、情けなくて……。そ、そのうえ、番組終わるって聞いて、ショックで、でも渡わた辺なべはぜんぜんショックそうじゃなかったから、なんかそれもショックで……。あんな、ひどいことを……」

　まとまりのない言葉をただ吐はき出だす。

　言っている途と中ちゆうで、鼻がつんとした。

　せり上がってくるものを止められない。涙なみだがこぼれる。ぽろぽろこぼれる。

　溢あふれた涙なみだが頬ほおを伝い、顎あごから机にぽたぽた落ちた。

　堪たまらなくなって、嗚お咽えつを漏もらす。

「うぅ……っ、な、なんであんな……、あんな、言葉……っ、じぶんが、もう、やだ……っ！」

　朝あさ加かが背中を擦さすってくれて、それがまた涙るい腺せんを刺し激げきする。

　ぐぅ、と喉のどから声が溢あふれた。

　やさしさがありがたくて、温かくて、やっぱり涙なみだが溢あふれてくる。

　人前で泣くなんて、どれくらいぶりだろう。声優になったばかりの頃ころはよく泣いていた。理り不ふ尽じんな監かん督とくの怒いかり、意地悪な先せん輩ぱいの嫌いや味み、それらを跳はね返かえせなくて悔くやしくて泣いた。

　でも、そのときもトイレまでは我が慢まんできたのだ。彼かれらの前では平静を保ち、弱った表情すら見せることなく離はなれ、トイレの個室で声を出さずに泣いた。

　その繰くり返かえしで随ずい分ぶん強くなったと思う。

　なのに千ち佳かのことでこうも容易たやすく崩くずれたのは、自分でも意外だった。

「やすみちゃんさぁ」

　背中をぽんぽんとやさしく叩たたいてから、朝あさ加かが口を開く。

「夕ゆう陽ひちゃんがショックを受けてないって言ってたけど、そんなことないと思うよ。ほら、顔上げて」

　言われた通りに顔を上げると、朝あさ加かは千ち佳かが座すわっていた席を指差した。

　そこには番組の台本が放置されてある。

　朝あさ加かはそれを引き寄せ、しずしずと言葉を並べた。

「台本忘れてる。収録前も、会議室に忘れていったんだよ、あの子。普ふ段だんは忘れ物なんてしないのにさ。それに、知ってる？　夕ゆう陽ひちゃんって、結構台本にメモ書きするんだよね」

　それは知っている。由ゆ美み子こも台本に書きこみをするが、千ち佳かはその量がさらに多い。よくペンを走らせている姿を見かける。

　朝あさ加かはふっと微ほほ笑えむと、台本を由ゆ美み子こに見せてきた。

　由ゆ美み子こは目を見開く。

「見てよ、これ。真っ白。あの子、打ち合わせをなーんも聞いてないの。上の空だよ。表情に出していないだけでさ、きっとあの子もショックだったんだよ」

　由ゆ美み子こはメモ書きのない台本を見つめ、何も言えなくなっていた。

「ふたりとも、そんな状態でちゃんと収録はできたんだから大したものなんだけどね」

　朝あさ加かは頬ほお杖づえをつき、ゆっくりと確かめるように口を開いた。

「わたしも何本か番組やってるから、ある程度わかっちゃうんだけど。やっぱ、演者が好きでやってるかどうかって、結構透すけて見えちゃうんだよね。リスナーに伝わらない程度に隠かくせていても、こっち側には伝わっちゃう。何も言わないけどね。で、わたしから見たら、だけど。夕ゆう陽ひちゃんは楽しんでこの番組をやっていたと思うよ」

「────────」

　考えたこともなかった。

　楽しんでいた、なんて。

　だって自分たちは仲が悪くて、仕事だから嫌いや々いややっていて、声優としてのキャラでやるのもしんどかった。はずなのに。

　少なくとも、由ゆ美み子こは楽しんでいるつもりはなかった。

　あくまで仕事だ。楽しいことなんて何もない。

　……それが由ゆ美み子この本心だとしたら、千ち佳かの態度にここまでショックを受けるはずがない。

　結局、結局のところ、由ゆ美み子こだって本当は──。

「……やることは決まったね」

　朝あさ加かはポケットから何かを取り出したかと思うと、こちらに顔を近付けてきた。

　彼かの女じよは由ゆ美み子このおでこを晒さらし、ぺたんと冷えピタを貼はる。

　心ここ地ちよい冷たさがすぅっと広がった。火ほ照てった顔には気持ちがいい。

「これで頭は冷えました。じゃ、やすみちゃん。やすみちゃんはこれからどうする？」

「わ、わたなべにあやまる」

「はい、正解。いい子だね」

　朝あさ加かはやさしく微ほほ笑えんだ。

　そうだ、謝あやまろう。自分はひどいことを言った。普ふ段だんの言い合いとは比ひ較かくにならない、傷つけることを言ってしまった。

　由ゆ美み子こはスマホを取り出し、千ち佳かの番号を呼び出そうと操作して──止まった。

[image: ]

「……ううん。直接、ごめんなさいしたい。明日、学校で会えるからさ。同じクラスだから。目を見て謝あやまってくるよ」

　由ゆ美み子この言葉に、朝あさ加かは笑ったまま頷うなずいた。







　その夜、由ゆ美み子こは家に帰ったらすぐにご飯を作り、食べ終わったらさっさとお風ふ呂ろに入り、いつもより早い時間に就しゆう寝しんした。

　そして朝。

　由ゆ美み子こは目覚ましが鳴る前にぱちりと目を覚まし、がばっと身体からだを起こす。

　たっぷり眠ねむれて、体調はばっちりだ。

　いつもより早い時間だが、登校の準備を始める。

　学校で千ち佳かに会ったら、すぐに謝あやまろう。とにかく謝あやまる。あとのことはそのとき考える。

　帰っていた母とご飯をいっしょに食べ、メイクをし終えても時間には余よ裕ゆうがあった。早く起き過ぎたようだ。もう学校に行ってしまおうか……、と手て持もち無ぶ沙さ汰たになったときである。

　スマホが鳴った。

　ディスプレイには『乙おと女め姉ねえさん』の文字。電話の相手としては珍めずらしくないけれど、朝に掛かけてきたのは初めてだ。不思議に思いながらも、電話に出る。

「どうしたの、姉ねえさん。こんな時間に。珍めずらしいね」

『あ、やすみちゃん！　よかった、やすみちゃんは出た！　ゆ、夕ゆう陽ひちゃんのニュース、もう見た!?』

　声は上うわ擦ずり、慌あわてた様子で乙おと女めは話す。

　……いったいなんだろう。首を傾かしげながら、彼かの女じよの質問に答えた。

「ニュースって、神かみ代しろアニメの主演決まったってやつ？」

『ち、違ちがうよ！　あぁいや、違ちがくはないんだけど！　知らないんだったら、ちょっと〝夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひ〟で検けん索さくしてみて！』

　新情報が解禁でもしたのだろうか。言われた通り、由ゆ美み子こは〝夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひ〟を検けん索さくする。

　すると、数時間前に公開されたネット記事がトップに載のっていた。

　それを見て固まる。

　無意識に口からは、噓うそだろ、という言葉がこぼれ落ちていく。




【悲報】夕ゆう姫ひめ　裏営業確定のお知らせ




　……これが文章だけなら、質たちの悪い妄もう想そうの産物で話は終わりだ。

　だが、そのページには数枚の画像が貼はってあった。

　夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひと──神かみ代しろ監かん督とくのふたりが写った写真。

　由ゆ美み子こも神かみ代しろ監かん督とくの姿は、雑誌やネット記事で見たことがある。

　そんな彼かれと、千ち佳かがいっしょに写っていた。

　一枚目はマンションに入っていく千ち佳かの後ろ姿。

　次は部屋の前で待つ、千ち佳かの横顔。マスクをしていたが、次の写真では取っている。

　そして、さらに次。

　扉とびらを開けた神かみ代しろ監かん督とくに、飛びつく千ち佳かの姿があった。

　ふたりが抱だき合あいながら、何事か話している写真。部屋の中に入っていく写真。

　それらが並んで貼はられている。

　頭が真っ白になった。

　何も考えられないまま、その写真を上げた人の文章を読む。

　投とう稿こう者は夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひのファンだ。普ふ段だんから頻ひん繁ぱんに出待ちをしているらしい。

　先日行われた『紫むらさき色いろの空そらの下した』のイベントに参加していて、そのときも出待ちをしていた。彼かれにとっては運がよく、夕ゆう陽ひにとっては運悪く、夕ゆう陽ひが会場から出てくるのを目もく撃げきした。

　そこで彼かれは、声を掛かけるわけじゃなく、追いかけた。

　自宅を特定しようとしたらしい。

　その先でこんな写真が撮とれてしまった。

　写真の相手が普ふ通つうの男性や声優ではなく、アニメ監かん督とくだったことにピンと来て、しばらくこの写真は温めていた。すると、最近になって『幻げん影えい機き兵へいファントム』のメインキャストが発表され、「こういうことだったのか」と彼かれは写真をネットに放流した。

「裏切り者に、一番ダメージのあるタイミングで公開できて本当に嬉うれしい。絶対に許さない。奴やつの生活を全部めちゃくちゃにしてやる」

　そんな醜みにくいコメントが載のせられている。

　由ゆ美み子こはいつの間にか口を手で覆おおっていた。

　写真に写った女性は、どう見ても千ち佳か……、というより夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひの姿だったからだ。

　言い訳のしようがない。

　眩暈めまいがする。青あお褪ざめるのが自分でもわかる。

　この記事に対しての夕ゆう姫ひめファンのコメントなど、怖こわくてとても見られない。

『ねぇ、やすみちゃんどうしようこれぇ……。まずいよね……？』

　泣き出しそうな声がスマホから聞こえ、乙おと女めを忘れていたことに気付く。

　心配に染まった彼女の声は、何より千ち佳かの身を案じている。

　大だい丈じよう夫ぶだよ、大だい丈じよう夫ぶ。

　根こん拠きよのない強がりを言おうとしたのに、声が掠かすれて上う手まく出てこなかった。

　咳せき払ばらいをしていると、その間にも乙おと女めの不安げな声は積み重なっていく。

『夕ゆう陽ひちゃんにも電話したんだけど、ぜんぜん出なくて……。やすみちゃんなら何か知ってるかも、と思って電話したんだけど……』

　その当ては外れたというわけだ。

　普ふ段だんならば、「あいつのことをあたしに訊きかれても知らないよ」と軽口を叩たたくところだ。

　そんな普ふ段だんのやり取りが、とても遠くに感じる。

『……ねぇ、やすみちゃん。まさかとは思うんだけど、ないとは思うんだけど、もしかして、夕ゆう陽ひちゃん、本当に……』

「それは絶対にないよ」

　さっきまで上う手まく声が出なかったのに、すんなりと力強い言葉が出たことに驚おどろいた。

　そうして、じわじわとその言葉を実感する。

「渡わた辺なべはさ、そういうの一番嫌きらうから。コネとか、えこひいきだって嫌いやがると思う。おかしなことは絶対にしてないよ」

　本心からの言葉だった。

　渡わた辺なべ千ち佳かは、性格は最悪でも声優としてはまっすぐな人物だ。

　そういうものから最も遠い存在のはずなのだ。

　それをわかっているのに、由ゆ美み子こはひどい言葉を言ってしまった。だからこそ、真っ先に謝あやまらないといけなかったのに。……こんなことになるなんて。

　挫くじけそうな心を叱しつ咤たし、力強く言う。

「あたし、学校で訊きいてみるから。こんなことになってるけど、大だい丈じよう夫ぶなの、って訊きいておくから。わかり次し第だい、乙おと女め姉さんにも連れん絡らくするよ」

『……うん。ありがとう。そうだよね』

　由ゆ美み子この声を聞き、乙おと女めも落ち着きを取とり戻もどしたようだ。

『うん、そうだよ、やすみちゃん。神かみ代しろ監かん督とくは夕ゆう陽ひちゃんから演技について相談を受けていた、とかそういうことかもしれないし！　ね！』

　乙おと女めの楽観的な言葉は、微ほほ笑えましくてつい笑ってしまう。

　乙おと女めとの通話を切る。

　スマホを強く握にぎりしめていたことに気付き、力を抜ぬこうとするが上う手まくいかない。

　乙おと女めにあんなことを言ったものの、状じよう況きようは最悪だ。

　この際、千ち佳かが人に言えないことをしたのか、それとも神かみ代しろ監かん督とくと真しん剣けんにお付き合いしているのか、そんなことは言ってしまえば些さ細さいなことだ。

　夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひはアイドル声優だ。

　男ができれば、もうアイドルではない。

　環かん境きようは激変し、今までファンだった連中がこぞって牙きばを剥むき、裏切り者だと声を荒あららげる。

　それで再起不能になった女性声優を由ゆ美み子こだって知っている。

『男ができたら全力で潰つぶしてもいい』という風潮には吐はき気けがする。

　だがもう、自分たちはそういう道を選んでしまった。

　様々な考えが浮うかんでは消える。

　考えても仕方がないのに、粘ねばり気けのあるドロドロとした思考がまとわりついて離はなれない。

　地じ獄ごくに叩たたき落おとされた相方の胸中を思い、由ゆ美み子こは唇くちびるを噛かんだ。







　乙おと女めと話しているうちに時間の余よ裕ゆうはなくなり、由ゆ美み子こは急いで学校に向かった。

　道中で千ち佳かに電話を掛かけてみたものの、乙おと女めの言う通り出なかった。

　自分の教室に飛とび込こむ。

　真っ先にクラスメイトの顔ぶれを確かく認にんしたが、千ち佳かの姿はなかった。

　自身の席に鞄かばんを置いても座すわることなく、そわそわと出入り口を見つめてしまう。

「おっはよー、由ゆ美み子こ。どしたん、怖こわい顔して」

「え？　あ、あぁ。何でもないよ。若わか菜な、おはよ」

　先に来ていた若わか菜なに声を掛かけられ、たどたどしく言葉を返す。

　何でもなくはない。落ち着かない。

　しかし、席の前で立ちっぱなしというのもおかしな話だ。そっと腰こし掛かける。

　そのときにふっと隣となりの席の木き村むらに目をやった。

　木き村むらの様子が何だかおかしい。スマホを見ながら、何やらぶつぶつ呟つぶやいているのだ。

「……ぼくの……、ぼくのゆうひめが……、ぼくが……、ぼ……、が……」

　……不気味だ。

　血走った目でスマホを見つめ、身体からだを丸めている。

　切せつ羽ぱ詰つまった表情を浮うかべていた。

　しかし、由ゆ美み子こはすぐに見当がついた。彼かれは夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひのファンだ。

　きっと、あのニュースを知ったのだろう。何とも言えない気持ちになりつつ、由ゆ美み子こは再び教室の出入り口に目を向ける。

　気もそぞろに若わか菜なと話していると、予よ鈴れいが鳴ってしまった。

　もしかして、今日は休みだろうか……？

　不安に思っていると、勢い良く椅い子すを引く音がした。

　木き村むらが立ち上がり、なぜか由ゆ美み子こをまっすぐに見つめている。血走った目で、だ。

「……？　なに、木き村むら」

「や、やす……、さ、佐さ藤とう……っ、さん！」

　木き村むらは詰つまりながら裏返った声を出し、ぐっと身体からだを近付けてくる。

　なんだ。なんだか様子がおかしい。

　少し怖こわい思いをしていると、彼かれは必死の形相でスマホを突つき出だしてきた。

　画面に映っていたのは、先ほど由ゆ美み子こも見た裏営業の記事だ。

「こ、この！　『奴やつの生活を全部めちゃくちゃにしてやる』って言葉は、ほ、本当だ！」

「……は？」

　木き村むらが指すのは写真ではなく、投とう稿こう者しやの言葉だった。

　確かに、『絶対に許さない。奴やつの生活を全部めちゃくちゃにしてやる』と書かれている。

「う、うちの生徒は、うちの生徒だからこそ、わかることがあるっ！　夕ゆう姫ひめのツイッターを見れば、辿たどり着つける真実がある！　ぼ、僕ぼくは、僕ぼくは──！」

「お、落ち着けって、木き村むら。何言ってるかわかんないよ」

　とにかく木き村むらは興奮していて、何を言っているか要領を得ない。

　由ゆ美み子こが困っていると、教室の扉とびらが開く音がした。すぐさま意識がそちらに向かう。

　ようやく千ち佳かが姿を現した。

　千ち佳かはいつも通りの格好で登校していて、その姿に心の底から安心する。

　しかし、顔は見るからに疲つかれていた。顔色悪く、辛つらそうに自分の席へ向かう。

　……あのニュースが上がったのが昨日の夜。

　そしてこの朝までに、どれだけ彼かの女じよの心労が溜たまったかなんて、考えたくもない。

「悪い、木き村むら。ちょっと外す」

　由ゆ美み子こは席を立って、千ち佳かの元に向かおうとした。

　昨日のことを謝あやまり、そして神かみ代しろ監かん督とくのことを聞くのだ。乙おと女めが心配していることも伝える。

　そのつもりだったのに、木き村むらが聞き捨てならないことを言った。

「渡わた辺なべさんが夕ゆう姫ひめだって、わかるんだ！」

　その言葉を聞き、身体からだが硬こう直ちよくする。

「……待ちなよ、木き村むら。なんであんたがそれを……。もしかして、この記事もあんたが──」

　木き村むらに詰つめ寄よる。

　彼かれは目を白黒させながら、首をぶんぶんと振ふった。

「そ、そうじゃない！　そうじゃなくて──！」

「はいどーも、『夕ゆう暮ぐれの騎き士し』でーす！　皆みなさま大変お待たせいたしました！　ようやく、主役のお出ましですよ！」

　場に似つかわしくない、甲かん高だかい声が教室に響ひびき渡わたる。

　見知らぬ男が教室の中に入ってきた。軽薄そうな髪かみの長い生徒だ。

　彼かれはスマホを掲かかげ、大声で話しながら教室の中を歩く。

　周りの会話が止まり、奇き行こうにざわめく。

　ただ、ひとりだけ真っ青になっている生徒がいた。木き村むらだ。

「し、清し水みず……、や、やっぱり、あいつだ！　あいつがこの記事を書いたんだ……！」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやいている。

　あの記事を書いたのは、あの清し水みずという男……？

　先ほどから、展開が目まぐるしくてついていけない。一度、整理させてほしい。

　なのに、あの男の口は止まらない。

「えー、説明文を読んでもらえばわかるんですけど、今から来た人のために説明しまーす！　実は俺おれ！　今、裏営業で話題沸ふつ騰とう中のあの夕ゆう姫ひめこと夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひさんと同じ高校なんでーす！　すごい偶ぐう然ぜんでしょ～？　今から、この俺おれ『夕ゆう暮ぐれの騎き士し』が独どく占せんインタビューを始めちゃいます！」

　──待て。今、何と言った？

　血の気が引いた。今、なんと、こいつはなんと言ったのだ。なぜそれを知っている。夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひが渡わた辺なべ千ち佳かであることを、なんでこいつまで知っている……？

　慌あわてて千ち佳かを見るが、彼かの女じよは呆ぼう然ぜんとして立たち尽つくしていた。

　何が起こったかわかっていない。

　由ゆ美み子こは焦あせりながら、清し水みずに視線を戻もどした。

　そこで気付く。

　清し水みずのスマホのディスプレイが見えたのだ。

　インカメラになっているようで、ディスプレイには清し水みずの顔が映し出されている。

　動画サイトの配信アプリを開いているのがわかった。

　つまり、今、彼かれはこの状じよう況きようをネットで配信している。

「ちょ、待っ──」

　反射的に、彼かれのスマホを奪うばい取とろうと手を伸のばす。しかしそれより先に、清し水みずは素す早ばやく教室の中を移動した。スマホを操作し、カメラが通常視点に戻もどる。清し水みずが前に手を向けた。スマホには彼かれの視界と同じように、教室内が映される。

　今、この教室の光景が配信されている。

　千ち佳かは突とつ然ぜんのことに動どう揺ようして固まり、清し水みずと相対してしまった。

「や、やめて……っ」

　カメラを向けられ、すぐに千ち佳かは手で顔を隠かくす。

　拒きよ絶ぜつの声を出すが、それがかき消える大声を清し水みずが張り上げた。

「皆みなさん、衝しよう撃げきの事実を教えちゃいましょう！　なんとあの夕ゆう姫ひめ、学校ではこーんな地味女なんです！　ぜんぜん違ちがうでしょ!?　俺おれファンだったのにめっちゃショック！　これも初公開ですよね、どーんと観みてください！」

　清し水みずはカメラを千ち佳かの前で揺ゆらしている。

　運が悪いことに、千ち佳かの席は廊ろう下か側だった。壁かべと席がくっついている。

　椅い子すの横に陣じん取どられると、逃にげ出だすことが難しい。

「や、やめて、撮とるのをやめて！」

　千ち佳かが悲鳴のような声を上げた。両手で顔を隠かくしながら叫さけぶ。

　ちらりと見えた表情は悔くやしさに染まり、唇くちびるを噛かんでいるのが目に入った。

　そうだ、止めなくては。放っておくわけにはいかない。

「う、うわぁー！　やめろぉ！」

　木き村むらが叫さけび声ごえを上げながら、清し水みずに向かって飛び出していた。

「お、お前、お前なんかファンでも何でもない！　た、ただの迷めい惑わく野や郎ろうだぁ！」

「は？　なんだよお前、邪じや魔ますんじゃねぇよ！」

　木き村むらが清し水みずに飛とび掛かかるが、すぐさま引ひき剥はがされる。

　激げつ昂こうした清し水みずに、腹を蹴けり飛ばされてしまった。

　女子の悲鳴が上がる。

　うずくまって動かない木き村むらを見下ろし、清し水みずは声を荒あららげる。

「気持ち悪ぃなぁ、黙だまって見てろよ！　俺おれにはこの女を尋じん問もんする資格があんだよ！」

　その乱暴な声と言い分に、千ち佳かの肩かたが震ふるえる。

　スマホを向けられても、今度は何も言えなかった。

「お前さぁ、立場わかってる？　俺おれたちファンを裏切ったんだよ？　何されても文句言えないんだよ？　まずは謝罪じゃないの？　土下座しても許さねーけど」

　千ち佳かは見るからに怯おびえていた。

　顔を隠かくしていた手はいつの間にか下りて、胸の前でぎゅっと握にぎられている。

　恐きよう怖ふが身体からだを支配する。

　今の清し水みずは何をするかわからない。

　彼かれは男性だ。男の腕わん力りよくだ。壊こわされることを想像し、由ゆ美み子こまで動けなくなる。

「おぉっと！　ごめんなさい、インタビューを忘れていましたね！」

　恐おそろしいのは、さっきまで声を荒あららげていたくせに、急に明るく振ふる舞まうところだ。

　下ろしていたスマホを再び千ち佳かに近付け、鋭するどい言葉を突つきつける。

「夕ゆう姫ひめさぁ、ヤっちゃったんでしょ？　あの監かん督とくと。神かみ代しろアニメに出たいからってさぁ、そこまでする？　裏営業ってお前、終わってるよマジで。まぁでも、そうでもしないとあんな選ばれ方しねーもんな。どんなプレイをすれば、主演なんて取れるんですかぁ？」

「──────っ」

　目の奥おくで火花が散った。

　怒いかりが恐きよう怖ふを凌りよう駕がした。

　あの野や郎ろう、と足が前に出る。

　奴やつに喋しやべらせてはいけない。これ以上聞いていれば、頭がおかしくなる。

　清し水みずのすぐそばまで近付き、腕うでをぐっと掴つかんだ。

「おい、やめろよ。配信も止めろ」

「あ？」

　清し水みずが顔をこちらに向けて、不快そうに睨にらんでくる。

　その目には恐きよう怖ふを覚えない。

　いつもいつも、真っ向から睨にらんでくる女の目つきは、尋じん常じようじゃないほど悪いのだ。

　清し水みずを睨にらんでいると、なぜか彼かれはだらんと腕うでの力を抜ぬいた。

　そして、にやぁっと気持ちの悪い笑えみを浮うかべる。

「……皆みなさーん。『夕ゆう陽ひとやすみのコーコーセーラジオ！』って聴きいてます？　知らない人のために説明すると、実際のクラスメイトである声優ふたりがやってるラジオなんすよ。夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひと歌うた種たねやすみがクラスメイトなんですわ。その、歌うた種たねやすみさんが今俺おれの目の前にいるんですけどー、夕ゆう姫ひめより驚おどろきますよ。見た目がぜーんぜん違ちがいますから」

　獲え物ものを見る目を向けられていることに、今いま更さら気付いた。

　彼かれの言葉に心臓を握にぎられたような、そんな危機感を覚える。

　どうやって特定したのかはわからないが、渡わた辺なべ千ち佳かと夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひを結びつけられるのだから、歌うた種たねやすみと佐さ藤とう由ゆ美み子こを繋つないでいてもおかしくない。

　まずい。

　上がった体温が急激に冷える。

　今の姿を見られるのは本当にまずい。

　今すぐここから逃にげなくては……！

　しかし、それよりも早くカメラがこちらに向く。

　動けないまま、自身の姿がカメラに捉とらえられるのを見つめた。

「──────がっ！」

　けれど、突とつ如じよ、清し水みずの身体からだが大きく揺ゆれる。

　バランスを崩くずして、椅い子すと机をぶちまけながら、床ゆかに倒たおれた。

　何が起こったのかわからなかった。

　前のめりで拳こぶしを突つき出だす千ち佳かの姿を見て、ようやく悟さとる。

　千ち佳かが、思い切り清し水みずを殴なぐり飛とばしたのだ。

　それに気付いたのは、再び女子の悲鳴が聞こえたあと。

　千ち佳かは拳こぶしを痛めたのか、右手を押おさえながら清し水みずを見下ろしている。

　息は荒あらく、目には恐きよう怖ふを宿らせながらも、それでも彼かの女じよは動いた。

「うわぁ！　この女！　殴なぐった、殴なぐったよ今！　これは大問題じゃないの！　裏営業に続き、暴力事件だよ！　声優が暴力を振ふるうだなんて、大事件だよなぁ！」

　清し水みずは殴なぐられたというのに気力は萎なえておらず、むしろ大喜びだった。

　スマホを千ち佳かに向け、嬉うれしそうに喚わめく。

　千ち佳かは手を擦さすりながら、唇くちびるを噛かんでいた。

　倒たおれたまま吠ほえる清し水みずに対して、千ち佳かは「うるさい！」と思い切り叫さけぶ。

　教室が静まり返る。

　堰せきを切ったように、止まらぬ罵ば声せいを彼かれにぶつけた。

「な、なんなの、なんなのよ!?　なんで……、なんで何も知らないあなたたちに振ふり回まわされなきゃならないの!?　ひ、人の生活を、あ、暴いて盗とう撮さつするのは許されて、なんで……、わたしの方が加害者みたいに言われなきゃならないの!?　勝手に期待して！　勝手に想像して！　勝手に失望して！　もう……、もう、いい加減にしてよッ！」

　千ち佳かは叫さけんだ。

　感情を剥むき出だしにし、嫌けん悪おに塗まみれた表情で、清し水みずに言葉を叩たたきつける。

　それは本心だろう。怒いかりに我を忘れた渡わた辺なべ千ち佳かの姿だった。

　由ゆ美み子こにとってそれほど意外ではない。

　千ち佳かが本気で怒おこったら、こんな感じだろうな、とは想像がつく。

　でもそれは、由ゆ美み子こが普ふ段だんの千ち佳かと付き合いがあるからであって。

　夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひしか知らない人には、どんなふうに映るのか。

「！　渡わた辺なべ！」

　千ち佳かは最後に悲しそうな顔をすると、教室の外に走り去ってしまった。

　慌あわてて追いかける。

　廊ろう下かを走っていると、担任とすれ違ちがった。

「おい、本ほん鈴れい鳴ったぞ」

「腹痛です！」

　叫さけび、そのまま走った。

　廊ろう下かにはほかの生徒はおらず、千ち佳かの後ろ姿を見つけるのは容易たやすかった。

「渡わた辺なべ！」

　名前を呼ぶが、彼かの女じよは止まらない。ぐっと足に力を入れる。千ち佳かの足は速くはない。

　すぐに追いつき、彼かの女じよの腕うでを掴つかんだ。

　しかし、今度はそれを振ふりほどこうとする。

「待ってよ。お願いだから」

　そう伝えると、ようやく止まってくれた。

　千ち佳かは俯うつむいている。どんな表情なのかわからない。

　どう声を掛かければいいのか、何を話せばいいのか、由ゆ美み子こにはもうわからなかった。

　頭が真っ白になっている。

　せっかく目の前にいるのに、上う手まく言葉が出ない。細い腕うでを握にぎることしかできなかった。

　千ち佳かは小さな、本当に小さな声で言葉を紡つむぐ。

「……せいせいしたでしょう？　あなたも疑っていたものね。裏営業なのよ。そうなってしまった。みんなそう思っているのに、そこに証しよう拠こが加わってしまったんだから……、もう、そうなの。だって」

「渡わた辺なべ」

　名を呼ぶ。すると、彼かの女じよのうわ言めいた言葉は止まった。ゆっくりと息を吐はく。

「やってないんでしょ？」

「…………………………」

「昨日のことは、あたしが悪かった。ごめん、本当にごめん。あれはあたしがむしゃくしゃしてたのが悪くて、本当にそう思って言った言葉じゃない。本心じゃない。あの役はあんたが、夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひが、実力で勝ち取った役。そうなんでしょ？」

「…………………………」

　千ち佳かは答えない。黙だまったまま下を向き、何も言ってくれない。

　しかし、しばらくしてからようやく、彼かの女じよは「そうよ」と小さな声で返事をしてくれた。顔は伏ふせたまま、聞き落としそうな声で話を続ける。

「不正なんて、絶対にない。裏営業なんて冗じよう談だんじゃない。大好きな神かみ代しろアニメにズルをして出演するなんて、一生の汚お点てんになる。後こう悔かいになる。人生の否定よ。あの役はわたしの声だけで取ったもの。それは言い切れる」

　静かな声ながらも力強い言葉に、内心でほっとする。

　疑っていたわけじゃない。

　でもこうして、本人の口から否定してもらえると安心できた。

　なかったんだな、と再さい確かく認にんできる。少しだけ肩かたの力が抜ぬけた。

「でも」

　由ゆ美み子この安あん堵どを咎とがめるように、千ち佳かの鋭するどい声が聞こえた。

　彼かの女じよの腕うでには力が入ったままだ。

　千ち佳かは変わらず下を向いたまま、独り言のように言葉を並べる。

「そんなの、だれが信じる？　信じてくれる？　わたしがそうじゃないって否定しても、もうダメなの。どうしようもないの。わたしの言葉は、もうだれにも届かない。役を得るために裏営業を平気でする、汚きたない新人声優。それがわたしよ。そう決まってしまった。あなただってわかるでしょう？　さっきの男みたいな奴やつらばかりなのよ……、もう終わりよ……。せっかく、せっかく少しだけ、アイドル声優が楽しいと思えたはずなのに……」

　千ち佳かの声は震ふるえている。細い肩かたがより小さくなり、今にも崩くずれてしまいそう。

　こうして腕うでを掴つかんでいなければ、彼かの女じよはすぐにでも消えていきそうだった。

　言葉が出ない。

　何も言えない。

　千ち佳かの言葉は決して大おお袈げ裟さではなかった。

　一度広がった話を取り消すなんて、不可能に近い。疑ぎ惑わくを取り除くことはできない。

　千ち佳かがどれだけ声を上げようと、神かみ代しろ監かん督とくが否定しようと、嫌けん疑ぎは消えない。

　それに何より、千ち佳かは神かみ代しろ監かん督とくと抱だき合あい、部屋に入ってしまっている。

　この件に関しては否定も何もない。

　本当に何もなかったとしても、信じるファンはどこにもいない。

　そのうえ、今回撮とられた動画の件がダメ押おしになる。

「…………っ」

　由ゆ美み子こが何も言えないまま唇くちびるを噛かんでいると、千ち佳かが顔を上げた。

　その表情を見て、動けなくなる。

　胸がきゅうっと締しめ付つけられる。

　千ち佳かは、何も言わずにはらはらと涙なみだを流していた。涙なみだが床ゆかに落ちていく。

　気の強そうな瞳ひとみは力を失い、唇くちびるは震ふるえている。

　大人しい少女のように、彼かの女じよは声も出さずに泣いていた。

　千ち佳かは由ゆ美み子この手を自分の腕うでから外し、涙なみだに濡ぬれた声でこう言った。

「もうわたし、声優やめる……」

　そう言って立ち去る千ち佳かを、由ゆ美み子こはもう追いかけることができなかった。







　教室に戻もどる。どうなったのだろう、と外から様子を窺うかがうと、教室は平常を取とり戻もどしていた。

　既すでに一時間目の授業が始まっていたので、扉とびらを開けると一いつ斉せいに注目を浴びる。

「あぁ、佐さ藤とう。もう授業始まってるぞ」

「すみません。お腹なか痛くて」

　教師に腹を擦さすりながら答えると、「まだ痛むようなら保健室行けよー」とだけ言われた。

　席に着き、教科書を出しながら教師を見る。

　こちらを向いていないことを確かく認にんし、前の席の若わか菜なにそっと声を掛かけた。

「若わか菜な。さっきの……、騒さわいでた奴やつってどこいったの？」

「んぅ？　なんかねぇ、あのあと先生が来て、どこかへ連れていったよ」

　顔を近付けて、こしょこしょと話す。

　あれだけの騒さわぎを起こせば、そりゃ先生たちが捕つかまえるだろう。今いま頃ごろ、生徒指導室か職員室で事情を聴きかれているに違ちがいない。そのうち由ゆ美み子こも呼ばれるかもしれない。

「……あれ、木き村むらは？」

　若わか菜なの隣となりが空席であることに気付く。

「保健室だって。大したケガはないみたいだけど、貧ひん血けつか何かみたいで」

「あぁ……」

　蹴けり飛ばされたあと、そのまま動かなかったのを思い出す。

　……一応、庇かばってくれたみたいだし、あとでお礼を言った方がいいだろうか？

　由ゆ美み子こが考かんがえ込こんでいると、若わか菜なは顔を近付けてくる。

「ねぇ、由ゆ美み子こ？」

「うん？」

「渡わた辺なべちゃんが声優さん？　っていうのは、わかったんだけど、由ゆ美み子こもそうなんだね？」

「──────」

　わずかとは言え、清し水みずは由ゆ美み子こにもそのようなことを言った。そのあとの千ち佳かの行動が強きよう烈れつすぎて、記き憶おくに残ってないかも、と思っていたが、若わか菜なは覚えていたようだ。

　それも当然かもしれない。若わか菜なは由ゆ美み子この親友だ。

「……うん。言えなくて、ごめん」

「いいよいいよ。由ゆ美み子こが何かを内ない緒しよでやってるってことは、ずっと前からわかってたし」

「あらま……」

　どうやら、彼かの女じよはわかって黙だまってくれていたらしい。よくできた友人だ。

「由ゆ美み子こが話さないってことは、言えないことなんだろうなぁって思ってたし。もう話せるようになった？」

「……うん。また今度、聞いてくれる？　多分長くなっちゃうと思うんだけど」

「ドリンクバーだなぁ、これはぁ」

　うへへ、と若わか菜なが笑う。由ゆ美み子こもつられて笑った。

　本当なら、今日にでも話してしまいたかった。

　今まで隠かくし事ごとをしていた後ろめたさと、ようやく若わか菜なに話ができる嬉うれしさ。その両方がある。

　けれど、今日はダメだ。

　若わか菜なが何も言わないのは、それもわかってくれているのだろう。

　考える。考える。

　授業中、ずっと頭を動かしていた。

　四時間目の授業中、スマホが震ふるえた。加か賀が崎さきからメッセージがきている。教師の目を盗ぬすんでそれを見ると、ＵＲＬと「これを見たら連れん絡らくをくれ」と書かれていた。

　ＵＲＬを開くと動画サイトに繋つながったので、そっと音量をゼロにする。

　見覚えのある教室。見覚えのある女生徒。見覚えのある展開が、動画の中で再生されている。

　あの動画は生配信されていた。

　それはわかっていたが、こうして目まの当あたりにすると、心がずぅんと重くなる。

　四時間目が終わり、昼休みに入る。

「ごめん、先食べてて」

　若わか菜なに断ってから教室を出た。

　廊ろう下かの隅すみに行ってから、加か賀が崎さきに電話を掛かける。幸い、すぐに出てくれた。

『あー、由ゆ美み子こか。大変だったみたいだな。そっちは大だい丈じよう夫ぶか』

「ん。うん、あたしは大だい丈じよう夫ぶ」

　苦笑いでそう答える。とても大だい丈じよう夫ぶな心境ではないが、少しだけほっとした。

　信用できる大人の声は、それだけで安心感を与あたえてくれる。

　事情を話してくれ。彼かの女じよにそう言われたが、多くのことは由ゆ美み子こにもわからない。

　どこかで自分たちの正体がバレ、裏営業のニュースで激げき昂こうした清し水みずが、配信しながら暴れた。わかるのはそれくらいだ。

　話を聞いた加か賀が崎さきは、そうか、と短く返事をし、言いづらそうに話を進める。

『……夕ゆう暮ぐれは厄やつ介かいなことになったな。どう対処するかは事務所さんが決めることで、あたしらが考えても仕方ないことだが。連れん絡らくがつかないらしいんだけど、学校にまだいる？』

「ううん。帰ったけど……」

『そうか……、えー、それでな、由ゆ美み子こ。あの動画の話なんだけど。幸い、あの動画にお前の姿は映ってなかった。命拾いした』

　加か賀が崎さきの言う通り、あの動画に由ゆ美み子こは映っていなかった。

　カメラが向く前に千ち佳かが清し水みずを殴なぐり飛とばしたからだ。

『で、あまり私生活に干かん渉しようするのは避さけたかったんだが……。普ふ段だんの姿を、ファンに見られてもいい格好にしておいてくれるか。学校が特定されてるんだ、お前らのファンが来る可能性がある。歌うた種たねやすみ＝佐さ藤とう由ゆ美み子この図ができあがった今、あの格好をするのは──』

「加か賀が崎さきさん」

『……なんだ？』

　話を途と中ちゆうで遮さえぎられ、加か賀が崎さきは怪け訝げんそうな声を上げる。

　由ゆ美み子こはゆっくりと深呼吸をした。

　少しだけ迷う。

　加か賀が崎さきの声を聞いて、緩ゆるんだ気持ちがそのまま「もういいじゃないか」と言ってくる。

　しかし、由ゆ美み子こは迷いを打ち切るように首を振ふった。

「あのね、加か賀が崎さきさん。あたし、加か賀が崎さきさんにはすごく感謝してる。加か賀が崎さきさんが良くしてくれるから、あたしはまだ声優らしい仕事ができてる。頑がん張ばれてる。頑がん張ばろうって思える。加か賀が崎さきさんがいなかったら、どうなっていたかなんて怖こわくて考えられない。いつもありがと。……けど、ごめん。──あたし、今日で声優生命終わるかもしれない」

『は？　ちょっと待て、由ゆ美み子こ。それはどういう──』

　ぷつりと電話を切ってしまう。

　すぐに加か賀が崎さきは折り返してきたが、無視をしてスマホを仕し舞まった。

「若わか菜な！」

　急いで教室に戻もどり、お弁当を食べていた彼かの女じよに声を掛かける。

　鞄かばんの中に荷物をつめこみながら、話を進めた。

「あたし今から帰るから！　センセーに早退しました、って言っておいて！」

「うん？　腹痛でいい？」

「いい！　ありがと！」

　鞄かばんを掴つかみ、教室から走り去る。

　廊ろう下かを駆かけ抜ぬけながら、電話を掛かけた。

『はい、もしもし』

「朝あさ加かちゃん！　お願いがある！　今から行っていい!?」

『は？　へ？　えぇ？』







　午後八時、十分前。

　由ゆ美み子こはいつものスタジオにいた。

　だが、普ふ段だんのブースとは違ちがう。

　動画撮さつ影えい用のブースだ。

　そこに、千ち佳かを除いたコーコーセーラジオのスタッフが集まっている。

「どう？　人、来てる？」

　朝あさ加かが操作するノートパソコンを覗のぞき込こみながら、尋たずねる。

　朝あさ加かは複雑そうな笑えみを浮うかべた。

「すっごい人。こんな数字、わたしが担当してる番組じゃ見たことないよ」

「ま、そりゃ題材が題材だからねぇ。あたしのツイッターもさ、宣伝ツイートがめちゃくちゃバズってるし、フォロワー数ガンガン増えてる。売名行こう為いかっつーのってね」

　けらけら笑って見せたが、半分以上は強がりだ。

　黙だまっていると緊きん張ちようが身体からだを支配する。

　今すぐ、「やっぱりやーめた！」と言って帰ってしまいたい。

　事務所にも黙だまって始めたので、最初は加か賀が崎さきからの電話が凄すさまじかった。

　しかし、事態を把は握あくしたらしい彼かの女じよから「事務所はあたしが何とかしておく」というメッセージが届くとともに電話が止やんだ。

　加か賀が崎さきには迷めい惑わくを掛かけっぱなしだ。これが終わったら、真っ先に詫わびを入れに行こう。

　……もう、会ってももらえないかもしれないけど。

　パソコンに映っているのは、動画サイトの生放送画面。

　今から由ゆ美み子こは生放送を始める。

『夕ゆう陽ひとやすみのコーコーセーラジオ！　出張版』と銘めい打うった。

　放送は八時からだ。一時間前から番組を公開したら、放送待ちの視し聴ちよう者しやが恐おそろしいほど集まった。絶え間なくコメントが流れている。

　それらのほとんどが、千ち佳かの裏営業について、今朝の動画についてだ。凄すさまじく荒あれている。

　この放送にこれだけ人が集まるのには理由がある。

　この番組の説明文に、歌うた種たねやすみとして『夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひさんのお話をさせてください。ニュースのこと、今朝の配信動画のことについてです』と書かき込こんだ。

　そりゃあ人も集まる。

　夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひも事務所もまだコメントを出してないのに、横からほかの声優が『わたしが話をします』と飛び出してきたのだから。

　きっとブルークラウンからもお叱しかりを受ける。

　自分が処分を受けるだけならまだしも、ダメージを負うのはおそらく事務所のチョコブラウニーだ。申し訳ない気持ちでいっぱいになる。

　クビになっても文句は言えない……、どころか、クビだけで済むだろうか。

　でも、今はこれに集中しよう。あとのことは考えるべきじゃない。

「やすみちゃん、そろそろスタンバイしてって」

　朝あさ加かに指示され、頷うなずく。

　ブース内は四角形の白い部屋で、本来なら番組用のちょっとしたセットを組む。

　今は何もない。

　ブース内には、椅い子すが置いてあるだけ。

　カメラの後ろにはモニターが用意されていて、カメラで撮とった映像をチェックできる。

　モニターには由ゆ美み子この姿だけが映っていた。

　そこから視線を外し、ブース外の調整室に目を向ける。

　由ゆ美み子この無茶な提案を受け入れてくれた、頼たよりになる大人たちがそこにいる。

「みんな、あたしの無茶ぶりに付き合ってくれてありがとう。すっごく感謝してる。そして、ごめん。あたしが想像しているよりずっとずっと、迷めい惑わくを掛かけているんだと思う。どう感謝を伝えればいいかわからないけど、とにかく、本当にありがとう」

　彼かれらは由ゆ美み子この明らかに問題のある提案に、乗ってくれた。

　番組ディレクターである大おお出いでが、笑いながら口を開く。

「お礼なんて言わないでいいよ。俺おれはさ、単に数字が取れそうだから乗っただけなんだ。それ以上に理由なんてない。こんな汚きたない大人に感謝なんてしなくていいよ」

「じゃあ、汚きたない大人でいてくれてありがと」

　由ゆ美み子この言葉に、ブース内は笑いで包まれる。

　由ゆ美み子こは笑えみを浮うかべながら、カメラの前の椅い子すに腰こしかけた。

　マイクテストは済んだ。あとは八時になるのを待つだけ。

　ふぅ、と息を吐はく。緊きん張ちようでどうにかなりそうだ。頭がぼんやりする。かといって雑談するような心境でもなく、ただ時間を待つことしかできない。

　これからどうなるんだろう。そんなことを考えると、震ふるえ出しそうだった。

「やすみちゃん」

　ただただ緊きん張ちように耐たえていると、朝あさ加かに声を掛かけられる。

　彼かの女じよは由ゆ美み子こに負けず劣おとらずの不安そうな表情を浮うかべていた。

「本当にいいの？　今なら、間に合うよ。放送を取りやめることだってできる。ごまかす方法ならいくらでもある。それでも……」

「朝あさ加かちゃん。ありがと」

　彼女の目を見ながら、笑え顔がおで首を振ふった。上う手まく笑えたと思う。

　朝あさ加かは言葉を詰つまらせたあと、静かに微ほほ笑えんで頷うなずいた。

「……わかった。やすみちゃん、頑がん張ばって」

「うん、ありがとう。今日のお礼に、今度ご飯作りに行くよ。何食べたいか、考えておいて」

「ん。わかった。楽しみにしてる」

「三十秒前」

　調整室のスタッフから、カウントの声が入る。

　由ゆ美み子こは目を瞑つぶった。よくよく考えれば、ひとりで放送するなんて初めてだ。

　相方がいるということが、どれだけ安心感を与あたえるものなのか、このタイミングでわかった。

　いいもんだな。ぼんやりそんなことを考える。

　今はひとり。『夕ゆう陽ひとやすみのコーコーセーラジオ！』と名乗っておきながら、ここに夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひはいない。

　……いや、歌うた種たねやすみもいないのかもしれない。

　残り十秒、というところで、ふっと緊きん張ちようが和やわらぐのがわかった。

　スイッチが入った。歌うた種たねやすみを演じるためのスイッチが。

　これがなかなか便利なもので、緊きん張ちようや不安を拭ぬぐい去さってくれる。

　あとは明るく、「歌うた種たねやすみです！」と挨あい拶さつすれば、歌うた種たねやすみとして走り出せる。

　残り少ないカウントを聞きながら、由ゆ美み子こはモニターに目を向けた。

　そこには座すわっている自分の姿が見える。

「五、四、三……」という声を聞きながら、由ゆ美み子こは心の中で、

　そっとスイッチをオフにした。

　放送が始まる。少しだけ間を置いてから、由ゆ美み子こはゆっくり頭を下げた。

「こんばんは。歌うた種たねやすみです」

　普ふ段だんの歌うた種たねやすみとは程ほど遠とおいテンションで、完全な地声で、由ゆ美み子こはそう挨あい拶さつした。

　別に畏かしこまっているわけではない。

　普ふ段だんのテンションを見せているだけだ。

「驚おどろかれた方も多いと思います。あたし、歌うた種たねやすみを知っている人も、知らない人も。声優ラジオでこんなギャルが座すわっていたら、そりゃ驚おどろくってものです。まずは謝罪を。これがいつものあたしです。騙だましていて、ごめんなさい」

　──そう。

　今、由ゆ美み子こは普ふ段だんの姿で、つまりギャルの姿でカメラの前に姿を現していた。

　ふわっとゆるく巻かれた髪かみに、胸むな元もとを飾かざるネックレス。

　スカートはギリギリまで短く、メイクは盛りだくさんだ。

　普ふ段だんの歌うた種たねやすみとはかけ離はなれた姿だ。

　モニターを見る。流れるコメントの量が尋じん常じようではなく、混乱しているのが見て取れた。

　カメラに向き直り、由ゆ美み子こは話を進めた。

「この放送を観みているほとんどの人は、あの動画を観みたと思います。夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひが学校で問とい詰つめられている動画です。あれを観みればわかる通り、あたしと同じであいつもみんなを騙だましていました。普ふ段だんはあんな暗い奴やつです。口も悪いです。夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひも歌うた種たねやすみも、マイクの前ではキャラを演じていました。そっちの方がウケがいいから」

　淀よどみなく話す由ゆ美み子こを見て、朝あさ加かの表情がさらに不安そうになる。

　あまりにも取とり繕つくろうことなく話すからだろう。

　でも、これでいいんだ。

「あたしたちはラジオ内では仲良さそうでしょうが、仲なんてよくありません。むしろ悪いです。いつも口くち喧げん嘩かばかりだし、学校ではほとんど口をききません。あいつはあたしを嫌きらいでしょうが、あたしもあいつが嫌きらいです。大だい嫌きらいです。口は悪いわ目つきは悪いわ、どうしようもない奴やつなんです。あいつの悪口だけで何時間でも潰つぶせるね、あたしは」

　へっ、と悪い笑えみが出る。

　歌うた種たねやすみだったら絶対にしない笑い方だ。

　朝あさ加かたち含ふくめ、スタッフは見慣れているが、視し聴ちよう者しやはどうだろうか。ファンはどうだろうか。こんな自分を観みて、どんな思いを抱いだいているのだろう。

　そんな考えをかき消す。

　今はそんなことを気にしている場合じゃない。

　やると決めた。なら、やり遂とげなくてはならない。

「……ただ、あたしも同じくらいどうしようもない奴やつなんだ。普ふ段だんのあたしは口も悪いし、気だって強い。服装だって好きでこんなカッコしてる。でも、こういうカッコが受け入れられないのはわかってるし、普ふ段だんの可か愛わいげのない性格だったらファンもつかない。だから演じた」

　そっと息を吐はく。声から力がなくなる。

　噓うそを吐ついていました。

　そう告白することが、こうも心を重くするなんて。

「あいつはさ、事務所から言われて仕方なくやってるけど、あたしは進んでやってるよ。そっちの方がウケいいんだから。バレたら一大事だけど、先の話より目先の仕事の方が大事だった」

　千ち佳かの正体が晒さらされたあと、少し考えてもみたのだ。

　こうなるなら、最初から素で声優業をすればよかったんじゃないかと。

　キャラなんて演じない方がよかったんじゃないかと。

　でも、その考えはすぐに打ち消した。

　由ゆ美み子こはもちろん、千ち佳かでさえ素のままなら仕事はなかっただろう。

　アイドル声優で作った土台があるからこそ、今の仕事がある。それは確実だ。

　それがなければ、今の地位にいくことさえ何年も遠まわりしたと思う。

「……話が少し脱だつ線せんしたね。夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひ、今朝の動画の話をするよ。あれを観みた人はわかると思うんだけど、あいつの姿がはっきり映っていた。地味な普ふ段だんの姿ね。あれは見られちゃいけないのに、そのうえ、裏営業疑ぎ惑わくを問とい詰つめられて、あいつはすごくキツかったと思う。怖こわかっただろうし、嫌いやだったろうし、怒おこってたとも思う。怒おこってたのは──わかるか。あれだけ怒ど鳴なり散ちらしてたら」

　あのときの千ち佳かの怒いかりっぷりは記き憶おくに残っている。

　清し水みずを殴なぐり飛とばし、声を荒あららげた。

　今まで怒おこる姿は何度も見てきたけれど、あんなふうに感情を爆ばく発はつさせたのは初めて見た。

　ただ。

　由ゆ美み子こはひとつ、違い和わ感かんを覚えていた。

「あのとき、あいつはあの男を殴なぐった。あの動画を観みた人はさ、あいつが怒いかりで暴力を振ふるう奴やつだと思うよね。でも、いつも怒おこらせているあたしからすれば、あれこそ噓うそっぱちで。あいつは、感情が昂たかぶったからって、暴力に走る奴やつじゃないんだ」

　由ゆ美み子こに怒おこることは何度もあったけれど、手が出たことは一度もない。

　前日、あれだけ酷ひどいことを言った由ゆ美み子こに対しても手は出なかった。

　人を殴なぐったのはあのときだけ。

　由ゆ美み子こにはあの暴力の理由に心当たりがあった。

「……見て欲ほしくはないけど、あの動画を観みればわかるよ。あいつは、あたしを庇かばったんだ。あの男があたしの正体を晒さらそうとして、カメラを向けようとした瞬しゆん間かん、あいつはあたしから目を逸そらさせた。守ってくれたんだ。あたしのこの姿が公おおやけになれば、アイドル声優として終わる。自分だってあんなに大変な状じよう況きようで、あいつはあたしを守ってくれたんだよ……」

　頭に手をやると、くしゃりと髪かみが潰つぶれた。

　そうだ。そうじゃなきゃ、あの状じよう況きよう、あの流れで由ゆ美み子この姿が映ってないなんておかしい。

　あれは幸運だったわけではない。

　千ち佳かが身体からだを張って守ってくれたのだ。

「……せっかく守ってくれたのに、こうしてみんなの前に出るのはどうなんだっていう話なんだけど。でも、この姿じゃなきゃダメなんだ。噓うそを吐ついていないあたしで、本当のあたしで、夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひについて聞いてもらいたいことがある。あの、裏営業疑ぎ惑わくについての話」

　ここからが本題だ。

　姿勢を正す。カメラをまっすぐに見つめ、由ゆ美み子こはゆっくり口を開く。

「あいつは、やってない」

　はっきりとそう言った。

「あいつは性格捻ひねくれてるし、根暗だし、どうしようもない奴やつだけど──声優という仕事に対してはすごく真しん摯しだった。まっすぐだった。普ふ段だんからアイドル声優であることに疑問を持ってて、ファンを騙だますことも心苦しく思ってて、声の仕事だけに専念したいってずっと言ってた。噓うそを減らす努力だってしてたんだよ。それに、夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひのファンなら知ってると思うんだけど、あいつ、神かみ代しろアニメの、ファンで、さ……」

　途と中ちゆうで言葉に詰つまった。

　唇くちびるが震ふるえる。声が上うわ擦ずりそうになる。感情が昂たかぶる。

　どうしようもない想おもいが、内から溢あふれて仕方がなかった。

「大好きな作品にズルをして出るなんて、一生の汚お点てんだ、って。人生の否定だ、って。そう言ってたの……！　裏営業なんて、絶対にするような奴やつじゃないんだよ。むしろ、そういうことが一番苦手なんだよ！　わかるんだよ。わかっちゃうんだよ。そういうことができないって！　あいつは……、あいつは！　捻ひねくれてるくせにどこまでもまっすぐで、いつも前を向いていて、あたしの憧あこがれで！　それが夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひなんだよ！」

　自然と声が大きくなる。

　頭に千ち佳かの姿が浮うかんでしまった。

　声優としての千ち佳かは格好良かった。夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひは格好良かった。だから憧あこがれた。嫉しつ妬とした。そんな千ち佳かに認められて、嬉うれしいと思ってしまった。そんな声優なのだ。

　前を進む千ち佳かを見るのは辛つらかったけれど、背中を追いかけることに随ずい分ぶん救われていたと思う。

　負けたくない、と思わせてくれた。

　由ゆ美み子こは拳こぶしを握にぎる。身体からだに力が入り、強い感情が駆かけ巡めぐる。

　それが身体からだを喰くい破やぶらない代わりに、涙なみだとなって姿を現した。視界が滲にじむ。涙なみだが溢あふれるのを止められない。

　それでも、それでも由ゆ美み子こは口を開いた。

「何よりあいつが言ったんだ！　不正なんてない、裏営業なんて絶対にない、って！　じゃあそうなんだよ！　やってないんだ！　やってないんだよ……！　信じてよ、あいつの、夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひの言葉を信じてよ……！　なんで伝わらないの……っ。あんたら、あいつのファンなんでしょう……？　好きであの子を追いかけていたんでしょ……？　確かにあいつは噓うそを吐ついてたけど、アイドルなんかじゃなかったけど！　あんたらが惚ほれたあいつの声は、本物だったはずでしょう……？　少しでもあいつが好きだというのなら、好きなんだったら、救ってよ……っ。あんたたちが『もう大だい丈じよう夫ぶだよ』って言うだけで救われるの……っ！　このままだと、あいつ声優辞やめちゃう……、そんな悲しいこと、ないじゃない……っ！　あたしは、まだ、あいつといっしょにラジオをやりたいよ……っ！」

　涙なみだ声ごえになりながら、詰つまり詰つまり話をしたが、もう限界だった。

　嗚お咽えつが溢あふれる。涙なみだが止まらない。

　口を押おさえ、下を向いてしまう。

　ダメだ、泣いていちゃダメなんだ。そう思うのに、涙なみだはとめどなく溢あふれていく。

　そのときだった。

　ブースの扉とびらが開けられたのは。

　最初は、由ゆ美み子こが喋しやべれなくなったから、中止のためにスタッフが入ってきたのかと思った。

　でも、扉とびらを開けて立っていた人は、ここにはいないはずの人物だった。

　それは『夕ゆう陽ひとやすみのコーコーセーラジオ！』、もうひとりのパーソナリティ。

　夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひ、渡わた辺なべ千ち佳かがそこに立っていた。

　学校にいるときと同じ、長い前まえ髪がみに制服姿で。

　手にはスマホが握にぎられている。わずかに見えたディスプレイには、この生放送が映っていた。

　全力で走ってきたかのように、息を切らしている。

「あ、あんた、なんで……？」

　あまりのことに、由ゆ美み子こは驚おどろいて席を立つ。

　千ち佳かは何も答えずに息を整えていたが、まどろっこしくなったのか、そのままこちらに近付いてくる。

　そして。

　彼かの女じよは由ゆ美み子この身体からだをぎゅっと抱だきしめた。

「あなたのそういうところ──本当に嫌きらい」

　由ゆ美み子こを強く抱だきしめ、振ふり絞しぼるように言う。

　彼かの女じよの目には涙なみだが溜たまっていて、由ゆ美み子こを掴つかむ手には力が込こめられている。肩かたは震ふるえていた。この状じよう況きように混乱しながらも、由ゆ美み子こは千ち佳かの腰こしに手を回す。

　千ち佳かが目の前にいる。

　それにどうしようもなく、安あん堵どした。彼かの女じよの温ぬくもりがすぐそばにある。

　渡わた辺なべ千ち佳かがここにいる。

　また泣きそうになるのを、懸けん命めいに堪こらえる。

　泣いている場合ではない。状じよう況きようを把は握あくしなくてはならない。
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「渡わた辺なべ、あんたなんでここに……？　連れん絡らくつかないって言ってたのに……」

「えぇ。全部嫌いやになって、スマホの電源切って、何も見ずに家でじっとしていたわ。しばらく外に目を向けるつもりはなかったのだけど、わたしの家に迎むかえに来てくれて。これを観みろ、って。この放送のことを教えてくれた。だから慌あわてて飛び出してきたの」

「迎むかえに……、って。だれが」

　マネージャーか？　問いかけようとした由ゆ美み子こから身体からだを離はなし、千ち佳かは視線を扉とびらに向ける。そこから男性が入ってきた。

　背の高い細身の男で、年ねん齢れいは四十代半ばくらい。彫ほりの深い顔つきだ。やさしそうな雰ふん囲い気きを纏まとっている。よれたワイシャツに皺しわのあるチノパンを穿はいていた。

　少しばかり仕事に疲つかれていそうな、この男性には見覚えがある。

　名前が頭に浮うかんだとき、驚おどろきでそのまま声に出してしまった。

「か、神かみ代しろ監かん督とく!?　な、なんで……？」

　千ち佳かとともに写真を撮とられていた、アニメ監かん督とくの神かみ代しろである。

　彼かれもどうやら走ってきたようで、膝ひざに手をついている。

　彼かれは柔にゆう和わそうな顔を由ゆ美み子こに向けて、静かに笑った。

「どうも、歌うた種たねさん。初めまして、神かみ代しろです。突とつ然ぜん、このような形の挨あい拶さつになって申し訳ない」

「いえ、それは……、大だい丈じよう夫ぶ、ですけど」

「失礼を重ねてしまいますが、あなたが作ってくれた時間をお借りしたい。夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひとわたしとの関係を、皆みなさまにお伝えしたいんです」

　神かみ代しろはカメラに手を向ける。

　一度緩ゆるんだ緊きん張ちようが再び戻もどってくる。

　神かみ代しろがこの騒そう動どうを受け入れても否定しても、どちらせによファンの怒いかりは収まらないのではないだろうか。どう転がるかわからない。

　モニターを観みれば視し聴ちよう者しやの反応がわかるが、怖こわくて見られなかった。

　カメラの前に千ち佳かと神かみ代しろが並んで立つ。

　千ち佳かは目を瞑つぶって黙だまり込こみ、隣となりの神かみ代しろがたどたどしく語った。

「神かみ代しろです。これを観みられている方は、あのニュースをご存じだと思います。夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひがわたしとおかしな関係ではないか、という疑念です。それはありえません。誤解させて申し訳ないので、わたしとこの子の関係を皆みなさまにお伝えします。わたしとこの子は──実の親子です」

「……は？」

　声が漏もれた。邪じや魔まをしてはいけない、と静かに見守っていた由ゆ美み子こだが、あまりのことに声が出た。てっきり、交際関係であることを伝えるか、関係を否定すると思っていたのに。

　親子。親子だって？

「ちょ、ちょっと待ってよ！　渡わた辺なべのお父さんってあれでしょ、アニメーターの！　あんたが声優になるきっかけになったっていう！　そう言ってたじゃない！」

「……そう言ったわよ。アニメーターだった、って。離り婚こんする前はそうだったの。監かん督とくになったのはそのあと」

　しれっと言う千ち佳かに何も言えず、えぇー……、と気の抜ぬけた声が漏もれた。

　アニメーターからアニメ監かん督とくになる人はたくさんいるけれど、それなら言ってくれれば……。

　親子と言われてふたりを見比べるが、とてもそうは思えない。

　そういう空気を感じないのは、いっしょに暮らしていないからだろうか。

　しかし、よくよく見ると、千ち佳かの顔には神かみ代しろの面おも影かげがあるように感じた。千ち佳かはかなり母親似だけれど、要所要所で神かみ代しろの特とく徴ちようを感じさせる。

　似ている、かも。

「……じろじろ見ないで頂ちよう戴だい」

　千ち佳かは由ゆ美み子こから視線を逸そらし、照れくさそうにそっぽを向く。

「あ。もしかして、前に言っていた秘密基地って」

　話を聞いていて、ぴんときた。

　初めて千ち佳かから父親の話を聞いた、お泊とまりしたとき。

　あの日、彼かの女じよはアニメのブルーレイやグッズを、秘密基地に隠かくしてある、と言っていた。

　それは、神かみ代しろのマンションではないか。

「そういうこと」

　静かに肯こう定ていする。母親に見つかったらまずいアイテムを、父親のところに隠かくしておく。

　あぁ急に親子っぽい。

　神かみ代しろは由ゆ美み子こと娘むすめのやり取りを微ほほ笑えましく見たあと、言葉を重ねた。

「わたしと彼かの女じよが実の親子であることは、公表しない方がいいと思っていました。決してないけれど、コネか何かを誤解されるのではないかと。わたしはともかく、彼かの女じよに不利益があるのではないか。そう思って黙だまっていました。随ずい分ぶん前に、この子の母親とは恥はずかしながら離り婚こんしましたし、体てい裁さいもよくありません。……こうなるとわかっていたら、公表していたのですが」

　困ったように頬ほおを掻かく。

　確かに、こんな大事になるなら最初から話していた方がよかっただろう。

　しかし、それ以上に由ゆ美み子こは納なつ得とくがいかず、千ち佳かに不満をぶつけた。

「あたしたちには、言っておいてくれればよかったのに……」

「嫌いやよ。あれわたしのお父さんなの～、だなんて。小学生じゃあるまいし」

「あー……」

　それは、なんだか気持ちがわかってしまう。思春期の女の子として嫌いやだった、という話だ。由ゆ美み子こに父親はいないけれど、そういう照れくささはわかる。

　それと同時に、神かみ代しろが懸け念ねんしていたことも理由だったのだろう。

　親子であるなら、ファンが嘆なげいたような関係ではない。

　しかし、それはそれで問題が出る。

　神かみ代しろの言っていた、「コネか何かを誤解されるのではないか」というものだ。

　神かみ代しろは再び口を開く。

「わたしとこの子が親子であるなら、先日キャストが発表された『幻げん影えい機き兵へいファントム』のキャスト選びには意図があったのではないか……、そう考える方もいらっしゃると思います」

　まだこの問題は残っている。裏営業にしろ親子にしろ、結局はコネだったのではないか。

「それは、わたしからご説明いたします」

　また違ちがう人がブース内に入ってきた。

「『幻げん影えい機き兵へいファントム』音おん響きよう監かん督とくの杉すぎ下したと申します」

　彼かれは神かみ代しろの隣となりに立つと、そう言って頭を下げた。

「これをご覧ください」と言いながら、彼かれはファイルをカメラの前で広げた。

「こちらは、以前行った声優キャストオーディションに参加した、スタッフ全員の評価シートです。神かみ代しろさん以外の全員が、主役に夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひさんを選んでいる。確かに神かみ代しろさんは彼かの女じよを特とく別べつ扱あつかいしているかもしれない。しかしそれは、悪い方の特とく別べつ扱あつかいなんですよ」

　杉すぎ下したが開いたファイルには、確かに彼かれの言うような結果が並んでいた。

　神かみ代しろ以外が満まん場じよう一いつ致ちで夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひを推おしている。

　千ち佳かは深く頷うなずいているが、その横で神かみ代しろは困ったような笑えみを作った。

「いやね、実の娘むすめが自分の作品に声当てるっていうんですよ？　冷静な判断なんてできると思いますか？　そりゃ自分は落としますよ」

　……それはそれで可哀想かわいそうな気もするが。

　本当に悪い意味での特とく別べつ扱あつかいだ。

　千ち佳かはそんな父親を一ひと睨にらみしてから、淡たん々たんと言葉を口にする。

「神かみ代しろアニメの新作が出ると聞いてから、わたしはオーディションにずっと備えていた。必死に必死に練習して、絶対に合格するためにこれ以上ないほど努力した。夢ですもの。我ながら鬼き気き迫せまっていたと思うわ。……だから合格できて、しかもそれが主演だったときは本当に嬉うれしかった。どれくらい嬉うれしかったかというと、父親にドアの前で抱だき着ついてしまうくらい。ごめんなさいね、わたしちょっとファザコン気味だから」

　とぼけたことをしれっと言う。

　いつもの千ち佳かを知っている由ゆ美み子こからすれば、神かみ代しろに抱だき着つく姿は意外ではあった。「まぁ男の前ではそういう奴やつなんだろう」くらいに思っていたが、そうではなかったようだ。

　本当に嬉うれしかったのだろう。

　心の底から憧あこがれた作品に出られたのだ、その喜びは同じ声優の由ゆ美み子こにはわかる。

　その努力の結果を踏ふみにじられたから、千ち佳かはあれだけ怒おこった。

　すべては誤解だった。

　疑ぎ惑わくはあくまで疑ぎ惑わくであって、蓋ふたを開けてみたらなんてことはない事実が転がっていた。

　どっと力が抜ぬける。気張っていたのがバカらしくなる。

「……なんだ。じゃあ、あたしがこんなふうに出しゃばる必要はなくて、あとでどうにでもなったってこと？　完全に無む駄だ骨ぼね？　うーわ、はーずかしー……」

　頭を抱かかえて悶もだえるしかない。完全に余計なことをした。

　多方面に迷めい惑わくをかけ、恥はじを重ね、自分のアイドル声優生命さえも潰つぶした。

　こんなことをしなくても、今のような対応を別の場ですれば、すべてが丸く収まったのだ。

「そんなことないわ」

　千ち佳かが由ゆ美み子このそばに寄る。

　寄より添そいながら、千ち佳かは確かめるように言葉を続けた。

「わたしは、本当に辞やめるつもりだった。正直、うんざりしたもの。あんなストーカー紛まがいのことをされてプライベートを暴ばく露ろされて、汚きたない言葉を浴びせられて……。何も悪いことをしてないのに、わたし自身を否定されて。つくづく嫌いやになった。どうでもよくなった。それに、どれだけ説明しても、一度ついた疑ぎ惑わくは消えない。『夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひが裏営業をした』っていうデマはさぞかし出回ったでしょうけど、『それはデマだった』っていう話は一部の人にしか知しれ渡わたらない。面おも白しろくないもの」

「…………………………」

　彼かの女じよに言われ、由ゆ美み子こも思い直す。

　芸能人でもよくあることだ。面おも白しろ半はん分ぶんで取り上げられたゴシップは、悪評であればあるほど出回るのが早い。しかし、それが誤解だとわかっても、誤解という情報は出回らない。

　おそらく、千ち佳かはこれから先、『裏営業をした女』という扱あつかいを何度も受ける。

　その度に誤解であることを説明しなくてはならない。

　その負担は尋じん常じようではない。

「それに、『コネはなかった』っていう情報を信じない奴やつらも絶対にいる。声優を続けるなら、そんな奴やつらを相手にしなくちゃいけない。そんな気力、とてもじゃないけど残ってなかったわ」

　でも。

　彼かの女じよはそう呟つぶやき、そっと由ゆ美み子この手を取った。

　ぎゅっと握にぎる。細い指が由ゆ美み子この手を包み、温かさを共有する。

　千ち佳かはその手を見つめながら、ぽつぽつと言った。

「あなたがここまでしてくれたから。あんなふうに言ってくれたから。あなたは信じてくれたから……。本当に嬉うれしかった。本当に本当に嬉うれしかった。ここまでされたら、もう辞やめられないじゃない。辞やめるなんて言えないじゃない。だから、頑がん張ばる。もうアイドル声優としてはやっていけないけど、上等だわ。悪評だらけの道を裸足はだしで歩いて、トップに昇のぼりつめてみせる。そう思わせたのはあなたよ。あなたは本当に──」

　千ち佳かは顔を上げる。

　彼かの女じよの目つきはいつものように悪く、目の奥おくから鋭するどい光が漏もれている。

　しかし。その目が柔やわらかく細くなる。口元に笑えみが浮うかぶ。

　まるでゆっくり花が開くような笑え顔がおだった。

　穏おだやかに笑いながら、千ち佳かは由ゆ美み子この肩かたをこつんと小こ突づく。

「──いつもわたしの邪じや魔まをする。最低の相方だわ」

「……お互たがい様でしょ。あんたのせいであたしの声優生命も終わるかもしれないってのに。お先真っ暗だよ。あんたみたいな相方を持ったせいで」

　千ち佳かのせいであることを強調して、由ゆ美み子こも千ち佳かの肩かたを小こ突づく。そうしてから、満足げに笑った。互たがいに笑えみを交かわし合う。

「また出直しよ。ふたりでまた、最初から」

「そうね。いつかと同じだ。まぁでも、ふたりなら、ね」

　ふたりの声はこれ以上ないほど優やさしく響ひびき、互たがいの胸をぽかぽかと温めていた。
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あとがき






　はじめまして。第26回電撃小説大賞で大賞を受賞いたしました、二に月がつ公こうと申します。

　皆さまお察しとは思いますが、わたしは声優さんのラジオを聴くのが好きです。好きが高じてこの作品を書き、ありがたいことに大賞を頂くことができました。

　普段の生活に楽しみを与えてくれる声優ラジオには感謝しかないのですが、ますます頭が上がらなくなりました。

　色んなラジオを聴く中で、「もし、物凄く相性の悪い人とラジオをやることになったら、すごく大変そう」と思ったのが、この話を書くきっかけです。ですがもちろん、それはただの妄想ですし、本作は実在の声優さんや特定の番組を直接モデルにしているわけではありません。もしそう見えても、それはわたしの至らぬところであり、実在の方々とは関係がないので、そのつもりで読んで頂けるとありがたいです！

　さて、この作品なのですが、なんと恐れ多いことに文化放送 超！Ａ＆Ｇ＋で放送されている『Pyxisの夜空の下de Meeting』さんとタイアップさせて頂いております。

　番組内で、『夕陽とやすみのコーコーセーラジオ！』出張版をやらせてもらっているという体で、佐藤由美子（歌種やすみ）を伊い藤とう美み来くさん、渡辺千佳（夕暮夕陽）を豊とよ田た萌も絵えさんに声を当てて頂きました。

　それがもう、本当にガッツリ演じて頂いて、物凄く光栄でした。凄まじく嬉しかったです。さらに、Pyxisのおふたりには帯のコメントやお写真を使わせて頂くなどなど、たくさんのご協力を頂きました。

　豊田萌絵さん、伊藤美来さん、関係者の皆様方、本当にありがとうございます。

　忘れられない思い出を頂きました。

　担当さんたちに「こんなに宣伝費使って、大丈夫なんですか？」とお伺いしたところ、

「ダメだったらみんなで死にましょう！」と言われました。

　デビュー前の作家に心中提案する編集者います？




　そんな担当さんを始め、たくさんの方々のおかげでこの作品を作ることができました。

　すごく可愛らしく、とても綺麗で素敵なイラストを描いてくださったさばみぞれさん、

　厳しい〆切の中、コミカライズを担当してくださった巻まき本もと梅うめ実みさん、

　この作品を選んでくださり、大変ありがたいお言葉をくださった電撃大賞選考委員の皆様方、

　激務の中、凄まじい労力と時間を使って頂いた担当の方々、関係者の皆様方、

　そして何より、この本を手に取ってくださった方々、

　本当にありがとうございます。これからもどうぞ、よろしくお願いいたします。
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